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高 分 子 化 学 が 生 ん だ 完 全 防 水 材

( E ・p ・T コ‘ ム シ ート j

本7t-lI.--ヌヤd 回

三 γ 星 ＧｘＺＯｾ ト

. “ 万 能 合 成 コム 円と い わ れ る E . P ・T ( エ チ レ ン ・ プ 口 ピ レ ン ・ ター ホ。リ マ ー ) コ ム の 開

発 に よ って つ く ら れ た ネ オ ・ル ー フ ィ ン グ - E B は 、防 水 の 問 題 を い っ き に 解 決 し ま し た

・ 工 法 は 簡 単 に 、性 能 は 一 段 と 向 上 し ま し た 。

い ま ま で の ブ チ ル ゴ ム 系 、 ネ オ プ レ ン 系 の も の に く ら べ て 耐 候 性 、耐 摩 耗 性 、 耐 破 断 強

度 は 特 に す ぐ れ て い ま す 。

. 建 築 物 の 屋 根 防 水 、地 下 防 水 、地 下 鉄 防 水 、橋 梁 防 水 、

て 好 言 平 を い た だ い て い ま す 。

な ど 用 途 の 広 い 完 全 防 水 材 と し
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T E L  (0252)  45- 0  9  8  1  

T E L  (06)  364- 0  2  0  6 代

T E L  (06)  443- 0  1  1  5 代

T E L  (06)  329ー 1 0 2 3 代

T E L  (06)  364- 9  0  1  5  

T EL  (06)  341- 7  6  0  8  

T EL  (078) 51- 5  3  5  3 代

T E L  (0822)  21- 2  2  8  1  - 6  

T E L  (0862) 23- 8 2 8 5 - 7  

T  E  L  (092)  28- 5  5  6  6  - 8  

T E L  (093)  38- 1  4  6  8  代

T E L (0899) 3 - 6  2  6 1  

北川涯青工業 (株 )新潟営業所

(株)久 保 商 広

(株 ) 木 下 謹 三 商 庄

日本綜合防水 (株 )大阪営業所

高 山 工 業 (株) 大 阪営 業 所

ネオ ・ルーフィ ング防水 (株)

石 井 建 材 有 限 会 社

青 盛 謹 材 (株)

青 磁 建 材 (株) 岡 山営 業 所

青 盛 建 材 (株) 福 岡 営 業 所

(株)工 材 社

(株 )山 本 商 会
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三 ッ 星 ベ ル ト

ネ オ ・ ル ー フ イ ン グ 工 業 会

札 幌 (株) 浜 謹 T E L (0122) 26- 5  6  7  6 代

東 京 日 本 綜 合 防 水 (株 ) T E L  (03)  292- 2  6  6  1 代

東 京 高 山 工 業(株 ) T E L  (03) 251- 0161- 3  1301- 2  

東 京 (株) 三 柏 商 会 T E L (03)  251ー 75 17 . 8867

東 京 (有) 金 問 興 業 T E L (03)  363- 4  3  4  1  

静 岡 ( 株) 三 井 工 業 所 T E L (0542) 85- 9  5  

富 士 (株) 三 井 工 業 所 富 士 営 業 所 T E L (0545) 61ー 1 6  8  8  

名古屋 中 央 建 材 工 業 (株 ) T E L  (052) 251- 3  5  4  1  

金 沢 北 川 涯 青 工 業 (株) T E L  (0762) 41- 1  1  3  1 代

福 井 北 川涯青工業 (株 )福井営業所 T EL  (0776)  23ー 1134 . 8847

富 山 北川涯青工業( 株 )富山営業所 T E L (0764) 21 - 22 18 ・41- 039 1

企 三 ツ 星 ベ ル ト 株 式 会 社

本社 神戸 市 長 田 区 浜 添 通 4 T  E  L  ( 078)  67  - 507 1  大 代表

支庖 東 京 ・神 戸 ・ 名 古屋 ・福 岡 ・札 幌 ・大 阪 ・金 沢 • 



日本建築協会会告

4 通 常 総 会 開 催 通 知

昭和42年 度 第 2 回の通常総会を下記のとおり開催いたしま

す。 ご 多 忙 の と こ ろ 、 ま こ と に 恐 縮 な が ら 、 な に と ぞ ご 出 席

下 さ い ま す よ う お 願 い 申 し 上 げ ま す。

昭和 43年 2 月 l 日

記

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

会 長 束 畑 謙 =

と き 昭和43年 2 月 2 8 日附午後 4 U寺

ところ 近畿建築会館 4 階集会室

議 案 (1) ii ，;永一日1¥改 正の (LI

(2)  名誉 会 長 推 挙 の 件

(3)  名誉 正 会 員 推 挙 の 件

(4)  監事 l 名 選 拳 の 件

(5)  本 部 所 属 評 議員52名 選 挙 の {LI二

‘ 清酒白雪の四季醸造工場( 富士山2号)

および西宮工場見学会

日 時 2月 23 日幽午後 1 時( 集合) → 5 11寺 (解散)

集合所 大阪・中之島中央公会堂西甚 ・京阪観光パス ・

目標会旗

申 込 2 月 1 6 日 ま で に 電 話 で お 申 込 み 下 き い 。 た だ

し定員50名 に 達 し 次 第 〆切 り ま す。

行 程 集合所発 11侍→伊丹、富士山 2 号蔵見学( 1  時

30分- 2 11寺30分) →西宮工場見学( 3時- 4 11寺)

→大阪駅前着 5 時、解散

〈建物について〉

設計 ・地 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 庖

所 在 地 w士山 2 号歳

伊丹市総乃垣内 6 2 2 番地

西宮工場

西宮市今津港町 l 番 1 8 号

〈富士山 2 号厳について〉

他社に魁け、 1963年 2 月、酒造発祥のJ也、伊丹有岡城跡に、画期的

な 四季般造工場 広士山 2 号を完工し、既成の自主造場とともに新

しい歴史のー頁を加えました。

上記見学会の貸切パスは附竹中工務庖殿より、ご従供いた J きました。

1  



ω  
東 ・ 西 ア ス 協 組 統 一 年 限 仕 様 確 立。

守寺 言午
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合 成維 繊 の 不 織布 に ア ス タ イ ト を タ γ プ リ と 含 浸 さ せ た 特 許 製

品 で、 い わ ば ア ス タ イ ト の 層 に維 繊 が内 復 す る 〈プ レ ハ ブ 防 水

被 膜〉 と も い え る 防水 補 強 材 の 決 定 版 で す 。

地 色裂 に順 応 す る 延伸 性 の ほ か 、 低 温 で も j陀 化 し な い 柔軟 性、

粘 りと 強靭性、 腐 朽 ・老 化 し な い ず ば ぬ け た 耐 候 ・耐 久 性 な ど

補 強 材 と し て 理 想 的 な 特 性 を も っ て い ま す 。

ｾＪｦｊ＠ ｾＧ� ιｹ イド

令 くか

特 殊 な製 法 に よ っ て っ く り だ 、 さ れ る 最 高 の 防 水 材 で 、 一 般 の 合

成 樹 脂 に も ま さ る 画期 的 な 特性 を も ち 、〈黒 い プ ラ ス チ ッ ク 〉 と

も い え る も の で す 。

耐 候 ・耐 久 |生、 祖 度 に よ っ て 硬化 ・軟 化 し な い l幅 広 い 混 度 特'I-!. I::

加 熱 安 定 性 、 強 い 粘 着 性 、 適度 な 塑 性 流動 性 な ど 、 防 水材 と し

て 要 求 さ れ る あ ら ゆ る 持 性 を そ な え て い ま す

争 1

ＱＧ ｾφ イト

争 1

すぐれた' 性台包のアスタ イ ト と 、午寺前二・補 強キオ5愈 カ ギ ル ソ イ ド を

組 み 合 わ せ た 防水 層 は 、 そ の 相 乗 効 果 に よ っ て 、 ど ん な き び し

い 自 然 条件 に も よ く 耐 え て 、 老 化 ・変 抗 す る こ と な く 、 破 損 ・

漏 水 な ど の 事故 を お こ さ な い 〈最 高 の 防水 層 〉 で す

..-，&，.・，.，，，合唱H

件 特

ア ル ト 事 業 協 同 組 合

ル 卜 事 業 協 同 組 合

東 日 本 ア ス フ

西 日 本 ア ス フ

建設省東計65号認可

• 
T E L 代 表 ( 866) 6  1  0  1  

T E L 代 表 ( 441) 5  9  5  1  

名 古 屋 ・T E  L  ( 571 ) 6361 

岡 山 ・ T E  L  ( 24)  2692 

ア

京 ・千 代 田 区 岩 木 11I J 3 の 1 1 の 1 3 圧|島 応 用 内

阪 ・大 阪 市 西 区 京 町 明 1 の 7 4  

幌・ T E  L  ( 22 )  6038 仙 台 . T  E  L  ( 22 )  6413 

岡 . T  E  L  ( 28)  2807 広 島 . T E L  ( 21 )  2281 

建設省阪建22号認可

東

大

札

福
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〈新発売) ｾＢ窃ｾｾィル ｵｍＢ
日 本 の感 覚 “ M " タイル一一 気 品 と 風 格 の あ ふ れ る 床

風 格 あ る ビ ル づ く り に 一一一 い ま ま で 、こ れ ほ ど 気 品 の あ る 床 材 が あ ったでし ょうか。 みなさまに

は 初 お 目 見 え の 色 と 模 様。 い つ ま で も ア キ の こ な い の が 特 長 で す 。

風キ各あるビルづくりにぜひ欠かせません 。

f憂憂jれ た 品 質 と

ていたのでで、す 。 床 材 で い ち ば ん 経験 の 深 い 田 島 応 用 化 工。 その{憂れ

た 按 術 と 経験 で つ い に 登 場 さ せ ま し た 。

- 色 と 模 様 は 12種 類 豪華な見本中占を用意しております。ハガキにてお申し込みくださし、。

ｾ＠ 1f ＱＢ 季実ｾ，ｦ tlt .P .の

田 島 応 用 化 工 株 式 会 社

東 京 / 千 代 田 区 岩 本 町3一 11 T E L  866- 61 01 (代 ) 大 阪 / 西 区 京 町 堀 1一 74 T E L 441 - 595 1(代 )

3  



ここにも生きている

ピ: 111ド酪京

屋 根 に ビ ニ ロ イ ド 防 水 を 施工 した 京 阪ピノレ ( 松 阪屋)

ど ん な 地 域 で も ど ん な 構 造 の 建 物 を つ く っ

て も 完 全 な 防 水 が で き た ら 一一一 そ れ を 実 用 化

して す で に す ぐ れ た 数 々 の 実 績 を 示 し て い

る の が 〈 ビ 二 口 イ ド 2 号 〉 で す

防 水 下地 に キ レ ツ が で き て も 破 れ ず 寒 冷 地

の 冬 に も 丈 夫 で ど ん な 場 所 に 使 っ て も 腐 り

ませ ん そ れ は 弊 社 が 合 成 繊 維 に よ る 不 織 布

を独 特 な 方 法 で加 工 した 技 術 の 成 果 で す

京 阪 ビ J レ( 松 阪屋 ) の 屋根 に も ビニ ロ イ ド 2 号

に よ る 防 水 工 事 を ご 採 用 い た だ き ま し た

4  

営 業 品 目 . ピ ニ ロ イ ド 防 水 工 事 . ア ス フ

ア ル ト 防 水 工 事 ・ 三 星 ソ フ ト ン タ イ ル 貼工

事 . 保 温 ・保 冷工 事 ・ 三思ープ ラ ス オ ー ル

・ 三 星 コ ー キ ン 販 売 ・工 事 . シポ レ ックス

工 事

マ

三 星 産 業 株 式 会社

*l J;( /iI $千代 悶区岩本町 3 ー 11- 13

T  E  L  ( 866) 0271- 6 ・6121- 9  

，1111' ]長所 / 札 幌 ( 72) 6031 仙 台 ( 21) 5366- 7  名古屋 ( 941) 3751

( 971) 4574 大 阪 ( 443) 9721- 3  偏|品J ( 76) 2076( 75) 0298

• 

司阜

• 

• 



法 令 コ ー ナ ー

日本建築協会法規委員会

質疑なとの投稿をお待ちしてお ります。

• 
ｾ 都 市再 院発法案 につい て Ｈ 1  )  

1. 経 過

都市再開発という 言葉が，一般に使われるよ

うにな ってからすでに 10年になろうと してい

る。その聞いわゆる都市再開発 3 法といわれる

「防災建築街区造成法j ，I住宅地区改良法j ，

「公共施設の整似ifζ 関: i i l l する市街地の改造に関

する法律j ( 通称、市街地改造法) も昭和35- 36

年K.制定せられ，それぞれの目的を果しつつあ

るが， それでも都市再開発に対する要請はます

ます強く ，本格的な再開発法制定の機運が高ま

• ってきた。

昭和39年建築基準法の改正によって東京都に

おいて，容積地区の指定が検討され，乙乙で，

都市型態の将来像の予測と ，都市機能 l ζ 7 ・ノチ

した建築空間の想定を容積率をもって規制する

ための計画策定作業が行なわれ，一方，大都市過

密と人口の ドーナッツ 現象の解決手段と して都

心部への住宅建設の呼戻しが検討された。他方

都心部における公共施設整備に対ナる要求は，

ますます強く単純な公共事業としてでなく ，大

がかりな改造事業を地区関係者を中心とする民

間の建設投資と共同して実施する必要に迫られ

ていた。

• 
乙乙で考えられる逼とは ，新しく再開発が制

定されるとすれば ，既存の都市再開発 3 法の長

所を利用し ，短所を補 うべきこ とが新法案 K 対

する長大の期待である 。 ζ れら 3 法の問題点を

総合すると次のとおりである 。

1  )  公共施設技術のための事業費が地価の上昇

なとにより膨大な投資額となりかつ，事業目

的が地区住民の: 立志と相反する乙とが多い。

2)  民間の再開発事業では関係権利者の全員同

志がなければ事業が実施できなし、。

3)  不良住宅地区改造の場合においては，都市

機能整備の方向と関係なく ，公営改良住宅を

建設しなければならない。

以上の問題点を解消し ，前述の都市整備の方向

つけのために ，昭和40年，建設省では，都心部

のロ ーソクヒソレの乱立を防止する「市街地建築

物Jの集団整備」を行なうため ，防災建築街区造

成法の改正を検討した。本案では( 1  ) 民間再

開発事業K おいて関係権利者の% 以上の同意が

あれば，事業が笑胞できる乙と ( 2 ) 民間再開

• 

発事業者 ( ディベロッパー) の認定を行な う乙

とが検討された。 一方東京都においていわ ゆる

山田構想と称する「都市再開発法案」が発表さ

れた。 本案 で は ( 1  ) 住宅を都心に呼び戻す乙

と。 ( 2 ) 公共施設整備のために必要な莫大な

事業費を要する土地の取得にかえて，一定期間

権利者より土地を借用 し，代りに空中 K. 住宅な

とを貸与し将来建設投資額償還後 lζ 権利者に戻

す乙と K よって官民合同の再開発を推進 しよ う

とした。さらに自民党都市問題研究班が田中角

栄氏などを中心として大都市問題対策 を検討

し，抜本的な都市再開発法を制定する必要性を

発表した。

以上のような背景のもとで，昭和42年春「都

市再開発法( 案) j が国会に上程 され，現在継

続審議 となっているので，昭和43年初めか ら再

び国会 !Cおいて審議され，夏どろには法律が制

定される 見 通 し で あ る 。 ( 相 座 委 員 )

ｾ 法 令 相談

問 ( 1  ) 令第112条の防火区画を実施した場合，

区画内に階段等避難施設がなく ても適法で し

ょうか。

答 令第 117条第 2 項 lζ 「建築物が関口部のない

耐火構造の床また壁で区画されている場合K お

いては，その区画された部分は ，乙の節( 廊下，

避難階段および出入口) の規定の適用について

はそれぞれ別の建築物とみなすJ とあります。

出入口のある防火区画のときは，区画内に階段

ｾｊ 避難 施 設がなくても ， 直通階段Ｈ令第 Ｑ ＲＰ 条Ｉ

への歩行距再IEが満足されておれば適法です。

問 ( 2  ) 準防火地域外において，延べ面積1000

m'をこえる主要構造部が鉄筋 コンクリー ト造

の建築物を建築する場合，法第26条( 防火壁)

の規定により耐火建築物とするため外壁の関

口部で延焼の恐れある部分に防火戸を設けな

ければ，防火壁が必要 と考えられるが如何。

答 耐火建築物にならない耐火構造の建築物に

は防火皇室が必要です。

問 ( 3  ) 法第55条の建ぺい率の算出において，

商業地域内かつ準防火地域内 に 建築する場

合，耐火建築物と非耐火建築物を混合 して建

築しようとするときの計算方法およびその根

拠知何。

答 耐火建築物と非耐火建築物が混合した場合

は 建築面積孟敷地面積 X O.7 となり ます。

なお ，参考まで K 建ぺし、率の表を次にあげてお

きます。

111ぺ、 "1¥(般地的111慢に) ' j する極集前械の臥 l!t l

特定行政

ｴ 帆防火地ｾ 防火地域

IIJ 適地l ¥l ｉｾＺ 刷嶋市 の術 ｾｅ

l1: tll *  
耐 火 哩 築 拘 耐 火 耐 火

以外の ι の 建築拘 1 M食物

住早i 池 波

機工草地l ¥l ( A - 甜 m1 1 X " I¥X ，"， A  x "  
A X" ;  A  X] ( o 

1: l ' i 地域

商 Ｓ 住地 ｾ I¥X J<o A x %.  ａ ｘｾＮ＠ ｕｈ Ｑｲ ｾＮｌ＠

地の滅会のい指区定波 A  X U'. A X Uo A X J(o 

ａ ｘｾｯ＠

A = fl 地耐 1ft ( m
1

)  

(:"1;) *  r特定行政1;' の指定す る区l ¥l J とは、 i 地の状況に悶りやむをえ

ないと也のられる場合Ｂ臥られ、世町大 ｉｾ の Ｊｵ カＢｬＡｦります

間 ( 4 ) 耐火建築物または簡易耐火建築物と し

なければならない特殊建築物の一覧表につい

て

答 次! c 表としてあげておきます。

耐火建築物又は簡易耐火建築物としなければ

ならない特殊建築物

I  ::z.! 1  .1. ' -1. dI " r  JI.IW. ¥_ I  ｾ ｟ Ｇ＠ 1 耐火建築物又 li 帽

| 耐火砲築物と しな | 易耐火鈍築物 Zt  

用 途 1
1ければならないも

t zければならない

I  

.， 

いもの

劇場，映画 館 話i い 主 階 が l 階になる |

芸場 |  もの |  

劇場，映画館，部i 卜 3 階以上の階 IC設1

芸場 ・観覧I品・公 l けるもの |  

会堂 ・ ｾ会場 卜客席の合計が 200!

01以上のもの

( 屋外観覧席は 1， 0

υUrrI 以上J

病院・ホテル旅館 |・3 階以上の階 IC設卜 2 階の面積が 300

・下宿・共同住宅 ・| けるもの I  01
以上のもの

寄宿舎・養老院 Ir
但し ，病院に つい

1

1てはその部分 IC忠|

|者の収容施設のあ|

kる場合に似る /  

学校 ・体育館

• 
3 階以上の階に設1. 2，00001 以上のも

けるもの
|  の

仇

υ
A
υ

 

F

、

が

の

帥
積
制
も

而

の

の

上

階

以

2

d

 

設

も

に

の

階

上

の

以

上

の

d

以

も

伽

階

る

ω

3

け

孔

の

ツ

ヤ

一

J

遊

ケ

キ

エ

コ

i

一

・
7

ラ

明

マ

樹

カ

ク

路

.

示

・

ト

舞

底

民

一

イ

・

貨

川

レ

ナ

一

協

百

ト

パ

・

パ

技

倉 時I

i

u

 

のよ以d

 

h
u

 

r

u
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5

 

し

の

函

の

の

上

階

以

の

j
m

・
I

A

U

以

初

階

が

の

3

mも

• 

l ・3 階以上の階K 設|・15001 以上のもの

自動車々日ト 自動 |

けるもの
1
，簡易耐火辿築物の 、

車修理工場

I  

.， 

-

u  
- _  

I( うち法第 記条第 9i  

| 号の三 イ， IC aJ ( 当|

| する簡易耐火勉 築 |

¥物を際く /  

危険物の貯磁治

又は処理場

以

理

円

以

処

数

は

た

又

れ

磁

の

ら

前

も

め

を

る

定

上

す

( 註) fr 険物の数量は令第 ll E条怠照の乙と

問 ( 5  ) 簡易耐火建築牧の構造について解りや

す く説明して ください。

答 簡易耐火建築物には ，外壁耐火構造建築物

のものと不燃構造建築物のものと 二種あ り，下

記によってそれぞれの構造内容を説明します。

イ， ( 外壁耐火桝造組築物)

外 望畳 |  耐火構造

耐火 構造又はI l i i 火締法

る部分

根 そ の
i也 不燃材料で造るか又はふく

外壁の1m口部

乙極防火戸を設ける

( 延焼の恐れのある郎分)

ロ， ( 不燃綿造建築物)

住 及 び は り

壁 ( 一般)

不燃材料又は1 ' /1不燃材料

(tT組，下地も同じ)

外 ｬ￭ｾ＠ 防火精進

( 延焼白恐れある部分) ( 骨粗，下地とも不燃材料又は準

不 ｾ､［ｬ 料ｽ

床 ( 一般)

不燃材料又は準不燃) 材料

( 骨組， 下地も閉じ

耐火精進又は防火火情造

床 ( 3 階以上〉 ( 直下の天井もが防 精道と同程度

の構造の のである場合を際< )

陪 設

不燃材料又は準不燃材料

( 骨組，下地も閉じ)

外壁の恐
開口部

乙橿防火戸を設ける

( 延焼の れある部分)

( 竹ロヨH D
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- 回 転 軸 部 に ナ イ ロ ン ベ ア リ ン グ を 採 用 し た 耐 久 品

. ，f;:品 l主将に各部品の材料を u今昧し 、表面が錆

びないようボンデライジング! J [ I 工を胞した上

に防錆塗装 をしております。

.  均焼 ＺｴＱ 小付 ‘Ｎ｝ｩ塗金 Ｓ袋主 ｻ仕土」上 Ｍι 主製 Ｔιｾ ，Ｇ品 ｴ

fH日1 (，'川!片; 込{後去茄扉:均か、 ら誠 l山1' ，すす- る白剖郎11分) に s  U  S  2幻
7  

(付18.8ω) ステ ンレス製へア一 ラインf仕士上 の化

羽料杭i : カパ一を{付J けてあります。

・ 同't i; ffll 分にナイロンベ アリング及びスラスト

ベアリングを i長人しであります。

• ))IJ 製の設，H製作をも歓迎放します。

R  

- ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー- 冨3 ‘長 =-=-- 1  

• 

J  

- 弊 社 製 立 枠 付

ピポン トヒ ンジ

C;l. 

実 用 新 案登 録

第 517316号の

立 枠 に は 何 ん ら

抵 触 致 し て お り

ま せ ん 。

うi住 友 の 永 久 磁 石 を 使 つ た く新 し い ド ア ー ・ ホ ル ダ ー〉

ョ，二，.:r..r . .  . .  

• 

K
.
V
 

民

u

k
υ
 

本軽快なワ ンタッチ

従来 のゴム戸当りと違 って 、ワンタ ッチ

で軽〈接触するだけで、ホールドします。

本強い磁気力

磁気力が強力なため、風力などで あふら

れて離れるようなことは全然ありません 0

. 設備場所を床にお求めの場合、 床周デ

ザイン のものも用意しております。

• 

三 築 建 材 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 生 野 区 巽 矢 柄 凹7一一五一番士也

大 阪 ( 7 5 1) 3  6  5  3  - 5  

6  
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• 

• 

• 

• 

役摘をおまちしております。掲蟻の

分には租品選呈いた します。

口 第 5 囲内国勧業博を

回顧して万国博にのぞむ 口

万国博もあと 8∞ 日 たらずとなりました。国

威にも関する国を挙げての大事業であります。

万国博の成功を祈りますとともに ，思い浮べ

ます乙とは ，今から 65年前，明治36年第 5 囲内

国勧業博覧会の乙とであります。日本はマダ 7

夕、.のH寺代でしたが，その規模の大きな乙とは矯

くべきものでした。当時としては世界 IC も誇り

得たものと思います。私はマダ数え年で B才の

少年でしたが，余りにも大偉業であったのでハ

ッキリと思い浮べるのであります。

敷地は今の新世界( 市電車JnI商庖街を含む全

域) と ，天王寺公園と動物園の全部に茶臼山に

およぶ実 κ 広大なものでした。現在の天王寺公

園の大阪美術館は ，博覧会の会場の一部で残さ

れた 11{t - の記念すべき建物であります。広場に

は大| 抗水があり ，I日17 ) < だ脱水だとみんながl浪を

見強ったものであります。それまでは l噴水とい

うようなものは日本ではみる ζ とができなかっ

たものであります。

建物は全部洋館で，屋般の輪郭には ， イノレミ

ネーション( 無数の1U灯を総状に灯したもの)

で装飾され，毎夜キレイな夜景を見せていまし

た。普通の屯灯にさえ驚いていたランプ時代の

乙とですから ，実 Ic5椛映すべき ものでした。

茶臼山では山上からレ ーノレを池の中へ敷き込

み山上でボー トlζ 客: を乗せて，ー とすべりにザ

プンと i山 ζ 飛び込み， うまくポ ート は浮ぶ仕掛

けになっていました。ボートのスベリ台という

と乙ろですが3 乙れなどは当時としては忠いも

よらないスリノレ万点の飛躍しためづらしいもの

でした。

関院宮様が博覧会総裁で明治天皇も行幸せら

れました。毎土曜日には日本に初めてできたぷ

気ポンプで消防が博覧会の屋根洗いをしていま

した。乙れがまた而白い。石炭をたいて放水す

る蒸気ポンプですが，大阪Tbでも初めてできた

もので 『アレがぶ気ポンプだ』 とさわいだもの

です。実 lζ 大きなものでした。当時の堺筋は大

阪市のメーンス トリー卜 でありましたが，道 rjJ

は今の半分か三分の一位と思います。蒸気ポン

プは道路ーパイの大きなもので，お祭のダンジ

リを引くように 2 ， 3 本の太い綱を消防手と

たくさんのヤジ馬が手伝って 『ヨイシヨヨイシ

ョ』 と 掛声も勇しく人力で引張って走るので

す。壮観な印象が残っています。たくさんの人

が閉会から博覧会をあて込んで物売り等出かせ

ぎに来られました。もちろん見物人も大変なも

のでした。当時の日本の国力でよくや ったもの

だと思います。

乙れを思えば今の日本の国力で，今の経済j J

で，今の科学で，今の技術水準からみれば万国

博何の そのといいたい。やればやれる信念で成

功してもらいたい。 その筋へ問い合せましたと

ζ ろ，内国勧業博の敷地は46万平方米 ( 14万坪)

との ζ とです。万国博330万平方米 ( 100万坪)

からみれば 7 分の l ですが，65年も昔のこと で

す。ただただi即決するのみです。

万国博の成功を祈ります。

( 安岡レール妹式会社会長 安田誠一)

口 大阪中之島再開発構想 口

中の島の関西1 ' . 1 カビソレのすぐ西側の中之品 4

- 7 丁， 宗是町，常安 l町，玉江町一帯の約30ヘ

クタ ーノレを対象地域とし て，大阪市が中心とな

左 文 化 ホ ー ル 右 オ フ ィ ス

って再開発射奇想を進めている。現在の建物はロ

イヤ J レホテルと住宅公団ピノレ ，住友病院，大阪国

際貿易センターを残すだけで，あとは阪大医学

部など全部移したり ，建てなおしてもらい ，移

転跡は公共的な文化施設とする。ロ イヤノレホテ

ノレから東側の堂島川寄りは，地上30階程度の高

層ビノレとし ，土佐掘側寄りの一帯 lζ は，音楽会，

演劇， 集会などの劇場，美術館，図書館， スポ

ーツ施設などをつくり ，地下はすべて二回の駐

車場とするもの。費用は用地買収資を除い て大

阪市が負担するぶんだけで 5∞億程度かかると

いわれている。

中之島再開発構処 計画図

a附 " ' 川附川川山川" ' 川 川 川 " ' 川 川 川 l川 1111111111111川 川 川 附 刷 ' " 川1111111111111111111111111川 11111川 11川 1111111111111“" " 1111川 M附 川 川 1111111111111111111111川 1111111111111川' " 川 l川 州 1111111111111刷 1111111111111111“1111111

口 明治建築土木史年表・関西篇 ( その13) ( 明治 11年 8 月3 日~同月 6 日) 口

明治

11年 8 月 3 日

11 11 / 1  

11 11 4 日

東京浜III J 2 丁目発行の「有喜世新聞」売初li所に ，大坂道修II IT 4 丁目報知社分局 中，

丸木平太夫。尾州名古屋本IIIT報恩社，内出庄兵術。石川県tHl0大区 4 小区上胡桃村

10番正11，永山G新太郎。加州金沢尾張町，諸新l間取次所，雲根堂。等が加わっている。

太政大臣三条実美。布告第20号κ よって，特別の兵役免除者と納税者以外の少，芦

年の兵役前分家を禁止した。 乙れは当時はまだ長男の兵役を免除していたので，徴

兵忌i l l I ' のために分家して戸主になる者が域えたのをチェックしたものと恩われる。

"し I'U ' うり

明治天皇北陸巡幸に際し ， I石川県下，越前国足羽郡福井駅J ( 当時の駅は宿協の

乙と) の旧城跡黒門の中へ，総桧造りの御旅館新築を出願。すぐに認可されていた

が， 乙の頃はすでに落成した。御旅館としての用が済み次第学校( L 転用する乙とに

内定している。

11 6 日 高知県) 1 ' 。牧諮業育成の資金 ，13，0∞円 を年賦にて借用したいと政府に願い出。許

可される 。

1 /  11 11 

い 内 や

今でも東京で有名な下谷入谷( 当時坂本村) の朝顔市が乙の頃から盛んになって来た

しうそうえ 人

乙とを報じた記事があるが，その前，幕末維新直後の頃，大坂 IC秋草菌という朝顔

はんじ。

作りの名人がいて ， 毎年 ｾｗｬ 顔会を主催。白から判者となって朝顔作りの番附などを

発表していた。当時江戸で斯 うして朝顔を1 l 美する者の存在を余り聞かなかったと

書いている。乙の記事の筆者は幕末の大阪にいた歌人，7)<1児翁( 乙の頃の「有答i : I l ・新

わ さ

! 瑚」主幹兼印刷〔校正〕白石千別) と推定される。( 東京郡北区神谷 2 ノ22ノ13 須藤 欣 二)
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衛生設備器具は

すまい設計での大切なポイントです

「明るく jiYi 紫な住い 」 をテ ー マに 50年、東洋陶器は、

洗 面 所 ・お 台 所 ・トイレ ・浴 室 な ど 、 毎 日 た く さ ん の 水

を使い、 「明 る く 、 清 潔」 なことが最も強〈要求される

衛 生 設 備 器 具 に つ い て 、 数 多 く の 優 れ た 製 品 を 生 み 山 し

てまいりました 。

※ さわやかな朝に ・

洗 面 器 ・メディシンキャビネット 化 粧鋭

※ 快 適 な 「 水 洗 式 ト イ レ 」 に ・

腰 掛 便 器 ・和 風 便 器 ・小 便 器 ・手 洗 器

※ 一 日 の 疲 れ を い や す お 風 呂 に ・

トー トライトパス ・ホー ローパス ・外焚用 ・内焚用

ガス 釜

な ど、暮しを豊かにする「住いの衛 生設備 器具」のこと

なら、すべて東洋陶器におまかせください。

衛生設備器具総合メーカ一

一ノ0 グol ol<i

洗 面 所 / ト イ レ / 浴 室 用 の 衛 生 設 備 器 具 に つ い て

言羊しくはおJ ! i く 所 ・取 扱 居 で ご 相 談 下 さ い 。

l 東洋陶器|

本 社 北 九 州 市 小 介 区 篠 崎 町 4 5 8

営 業 所 東 京 ・ 大 阪 ・ 名 古 屋

札 l悦 ・ 仙 台 ・ 富 山

T E L 大代 ( 53 )  5  1  5  1  

北 九 州 ・ 広 !芯 - i F4 松

8  
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.. 

建 築 と 社 会

-
ス- ユ

-・・固・・

ニュース原稿をお送りください。

. 関 西 の 日 本建築積算事務所協会

:1-:ノバ一

昨年 Ｖ 月 ｬζ 「日本建築紅 ￭ ｴＷｾ 事 務所協会 ｊ が設

立されて ，積算分野の職能組織の確立の第一歩

をふみだした。すでに，欧米では Quanti ty 

Surveyor が，建築の生産コストの分野で活躍

されているのは承知のとおりである。ょうや

く，わが国でも乙の Sur veyor の活動する場

ができてきた乙 とは喜ばしい。 昨年末に業務規

定をつくっている 。

現在のと乙ろ日本建築積算事務所協会のメン

ノてーは，約40 ぐらいで，そのほとんどが東京に

事務所をかまえているが，関西に事務所をもっ

メンバーはつぎのとおり。

ニｾ建築事務所大阪支所
( 大阪市西区江戸姻 1- 104 泊06- 443- 2423)

日 私E 工 務 附

( 大阪市南区大宝寺町東之町20宇野ピル 旬06・251- 3195)

大 郷 積 算設 計 事務 所

( 大阪市東区南久太郎町3-2船場小町ピル m06- 252-5259)  

抄l谷 建 築 積 算 事 務 所

( 神戸市野合区熊内町6-92 m078・23- 0671)

旭 丘 建 築 研 究 室

( 堺市旭丘北町2- 58-2 m0722- 41- 4670)  

創 建 積 算 事 務 所

( 布施市吉Hi!西83 氾06- 722- 0647)

. 新 プ ラ ス チ ッ ク 合 板

ケイ ・J レ ッ ク ス ( K - L U X ) 合 板一 新 し い

分' J ffの 室 内 装 飾 用 プ ラ ス チ ッ ク 製 合 板 が 新 年 早

々 わ が 国 に 紹 介 さ れ た 。

乙 の 合 板 は ノ ミ ジ タ 社 に よ っ て 米 国 か ら 輸 入 さ

れ ， 先 般 U ・s ・ トレ ー ド ・セ ン タ ー に て 室 内

装 飾 家 や 設 計 者 に は じ め て 紹 介 さ れ た。

乙 の合 板は ど の よ う な 室 内 装 飾 に も適 す る よ

う に 色 も ソ フ 卜 な 濃 い 赤， オ レ ン ジ 色 等， ま た

数 多 く の ユ ニ ー ク な デ ザ イ ン を 豊富 に揃 え て い

る。 レ ス ト ラ ン や ホ テ ノ レ の 休 憩 室 等， 大 き な 部

屋 か個 室 作 り の 間 切 り を美 し く 仕 上 げ る パ ネ ノ レ

と し て 使 用 で きる。

都 市 景 観 の 考 え 方

近代都市のビジネスセンタ - I C おいては，経済成長の急速

化IC伴い組物の ul 惇えが活発 IC行なわれるので，その長観は

ik して凶定的なものではあり得ない。その卦鋭を好まし いも

のK 育てるためには ，単 IC建物の外形をそろえるというよう

な ζ とでなく ， 人間性ゆたかな空間の集りとしてよりよいa

t買を巡る ζ とが自ら好ましい 最観を生み出 すという 現代の郡

市計闘のBJl念 IC立脚して ，そのf I :t 慣が考えなければならない。

容 積 制 の 意 義

ケ イ ・ノレツクス合板は ，取 付 が 簡 単 で 軽 く ，お そもそも 都市の建物に ついては 都市計闘の函からいろいろ

好 き な 形 lζ 工 作 で き ， : l : ' i 用も節減できる 。 一 平 の制，)があるが，現在東京都 IC布かれている容積制限 のねら

方 米 の重 さ は 僅 か 2.3 キ ロ グ ラ ム 。 乙 れ を使 う

乙 と に よ っ て デ ザ イ ナ ー は 簡 単 に 室 内 装 飾 を 施

工 で き 。 乙 の 材料 を レ ス トラ ン で 使 用 す る も う

一 つ の 利 点 は 耐 熱 性 の 強 い 乙 と で あ る 。 90

0

C

以 上 の 熱 で も 変 色 し た り ゆ が み が で き な い 。

( U ・s ・ トレ ー ド ・セ ン タ 一 広 報 )

. 丸 ノ 内 地 区 超高層を めぐる

意見書

東 京 丸 / 内 地 区 の 超 高 問 問 題 を め ぐ っ て ， 下

記 の 意 見 書， 声 明 答 が 発 表 さ れ て い る 。

意 見

丸 の 内地区 ｉｃ 組ＷＮＧ Ｕ 凪 ｬｬｾ 直を ｵｬ てるととに凶迅 ｩ して ， 都市の

尖観論争が行なわれている。

郎市計画 IC関係する 問題で， 乙れほど社会的関心を呼んだ

ものはなし、。それだけに， 乙の!日i姐の正しい解決は ， こんど

わが国の都市ｾＩ闘を進めるうえに大きな影 響 をもつものと考

えられる。

東京畠1は全国に魁けて容駁地区御lを布いた。 古E市環t克の改

普という大きな目標 IC向い，都市の I'j 開発は E の制度の活用

IC よって忽 述化してゆく乙とが極めて当然である。にもかか

わらず， 丸の内にだけこれに逆行した ffl "位が執られるような

ι とがあれば， われわれがI l 1 lc 理解 Iζ 苦しむばかりでなく ，

法治国家としての日本の将来のためにも甚だ遺憾といわなけ

ればならない。

従 ら1(. 過去の土 J(盟を回執し たり ， 新 しい長似の創造 IC対し

ていだく ， 一時の 違和感に反発して社会進化の歴史的 立然性

IC背き， 社会開発を妨げる姑息な説は ， 現下の都市問題の深

刻さをじゅうぶん弁えないからである。

われわれは， 世界の進速し即L " 人間性を邸重した新しい

理念にもと づく都市計闘の考え方 IC共鳴して . 乙れをじゅう

りんしようとする者に対して強く反対する。

昭和42年 11月

阿川 弘之 有 沢 広 己 飯 沢 [1': 

池出 詰記 石川 達三 今 泉 1号男

制 飼 信 成 三ザ 誠司 今 日 出 海

佐 藤
墜さ

嵯峨根i立吉 富 永 惣 一

中 村 光 夫 松 本 重 治 宮 沢 俊 義

城山 政道 渡辺和11一 郎

声 明 書

美 観 問 題 と 建 築 家

: J . Lの内地区 IC組問庖ul 築を処 てる乙とに閲辿して却l i I ; の美

観論争が行な われているが，都市計画に関L " ζ の問題ほど一

般の関心をよんだものは少( ， またそれだけに正しい解決が

強〈望まれる。われわれ郎市のＩ［ｾ鋭の造成 ｉｃ 此任の一端を但

いは ， 過去のul ぺい率と悠物の高さをi ! .'JI取する乙と IC代り，

建 物の容 肢 は同一でも敷地の中 ｉｃｾ 地を銭ｌＢ その代り IC建

物を高( Ul てる乙とができるので， いわゆるピルの谷H - ll がで

きるのを防ぎ， 処物の内 外の"'l! 1聞に「空気と 総 と太紛」が与

えられる E とにある。乙の制度は， 都市の環域 改占H Cイj 効か

っ合 lill tr. J なも のであり ， さらに ι れを充実せしめる必要があ

る乙とは，世界の 大都市がすべて乙の制度を係 fjj している ι

とでも明らかである。

丸 の 内 地 区 の 将 来 と 反 動 的 意 見

丸の内地区はその歴史的発展の経過から近年そのul 鍛えが

商売になって米つつあるので ， c . の時期 IC際して日本の代表

的ビジネスセンターとして今後どんな景観に生れ変るかは都

民だけでなく広〈国民の関心事である。しかるに必近. 己の地

区内の 一 ・ニの建物のul 償えの計画 IC対L " ul 物の日さを旧

来のもの IC近く制限しようとする動きが一部から起った。そ

の詰拠は主 IC ｾｾ底的広場の長鋭との関連におかれているが ，

これは時代と共 IC移り変る 郁市 の新し い景観の本質をわきま

えないものであるといわざるを得ず，* 京でも容積制を生か

1 条例 IC政も ill まれている ζ の地区ではまず ι れを充分活用

して現在の無味位保なピル街 IC新しい 息ぶきを吹き乙んで日

本の身代のエネルギーを表現すると共 IC ， よりよい rot Qが生

れるように 骨)'u!iiさ れるべきであり， そうしてこそ初めて Ｇｾ ￠ 居

iiiJI!11j の悩怖が 一層高められ世界 IC跨る新しい 7 ーパンデザ

インが生れるであろう。まず当局は地元関係者 . 邸711 ft-十画家

および一般有識者の怠加を求め将来の丸の内地区の イ〆ー ジ

を策定しさらにそれをマス タープランそ の 他の形でI i t IC問う

べきである。

わ れ わ れ の 要 望

われわれは折 1' 1 碍入された都市計画の新しい理念 IC逆行す

るような柿凶を当局自らとろうとする己とに強く反対すると

共 Ｑ Ｈ，よ Ｐ よい 剖 ｬ ￯Ｏ￯環境新しい都市長級の実現 ［｣ｾｩ L " 広〈

一般の理解と協力を求め る次第である。

昭和42年 11月

戸 Jj;( 義 信 伊 篠 滋 今 和 次 虫[1

佐 総 武 夫 丹 下 健 三 松 凶 軍 平

村 野 必lt 吉岡五十八 吉村 I1民三

. 合 同 新 年 交 礼 会

在 阪 6 建 築団 体 に よ る 恒 例 の合 同 新 年 交礼 会

が ， 去 る 1 )-J  4 日 ， 国 際 ホ テ J レで 行 な われ た。

今 回 は 1111和42年 建 設 関 係 功 労 者 と して 受 託 さ れ

た 27名 の 方 々 の 栄 誉 の ζ 被 泌 が あ っ た 。 参 加 者

は500 人 を 超 え て 盛 会 で あ っ た 。 乙 の 交 礼 会 で

印 象 に 残 っ た の は ， 中馬 市 長 ( 代理 ) の あ い さ

つ の な か で . I建 築 業 界 の 皆 さ ん に お 願 い し た

い 乙 と が 二 つ あ る 。 そ の ひ と つ は ， 大 阪に も50

階 の 越 両l百 ヒ ツ レ を 建 設 す る こ と ， もう ひ と つ は

， 万 博 後 lζ 大 阪 の 再 開 発 を 進 め て ほ し い 」 と い

うl ] 築家としてとの機会 IC意見をのべて大方の理解を得たい。 う 意 味 の 乙 と が 述 べ ら れ た 乙 と である。

9  



す ぐ れ た 居 住 性 を 創 造 す る

軽 量 気 泡 コ ン ク リ ー ト

長ポレ Ｑ Ｎ，ＧＷｾ

車至

断

量

熱

(比F05コンクリートMの重量 )

( コンクリートの 1 0 倍の断熱性 )

耐 火 (法 定 耐 火 材 料)

. シポ レックスは工場、住宅から超高層ビ/ レまで

あらゆる建物の屋根 ・床 ・壁 ・間仕切 ・耐火被

覆に使用されますが次の建物には特に 最適です

工期短縮を要するすべての建物

2  空調 を要する工場 ・倉庫事務所住宅等

3  鉄骨大張聞 の工場 ・体育館等

4  軽量化 を要する高層建築物 ・軟 弱地盤の建物

5  鉄骨耐火構造の建物

10  

.; .......必. ‘・ -

旭硝子( 株)尼崎独身寮

設計 シポ レックス販売株式会社

大阪支庖一級建築士事務所

施 工 株 式 会 社 柄 谷 工 務 庖

使 用 場 所 屋 根 ・床 ・間仕切 ・陛

唖至言亘p

｢ ポレ ＱｉＯＧＷｾ 販売株式会社

本 社 東 京都 千 代 田 区岩 本 町 2 ノ l ノ 16 ( 森 川 ビ ル )

電 話 東 京 ( 86 1) 代 表 7 2 4 1  

大 阪 支 庖 大 阪 市 西 区 京 町 堀 通 l ノ 125( 東 洋 ピ ル )

電 話 大 阪 ( 443) 代 表 7 7 4 1  

名 古屋 支 庖 名 古屋 市 中 村区 広小 路 西 通 3 ノ 2 ( 大 商 ピ ル )

電 話 名 古 屋 ( 58 1) 代 表 7 4 2 1  

• 

喝ー



• 

口 写真 と概要をどしどしお送り〈ださい.

凡例 a  所在地 b.  lli 築 1( li h' ! c  延 I師It'! d  

298 金 光 教 泉 尾 協 会 御 広 前 御 造 営

設 ｾｉ 地工Ｚ K  K 竹 中 工 務 庖

a  大阪市大正ｾＮｪヒ泉尾町 Ｒ Ｍ Ｑ ＰＶ

b .  2，832 .  1m'  

4，227. l m'  

S  R  C ， 1  F  

e .  11白布140'. 1" 12月-11自制142
i
l ' IOfj

299 長 崎 明
Ｚ ｾ＠
，ロ 生 命 館

300. 上 智 大 学 5 号 館

設J 十施工 K K 竹 中 工 務 底

点k r . ! > 千代旧区紀尾井町 7

設計施工 K K 竹 中 工 務 1吉

氏自身r! i 万」町 6 - 40 

384 .2m'  
718 .2m'  

6，736，9m'  

S R C ， B 2 ， 7 10 ， P 3  

e .  IIs千1l 41 .1f 3  Jl - 日目 制142
1
1' . 9 Jl 

1，748 .3m'  

R  C ， 5 10 

e .  II({ 初42年 I J J - II自制142年 8 Jl

... 

画

-
圃

面

面

軍

軍

=--------

一
面

盲

↑一
一

面

一

回

s s D 

m田園 田

301 . 大阪市立大学医学部付属病院第2新館 I 302 ホ シ 伊 藤 本 社 I 303. 関 西 電 力 美 浜 発 電 所 P R 館

J 1
11
1 回 避 設 計 工 務 K K  

大 阪 市 建 築 局 建 築 部

地 lて: K K 奥 村 組

a  大阪市 1;.01的nl K旭 町 1 の61

設; 十施工 K  K 竹 中 工 務 庖

札帆，Iil*j 8 条 河 14了円

設，:1 地T : K  K 竹 中 工 務 庖

ｈ 日ｊｩＧ ｖ 弘 司 Ｉｊｭｬ ｟ｸ， ｩｊ ｾ 聞 ｊ ｦ 主 ｉ ｕ

694 .8m'  362 .8m'  

3. 195 .6m'  

3，436. 7m'  

R C. B I ，4 F ，P 2  

e.  II{{ 干11'12"1'.3 H- I I日平1I '12( f.I OJ J

c .  8 14 .7m'  

d .  R C ，2 F  

e .  ｉｉｻｾ 和 ＴＲＢＱＧＴ fI - H円相42
i
lミ10Jl25，64 1. 9m'  

R C. B 2 ，7 F  

e .  II( 件11仰 年 6 }j -II丹羽1431
1'- I  }j 

• 
二ニJ ニー一

304. 諏 訪 美 術 観 光 セ ン タ ー I 305 . 大 谷 女 子 大 学 体 育 館 I 306 愛 知 ト ヨ タ 本 社 別 館

• 981. 0m'  

設Jf ・K K 遠 藤 盛 築設 計 事 務 所

総 工 大 日本 土 木 K K 大 阪 支 庖

大阪府市 l日林市錦織1824

1486. 34m'  

1696 .08m'  

d.  ｊ ，ｾＡｩ ＺＯＡ ｒ ｃｈＡιＩ ，ｬ［ｾＧｉＺＮ十 ｉ Ｚｾ 世 ｒ ｃ

泣，小111剥1f.;l; 1I ' パイ フ 附i五

e.  II({ 拘142( 1'- 6 JJ -II円相142
1
1' .11 JJ 

設計地工 K K 竹 中 工 務 庖

a  名占座r ! ;II71布11>1:京郊i函 ') 9 - 17

b .  2，489 .9m'  

6 ，398 .l m'  

R C ，B I ，3 F ， P 2  

e  昭和4JiI' .II H - II(" 有142
1f. IOJl

設計地工 K K 竹 中 工 務 庖

a  長野県諏訪，1; 大 '1' 1諏訪208

781 .6m'  

R C & S ， I F  

e.  1I!l.f1l '1211' '1 月- 1I {l 干1142
1
1' 10 JJ 
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2 段 積

大 形 ビ ル な ど の 400V級配電方式に・. .  

ＣｾＮＣｉＮ ｉＭ］ＧＧＧＧＧｾ くＷＱＮｾ吉 ｊＱ ＱＱＱｰＩ

・ぉ問合せは-

電 源 分 岐 室 用 乾 式 変 圧 器 ( 実用新案・意匠・商標) 申請中

. 4 0 0 V 級配電の変圧器です 。

く プランチャ > は、 4 0 0 V級 配電 を100V 級 200V級に円滑に

降 圧。三相 20 0 V級 と 単 相 100. U5V の同時使用ができますので

ピル・ 工 場 ・学 校 ・病 院 な ど の 400V級 配 電 方 式 の 合 理化 に

大きく 貢献 し ま す 。

・積重ね式が特長です 。

分 岐 室 を有効 に 使 用 す る た め 、 難 し い 条 件 の 積重 ね式と結線

方 式 の 技 術 を 解 決 、イ ンピー ダンス 電 圧 と位 相 角 を 合せて、

異 種 容量 ( 5 K  V  A と10K V  A ) 及 び ( 2 0 K V  A と3 0 K V  A ) の

並 行 運 転 ができます 。

・ 諸 経 費 も 割 引 さ れ ま す 。配電方式の合理化に

より材料費 ・工事費が減少。また 、小形で取扱 いが

簡単なた め設備費・保守費も大へん経済的です 。

三相・乾式 ( H種絶縁) ・ニ棒銀変圧器容量 5 ・10 ・20 ・30 ・5 0 K V  A  

一次電圧 4 4 0 V (60Cfs) 4 1 5 V ( 50Cfs) 二 次電圧 2 1 0 V - I 05 V  

結線方式ムー Y ノーヒ ュー ズプレ ー カ、防震ゴ‘ ム取付可能

札 幌 ( 24 ) 9271  東 京 (453) 31 11 富 山 ( 21  )  8561 名古屋 ( 951) 6211 広 島 ( 41 ) 511l 小 倉 ( 53 )  5221 

松 下 雷 冨
仙 台 ( 25 )  81 11 繍 浜 ( 68 ) 0743 金 沢 ( 61 ) 2125 大 阪 ( 362) 5151 高 松 ( 2 ) 11 94 鹿児島 ( 3  )  {渇71

宇都宮 ( 3  )  3235 静 岡 ( 54 ) 1241 新 潟 ( 45 )  6386 神 戸 ( 39 ) 8011 福 岡 ( 28 ) 3331
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クラスメー卜

• 33(旧名古屋高ヱ( 現名工大) ・大正 6 年一大正15年卒〕

坐 って い る 人 左より (敏林略 )

2美 里子 繁 ( 兵1・Ii 総設 K K 'm'務 大正 11年半)

秋 田 喜代 治 ( 秋l l 1建築 l' 務所
大正 9 i1三平)

宮 飼 克 ニ ( 下: 飼建築 l' 務所 大正 6 ＱＱ Ｇ ｦｾ Ｉ＠

汲 川 圭 司 ( 良工業 K K 判長 大i E I5
i
P j': )

• 伊 藤 鉱 ー ( 伊藤建築設計・l'務 所 大正11 年半)

立 って い る 人

j美里子 i青 Ｈ 工博 ・ 大阪市大教 Ｑｾ 大正 15年半)

大阪1，1際会航ロ ビーにて( 昭43 . 1 ・4 )  

大 阪 6 団 体 新 年 交 礼 会 に 顔 山 し の 機 会 を 捉 え て 、 1円 名 古 屋 高 工 建 築 科 大 正 年 nn:z; 作業生

の 阪 神 地 方 1F. 住者 の 約 3 分 の l が 集 っ た。 卒 業以 来 す で に 40年 な い し 50年 を 椛 て い る

の で 、 同 窓 n¥J では古株の: i A中 で す。 なお 出 席 をJVJ 待した、 池 田 宮 彦 ( 事 務 所 ) 、殿村 釦

( 阪 神 土 木 ) の 同 兄 が 、 病 気 そ の他 の 事由 で 、 不 参加 だ っ たことは' 附しか っ た。

秋 田 川') il!!k:f l を経 て 野村 ・ 橋 本 、 橋本 ・秋 田 と 移 行 し た ';;; J"; 務所て、精励、その後を受継

い で 、 秋 凹建 築 事 務 所 を 支 え て い る 。

伊 藤 竹 中 工 務J汽 ・松 坂 屋 建 築 部 ( 恩 師 鈴 木 先生 の 指 導 下 で ) を 経 て 、 戦 後 、 円 建 設

計 工 務 名 古屋 事 務 所( 長 ) を担当 、業 主力 を 挙 げ 、 社 長 ・相 談 役 を 勤 め 、 最 近 引 退 して 伊

藤 建 築 設 計 事 務 所 ( 1"， i' i 犀 ) を開 設 し た 。

浅 野 繁 2 ヵ 年 足 ら ず 住 友 本 社 に 在 野J の後、 新 設 早 々 の 旧 神 戸 高 工 建 築 科 に 移 り、教

授 に 進 み 、 旧 Ilt lJ の 最 後 ま で 約28年 間 在 勤 、 熱 心 に 多 数 の 後 進 を 指 導 し た 。 引退後、 兵

庫 建 設 に 入 り 、 取 締 役 技 師 長 と し て 貢 献 し た。

浅 野 汗f 1"， i 1i 屋 工 芸 校 教 諭 を 経 て 、 法 隆寺 の 修 型 工τ 1¥.に 拾 数 年 専 念 し、 その 川 研 究の

成 果 を 挙 げ 、 学 位 を fl] 、奈良学芸大教授を経て、1 =1下 大 阪 市 大 建 築 学 教 窓 に て 、 約10

年 間 後 進 を J行導している 。 重要文化財ー保護の仕 ・1¥. で も 貢献 している 。

汲 川 長 谷許11 . 竹)J 要 'JT務 所 を経 て 、 鋼 材 業 奥 商 事 にギf:助 の 後 、 泉 工 業 を起し、 作 前 の

商 才 を 生 か し て 技術 j主lHの 商 人 と して活問 中。

宮 間 宇村神|ドl伊戸の i 1iハL 、設楽往築 ?示打同1務葺所に大正の末まてで酔γ干布E勤 し 、 主 と し て 民 1:間i日川l日じ二工E

昭 和 に 人 つ て 、 さ さ や か に 設 計 院理 面 に 終 始 し て 来 た 。 業 績 は 小 さく少し、 。 白 木 建 築

協会兵庫支部 Ｈ 長 Ｉ 、兵庫 ｖ ，ｾ 建築士 会 Ｈ 冨Ｑ｝ Ｉ などに恭 仕 ＢＱ ＢＰ ( 日 飼 記 )
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奪景計画

「 他 人 の 空 地 を 観 望 す る 窓」 に 関 す る め か く し 訴 訟 で 旧 臓 6 日 付 の 朝 日 で 報

道 さ れ た 京 都地 裁 の 久 米川 判 決 は 、 相 隣 関 係 の ト ラ ブ ル に つ い て の 法 の 見解 を

明 示 し た 点 で 画 期 的 な も の で あ る 。 無 法 の 横 行 す る 傾 向 の 世 相 に 対 し 民 法 2 3 5

条 が ま だ 生 き て い る と 確 認 さ れ た の は 、 他 人 の 迷 惑 な ど お 構 い な し の 横 車 に 泣

く 善 良 な 市 民 に 、 ほ の か な 生 気 を 与 え る も の だ。 私 事 で 恐 縮 だ が 、 私 も 数 多 い

被 害 者 の 一 人 で 、 南 側 か ら の 日 照 、 通 風 が オ シ ャ カ に な っ た 事 は 現 段 階 で は 仕

方 が な い が 、 せ め て も の 二 階 の 窓 に 対 す る 目 隠 し の 要 望 に 対 し 、 永 い 交 渉 と 罵

言 や 器 物 破 損 の お 添 え も の の 末 、 申 し 訳 の よ う な 目 隠 し が 、 し か も 裾 あ き で 私 方

の 庭 の 大 部 分 と 室 内 が よ く 見 え る よ う な 仕 掛 け に な っ て い る も の が 漸 く 取付 ーけ

ら れ た 。 当 の 隣 人 い わ く 「 法 文 に は 目 隠 し の 所 要 寸 法 は 書 い て な し 、 」 と 。

京 都 裁 判 又 は 控 訴 審 で 若 し 原 告 側 が 敗 訴 に で も な れ ば 、 私 は 直 ち に 建 築 計 画

の 講 義 を 変 え よ う と 忠 、 う 。 r 2 3 4 - 5 条 は 死 文 化 し ま し た 。 今 後 は 隣地 境 界一 ぱ

い に 建 物 を た て 、 そ こ に 大 き な 窓 を 開 け て 、 他 人 の 庭 が よ く 見 え る よ う な 採 光

窓 を と る と よ ろ し い 。 借 景 な ど な ま ぬ る い か ら 、 す べ か ら く 奪 景 で ゆ く べ き で

す 」 と 。 ( U )  

高速道路の横暴

本 来 、 建 築 の 設 計 に 当 っ て 高 さ の 規 準 と な る の は 、 敷 地 と 前 面 道 路 と の 相 関

関 係 で あ る 。 場 合 に よ っ て は 、 前 面 道 路 以 外 の 敷 地 が そ れ に 接 す る 巾 の 狭 い 道

路 か ら の 斜 線制 限 に 影 響 さ れ て 、 設 計 者 は 四 苦 八 苦 す る の で あ る 。

ご 存 知 の ご と く 、 都 市 計 画 地 域 内 に あ っ て は 、 商 業 地 域 で 前 面 道 路 巾 員 の 1 . 5

倍 プ ラ ス 8 m か つ 31 m以 内 と い う 令 科 玉 条 が あ っ て 、 す べ て の 建 築 物 は そ の 高

さ を 制 限 さ れ て い る の で あ る 。 そ れ は 都 市 内 に お け る 建 築 相 互 間 の 日 照 、 防 災 、

通 風 等 の 為 に お 互 に 守 る べ き 制 約 で あ る が 、 東 京 、 大 阪 等 に 見 ら れ る 都 市 内 高

架 高 速 自 動 車 道 の 正 に 傍 若 無 人 な 貫 走 は 知 何 な も の で あ ろ う か。 こ の 新 し い 道

路 が 本 来 建 築 の 高 さ の 規 準 と な っ た 前 面 道 路 の 上 を 、 建 築 物 と 軒 を 接 し て 縦 貫

し て は ば か ら な い の は 、 一 方 で 国 家 自 ら が 得 手 勝 手 な 解 釈 で 他 の 法 律 を ね ぢ 曲

げ て い る 証 拠 で あ ろ う。 ( T  )  

経営の原則

私 の 社 長 室 に は 庭 が あ る 。 中 庭 で 池 が あ り 、 小 さ な 植 木 と 白 砂 で で き て い る 。

そ こ に 小 鳥 が 楽 し そ う に 戯 れ て い る 。 美 し い 実 に 美 し し 、 。 尋 ね て 来 た 人 々 が 皆

口 を揃 え て I奥 声 交 り に ほ め て 下 さ る 。 ま さ に 平和 な 宇 宙 の 空 間 で あ る 。 私 は 毎

日 そ れ を 眺 め な が ら 考 え さ せ ら れ る 。 天 国 と 地 獄 は 紙一 重 だ な あ と 。 も し 小 鳥

を 小 さ な 鳥 簡 で 飼 っ た ら 昔 か ら ホ 簡 の 鳥 H と い う エ レ ジ ー に な る だ ろ う 。 興 を

持 ち な が ら 止 り 木 渡 り の 悲 し い 一 生 を 送 ら さ れ る だ ろ う 。 し か し も し 飽 か ら 出

し て 大 き い 認 で 飛 び 廻 れ る 位 に し て や っ た ら 小 鳥 遥 は 喜 々 と し て 毎 日 楽 し く 暮

せ る に 違 い な し 、 。 え さ も 水 も 若 菜 ま で 揃 え て あ っ て も 、 簡 の 大小 が 生 死 を 決 す

る と は あ ま り 考 え つ か な い の で は な い だ ろ う か。 私 は 皆 様 か ら 尋 ね ら れ る 時 こ

う 答 え て い る o " : i 1 昼げませんか H ホ ぇ 、 愛 情 と い う 網 が あ り ま す か ら か 実 際 は

ス テ ン レ ス の 金 網 が 張 り 廻 ら さ れ て い る の だ が。 経 営 の 原 則 は こ の 辺 か ら は じ

ま る の で あ る と い い た い 。 ( Y )

捨てる勇気

電 気 器 具 の 三 種 の 神 器 に 、 洗 濯 機 、 冷 蔵 庫 、 テ レ ビ が 数 え ら れ た 。 今 で は 少

し か わ っ た よ う だ が 、 さ て こ れ が10年 も 使 用 し て な お 修 繕 の こ 下 命 が 多 い 。日 本

人 は も の を 大 切 に す る と い え ば 問 え は よ い が 、 使 い も の に な ら ぬ 品 ま で 執 着 す

る 。 先 日 友 人 が 鉄 筋 の 立 派 な 住 宅 を 新 築 さ れ 、 お 招 き を 受 け て 伺 う と 、 せ っ か

く の 家 が 古 い 家 具 や 親 の 代 か ら の タ ン ス で さ っ ぱ り 変 り ば え が し な い 。 蛍 光 灯

の 球 は 一 年 使 う と 、 電 気 料 は 同 じ だ が 光 り は 半 減 す る 。 し か し 点 火 し て い る 球

を 新 し い の に 取 替 え て 下 さ る 人 は 少 な し 、 。 電 気 設 備 の 器 具 等 、 非 常 な 速 度 で よ

く な っ て い る 。 こ れ を い く ら 説 明 し て も 勿 体 な い と 仰 せ に な る 。

帝 国 ホ テ ル の一 部 が 明 治 村 に 再 現 さ れ る の は も ち ろ ん 大 賛 成 で あ る 。 し か し

人 事 で も 古 い だ け で は 何 の 取 り 得 も な い 。 さ て こ れ を 捨 て る に は 勇 気 が い る 。

こ の 決 断 が な い と 総 て が 老化 し 進 歩 が な い。 思 い 切 り が 欲 し い も の で あ る 。 ( N )
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製造 元 近 畿 車 鞠 株 式 会 社

本社強材工場 大 阪 府 布 施 市 嶋 本 l 番 地 の 1 ｾ世話大阪 Ｈ ＷＸＲ Ｉ ＱＲＳＱ 代表

所沢謹材工場 地 玉 県 所 沢 市 大 字 所 沢 1 4  1  5 帯 地 電話所沢 (22) 5  1  0  1代表

販売 元 近 畿 工 業 株 式 会 社

本 社 大阪市北区締ケ枝町 1 0 8番地新情ケ校側Tピ ル 電 話 大 阪 (363) 3  3  7  1代表

東 京 支 底 東京 郎 千 代 田 区 神 岡 岩 本 町 2 需地共同ピル: 世話東京 (254) 2 0 5 1 代表

名 古 屋 支 庖 名 古 屋 市 中 村 区 平 池 町 4 丁目 4 8  j削也 2 包括名古屋 ( 551)2522 ・8655

福 岡 事 務 所 稲 岡 市 大 名 町 2 丁目 9 j砕 地 上 野 ピ ル 電 話 福 岡 (76) 3 5 5 6 - 7  
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森下製薬株式会社
1階ロビ一階段

滋賀工場

設建計築施地工

株 式 会 社 竹 中 工 務 盾

.・4' ....
滋賀県野洲郡 野洲町大

ｾｾ＠ 園 田 園 l • 
字篠原字出口 1658

敷 地 面 積 19，195. 685m'  

建 築 面 積 4，335.  197m'  

延 面 積 7，497.  347mヨ

構 造 鉄筋 コンクリ ー卜 造及

ぴ鉄骨造

階 数 ・ 面 積

工 場 棟 2F 3，162. 150m'  

IF 3，162. 150m'  

計 6. 324.  300m'  

厚 生 施 設 棟 IF 906. 000mき

運重力施設棟 IF 45. 000m雪

守 衛 室 IF 27目 600m'

渡り廊下 IF 175. 067m'  

プ ロパン置場 IF 19.  380m'  

言十 7，497.  347m'  

高 さ

工 場 棟 9. 500m 

厚 生 施 設 棟 3. 990m 

運 動 施 設 棟 2. 700m 

守 衛 室 2. 800m 

ー I I  I  I  r  .... 恒・・i.... /  ‘ 臥: ¥.渡り廊下 3目 940m • 
プロパン置場 2. 600m 

2.  200m 

高架水槽 32. 500m 

ネオンZ苔 24. 000m 

エ 期 滞 エ 昭 和41年 9 月13日

竣 工 昭 和42年 9 月 9 B  
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1階平面図

高争各 tJt 普告 集 領. ｾ修司修 司 春
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1. 玄関ホ ール

2. 宿直室

3 医務休養室

4 .娯楽室

5.1尭書室

6. 洗，笛室

7 控 室

8.電気室

9 工作室

IU. 原料倉庫

11 機械室

12. 作業室

13. 製品倉庫

14 守衛室

15. 女子更衣室

16. 浴 室

17. 男子更衣室

18目食 堂

19目自転車置場

20. ガレ ージ
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森下製薬株式会社滋賀工場

写 真 上 ・2 階ロビー / 下: 1階ロビー壁面
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宅 や
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5.000 
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令

L. _  1.500 

関西マックスファクター販売株式会社

教育センター

断面図

外S喜

* ・陶圃140X卸値曽施柚モザイクタイル、

- 1 1 号ルタル刷毛虫

車・図面ベエヤ低陣式パネルによ. ヨンタ

リート打J H. アタリル轟轟明l I T I . ｾ＠

軍 スチールオーターメードザツシ

0 5  ＱＰｾ＠ e  

般針箱エ清水建股株式会社

所 在 地 大 阪 市 西 区 江 戸 郷

里E地面積 744. 14 m'  

建銭面積 576. 482m'  

R 2 階 33. 6∞m'

R  1 階 33. 6∞m'

5 階 458. 734m'  

4 陥 474. 469m'  

3 階 525. 132m'  

2 陥 564. 595m'  

1 階 6ω. 698m'  

針 2. 699. 826m'

術進鉄骨鉄筋コンクリー卜

着 工 昭 和 42 年 3 月 6 日

後 ヱ 昭 和 42 年 10 月31 日

3 陽平面図



関電美浜外人独身寮

殺 計 絡 エ 株 式 会 社 竹 中 工 務 庖

建 簸 t也 福井県三 方 郡 美 浜 町 佐 国

車構 造 鉄筋 コンクリー卜造 2 階建

ifi さ 6 . 8 2 0 m

建築面積 783. 46m'  

床 面 積 2  F  650. 56m'  

1  F  650 .56m'  

合計 1，301. 12m'  

外 装

屋根 シート防水シルバーコート イ士上

壁 ベニヤ合板型枠打政シM パ ウ ダ

一吹付

窓 アルミサッシユ( アルマイト処理)
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一 -----i Js

1階平面図 2階平面図

:外部鉄

:骨階段
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都 市 の い

} ヲ・

、一 い の 場

固 い こ い の 歴 史 と 現 代 生 活 に お け る 意 義

/ 扇 田 信

園 大 都 市 に お け る い こ い の 空 間

1  . 業 務 地 区 の い こ い の 空 間 ( 御 堂 筋 界 隈 )

/ 出 江 寛 ・寺 嶋 繁 久

2. 公 園 と オ ー プ ン ス ペ ー ス の イ メ ー ジ プ ラ ン

/ 小 竹 壮一

圏 住 宅 地 に お け る ア メ ニ テ ィ ー 計 画

/ 多胡 進 ・高 木 明

司 レ ジ オ ナ ル な い こ い の 空 間

一都 市 圏 に お け る 緑 地 と そ の 計 画 一

/ 斎 藤 和 夫 ・田 中 康 夫 ・大 路宗 義 ・浜 田 学 昭

園 高 密 度 社 会 に お け る い こ い の 空 間

/ 竹 中 工 務 庖 開 発 本 部

歳末のあわただしさが最高潮に達した

頃，原稿が集まり終ったのである 。関係

者は何はともあれ，除夜 の鐘を，知思院

の境内で聞くも ，親 しい仲間とともに話

題にするも，わが家の T. V. でながめる

も，しばしの間ほっとして味えるように

なったのである 。 ｲ ｾＧ こい 」 が登場して

くれたのである 。さて今回は 「都市のい

こいの場」特集である 。

お気づきのように ｲ ｾ 、こ ｾＧ ｊ は生活のい

たるところに散りばめられている 。人間

の全生活の中から抜きとることができな

いものといえる 。 このような 「いこい」

の要求に対して，都市空間の現況をなが

めると，歴史的文化遺産を貯え，さらに

変化に富む自然空間をまだまだ持ってい

る自分の国はすばらしいと思う 。一方で

急激に膨脹した市街地や新開発の住宅地

や群衆観光空間の状況をみると，あきれ

はて淋しくなることも少しではない 。こ

こでは都市空間構成の諸条件のうち，別

の条件だけが優勢なのであ る。なりゆき

にまかせているようでもあるし，偶然の

チャンスを手をこまねいて待っているだ

けみたいでもある 。

このような都市の諸情勢を察したのか，

編集委員会は本特集を スムーズに採択 し

てしまった 。

当然，編集企画は暗中模索となり，忙し

い中を時聞をさ いて集まってくださった

扇田信先生を初めとする執筆者の打合せ

会も ｲ ｾＧ こい 」 の 意味と 意義 の検討から

出発したのである 。

まずは ，生活のリズム一季節・月 ・遇 ・

日ー とこれに対応している空間を編集 の

軸として問題のありかを探ってもらうこ

ととした。ここから 種々の邪魔物にわず

らわされずに，広く考え大きく活動でき

るような都市空間づくりの示唆が出てく

ればと願 っているのである 。

1月号の 「所信表明」につづいて，今回

は都市の各場面・各活動の" 間" が，都

市シリーズに対して配置されたのであ

る。いよいよ都市の各役割が登場してく

るのである 。

何はおいても，本号から 「いこい 」をす

こしでも 感 じとっていただければ大きな

喜 びである 。 ( 制 110)

( 多胡錨集幹事!i!)

次号は" 日本建築協会創立50周年配念事業配録号」の予定で

ある 。したがって本年のテーマ 「都市」についての特集は，

一号おいて， . 月号= 都市と幼児施段特集から，また続くこ

とになる 。

本号特集担当幹事小竹壮一〈特別幹事) ，寺側繁久 ( 特別幹

) ，出江寛，多胡進，溝神宏至朗，村上孝雄
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いこいの歴史と現代生活における意義

局
一
言
ロ田

むつかしいテ ーマである。よく考えていくとだんだん わから

なくなる。い乙いにも歴史があるのだろうか ，疲れたら一服す

る以外 lζ 現代的な意義がみつかるだろうか ， しかしまあ考えて

みよう 。

私は小さいときから動物を飼う乙とが好きであった。犬 ・猫

は近所に迷惑を及ぼすおそれがあるので飼わせてもらえなかっ

たが，小鳥は いろいろ飼った。雀や雑鳥をつかまえてきでは飼

ったとともある。大人になった今は ，そういう ζ とに投入する

気分的余裕もないままに強いて何が飼いたいという欲もない

が，子供に犬を飼う乙とをせがまれて ， 1 " それは近所迷惑であ

る」という理由のも とに ，その代償として栗鼠を飼っている。

栗鼠は全く野性を残 して いる動物であって ，乙の点犬や猫の

ように自らの生活を失なった堕落者では ない。したがって ，大

きな簡の中を水車のよ うに跳びまわっている栗鼠の姿を ，とき

どき見るともなく無念無想で眺めていると ，生きるという乙と

や喧嘩，イサき会い ，収得，盗み等々生活上の様々な ζ とについ

て考えさせられる乙とがある。たとえば栗鼠は相手を物とし て

しか見ていないようである。邪魔なときには木片のように払い

のけるし ，跳ぶときには足下にあれば頭でも背中でもおかまい

なしに踏んで跳躍する。相手も災難という顔もせず無関係であ

る。栗鼠は独りぼっち ，つまり個体で生きているらしい。そん

な乙とも考えさせられる。

そんな栗鼠も冬にさ しかかると ，頭が重くなるほど頬袋 1[<<耳

をくらいとみ，せっせと巣箱の中 lζ 吐き出すので， 自分が入れ

なくなるほどである。餌をくらい乙む暇々にも ，例によって箆

の内側を車輸が廻るように目ぐるましく跳びまわる。何の必要

があってそうしているのかと不思議に思いながら ，ふ とわれわ

れ人間も閉じではないかと考えさせられる，察するに栗鼠がま

わるのは，生きるための トレ ーニング，森の習性の衝動にから

れるからだろう。ふと静かになるときすべての栗鼠は ，黙然と

留り木や地上 Iζ 件立している。異様な音への笹戒あるいは ，し

ば しの休息に他ならない。間もなく再たび固まぐるしい運動が

はじまる。一日毎日が ζ の繰返しで， 日がおiれると巣箱のなか

に丸まりあって ひそむ。

自然の生態を失なわない動物の悲しを観察していると ，人閣

の複雑で多忙な悲 しも， 日々を積みかさねて無事生命を全う し

28 
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ょうと努力する 乙とで は，基本的 lζ 動物の暮 しとそう変わらな

いように思えてくる。ただ，動物はいつまでも自然の法則 ・制

約にしたがっ て生きている。 しかし ，人聞には欲がある。した

がって いくらでも 多忙になる。自然の制約を 乙えた環境をっく

りだす。したがって生活のたて方も変化する。それが生活の歴

史である。

働らき といこいの歴史

しかし ，原始的な 人間の生活は自 然に適応する 乙と多 く，動

物の状態に似ていたであろう。栗鼠の例 lζ かぎらず自然の動物

の悲しがそうであるように ，そのなかでは ，生きるために働ら

くという観念もないし ，働らくために休む という観念もない。

働らく乙とが遊ぶ (spielen) ζ とでもあり ，遊ぶ ζ とが安ら

いでいる乙とでもあり ，それが生活である。

草原に獲物を追 うてくらす原始的な狩猟民族にとって ，追 う

とと ， 駆けて移動する乙とは ， 仕事でもあり生活全体でもあ

る。追うときには休みもなくひた走るが，移動 しているときに

は，自然 lζ 興じたり考えたり休んだり泉で喉をうるおしたり ，

小動物を簡単にしとめたりする。肉体的には苛酷なスポ ーツか

もしれないが，そのなかに爽快，満足，遊び，仕事が未分化で

混然としている。一日中がハイキングでもあり仕事でもあり ，

それが? 生活である。 ー獲物をとらなければ生きていけない必然

と， 自分の意志で動いている生活とが，労働と休息 ・慰安とを

分けて考えるようにさせないのである。乙との所が，現代の社

用の コツレフ族 ・マージャン族 ・パ一族と形は似ていても非なる

とζ ろであろう。後者の場合は慰安を盗み とる ，つまりさぼり

の口実であるか，さもなくば真に苦業であろう。そんな乙とは

めったに なかろうが。

人閣の生活が自然に近い状態から人の世臭くなるほど，社会

的生存になるほど， とのような労楽一致の状態はくずれてく

る。支配 ・被支配の階級分化から ，獲物も収穫も貴族や領主に

多くを召 しあげら れ， 1"働 らかされる」 という観念が生じ て く

る。また社会的に発展 し分業労働が生れてくるから ，生活手段

が非生活的なもの ， すなわち専門化してくる。 しかし それで
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も，自分と仕事の成果とがつながって いるから ，そとに仕事へ

の誇り ，あるいは一貫した仕事をやりあ げて いく面白さという

ものがあ る。

江戸時代の職人の生活は ，そ ういう乙とを感じさせ る。職人

にかぎらず家業家職によって生計をたてている時代には ， 自分

が 自分の道具 ・自分の労力 ・自分の判断で ， しかも自 分の家で

仕事をした 。

乙のような生活の中 では ，労働といこいとの調整を自主的に

するととができる。今日でも商ないや手 lζ 職をもっ家職の人

は，あるていど ζ の自由がある。その好例とも悪例ともつかぬ

のが植木職人の仕事ぶりであろ う。 秋口ともなると一寸した庭

をもっ家では，あち乙ちで職人を入れているが，彼らの仕事ぶ

りは ，い ζ いと労働とがよりあわさってけじめのつかない典型

である。しばらく校にとまってチョキンチョキンやっていたと

思うと ， もう地面 lζ 下りて校ぶりを ためっすがめつしながらス

パスパやっている。そ の煙草は実に ながく ， 3 - 4 回もやって

いると秋の日は短かく ， うす暗 くなる と帰って しまう。彼 らは

そのスパスパの聞に次に矯めるべき校ぶりを思案するという。

とすると ，い乙い ながら次の造型の創出をはっているというと

とになる。

工業時代に なると庶民のい乙 いの生態も大いに変化する。い

といが労働の聞をつなぐものである以上，労働形態の変革がい

といのあり方を変えるととは 当然である。明治以後，とくに日

清 ・日露 ・第 1 次大戦のステップをふんで， 日本には「月給取

り」と「労働者」とが目覚ましく増加した。とのこ者は封建時

代の日本のどの都市にもかつて いなかった新市民である。

新市民の生活上の最も大きな特色は ， 自分の経営管理する仕

事をもたない ，他人のつまり会社 ・工場 ・商社の経営する仕事

を働らいて ， 日当ないし月ぎめの賃金を得る点，またしたがっ

て職場と住宅とが経済的にも 空間的にも分離する点にある。

乙の二点は ，労働と ，休養ないしいといとの分離を明確に意

識させた。働らく乙とが生活であると感ずるよりは ，生活手段

とし て働らく と意識する。労働への張りや欲，まして喜乙びと

いう ものは ， 自分の仕事 lζ はげむ乙とに比べると影うすいもの

になる。一方，住まいの方は ，かつての働らき場所としての機

能を失い ，純粋に住まう場所となり ，労働のいとわしさに対比

されて，くつろぎ，い乙いの場所として意識されるよ うにな る。

乙の怠識の対応関係は ，職場と住居との間だけではなく ，労働

とい乙いとの聞にも当然成立する。しか しとのい乙いには ，明

日lζ 立ち向うという積極性よりは ，労働からの退避という消極

的な 気分がつよい。会社や工場がひけると人々は ，いそいそと

家路をたどり ，寝るまでの幾ばくかの時閣を ，庭い じり や盆栽

の手入 ，趣味や道楽の楽しみに没入しようとするのである。

戦後から現在にかけ て も，労働 と休養と のとのよ うな対立は

本質的に変わらず，ま すます大きな分離を生み出 してい るが，

労働条件，住宅事情その他の外的条件が変わっ てきたため ，戦

前とは異なった面を みせている。職場やそれをつなぐ情報連絡

機関 ，交通機関等々が近代化 され合理化さ れたために ，人 々は

ー居忙しくなった。現代人の挨拶とし て 「お忙しいですか」と

きかれれば，忙しくて たま らぬよ うに していなければ馬鹿にさ

れる 気配がある 。新幹線で東京一大阪を日帰りしているような

人間は ， 何となしに世聞に有用な人間であるように感じられ

る。飛行機でそれをやるともっと偉く感じる。それだけ仕事の

はかも進み ，その集積で日本の産業は世界 lζ 冠たる高度成長を

とげているわけであろ うが，昔日 ，出張旅費をいくばくか余 し，

行先の宿屋で一本つける という， 経済的 ・精神的い乙いの入り

乙む余地も少なくなった ζ とであろ う。と もかく間断なく高能

率 lζ 働らかされる乙 とが戦後のー特色である。

労働条件の最も大きい変化の一つは ，通勤事情に あらわれて

いる。戦前は腰弁をさげてテクテク歩いたり ，せいぜい市電で

揺られて通うぐらいが大半であったが，今日ではそん な人の方

が珍らしいくらいである。大都市の大方の勤労者は ，通勤 lζ 多

大の労力と時間とをかける。すばやく乗る ためには ， 並ぶ場

所 ，電車のドア ーの開閉方向までチェックして策略をねる 。東

京なら片道 2 時間半，大阪なら 2 1時聞は可とすべき通勤固にな

る。とすれば ，一日のうち 4 - 5 時間 ，距離にして100- 2001仰

を詐す車中は ，時間的にも空間的 lζ も，はたまた経費的にも生

活全体 lζ 対して占 める比重は ，きわめて大きい。乙の通勤車中

をどう評価するかが問題である。

出動ラ ッシュ は，職場の労働にまさる ，まさに 「通勤労働」

である。労働科学的な測定によると ，会社 lζ 到着 したと きには

すでに相当大量の エネルギー を消費 してい るそ うで ある。日本
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の企業は，勤労者をとの通勤事情におくかぎり ，劣悪な労働力

を購わなければならないという ζ とになるだろう。

帰りのラッシュが混むととも出勤時と大差ない。しかし出勤

ラッシ ュと退社ラッシュでは様相が異なる。人々の顔付きもく

たびれ弛緩してはいるが，オフィスガーノレは喋々としゃべり ，

男たちは圧倒的にスポ ーツ新聞 ， ヌー ド調の週刊誌に読みふけ

ったり ，居眠ったりしている。往路の車中の黙然として緊迫し

た空気に比べれば，いかに満員でも帰りの車中は ，一種のい乙

いの場とも考えられる。

彼らが家 lζ 帰りつくのは夕刻の 7 時か 8 時，寝るまでの 2 -

3 時聞に ，夕食 ・入浴 ・新聞 ・テ レビ ・子供の相手一切が圧縮

されている。それに ，悪く民主化された家庭なら ， 乙んな亭主

に家事労働まで分担させようとする。もはや住まいは ，い乙い

の場とはいいえない。とくに戦後の狭小な住居は ，空間的にも

い乙いを入れる余地なしという感である。かつての「いといの

場」が「ねぐら」と化してきている乙とが，戦後の特色であろ

う。したがって日々のい乙いは ， コソレフ ・マー ジャン ・パー遊

びのどとく社用のなかにまぎれ乙むか ，通勤の帰り途という ζ

とl乙なる 。

日lI ift . 休日は ， 1 日をまとめてとれる貴重ないといの日であ

るが，生活白書の示すと乙ろでは ，休日の過ごし方について，

テレビ ・どろ寝が最多数を占めている。現代の労働条件を考え

るとき宜なる哉である。 1 週間分の休息をとっているのであ

る。金があっても動きたくない。

寸暇なき多忙の集中が，効率の高い成長をもたらしていると

すれば，い乙いもまた集中 ・集積させなければならない。週に

2 日休む乙と ，さらに大きい適期では年次休暇 ，数年に一度は

長期休暇と ，労働から分離 ・蓄積させるべきだろう。

いこいの意義

間断なく働らくととは神にもできない。日 Il?ii lζ 万物創造の仕

事を始めた神は ，週間にそれを終えて土曜に休んだ。それがそ

もそも安息日のはじまりであり ，人もそれに従っている。い乙

い，休養が週期的になければ体力が持続しない。い ζ いの意義

30 

というよりは必然性が，乙ζ にあるととは当然であるが，い乙

いには別の重要な意義がある。

それは「創造性」という乙とである。 r小人閑居して不善を

なす」の諺があるが，人はじっとたいくつにさせておくと ，何

かしよう とたくらむ。小人はろくな乙とをたくらまないから考

える暇をつくらせるなという乙とである。逆に立派な大人とい

えども全く暇にめぐまれなければ，何のたくらみも持てない。

い乙いは ，体力 ・頭脳を休める時間であるが，同時 lζ 次の計

画 ・行動への準備 ，さらに飛躍した思いつきの時間である。一

日の行動の方針，重要な研究の緒口なと、がつかまれるのは ，寝

床の中や便所，電車のなかなど案外つまらない場所である ζ と

がある。それはそ乙が自由でよきいといの環境を形成している

からであろう。現代の生活は ，い乙いの大切さを無視しすぎて

いる感がつよいが，いといのない労働 ・思索は生産性 ・創造性

が低いといえよう。

また ，現代のい乙いはコミュニケ ーションの場としての機能

をもっている。住居と職場とが分離し ，職場 lζ は多勢の勤労者

が集まる。彼らは同じ時刻に仕事を始め ，同じように疲れや拘

腹を感じ ，同時に休憩したり食事をとったりする。

いといも集団化し同時に求められる。したがってそ ζ では種

々の形のコミュニケ ー ションが行われうるはずである。それは

仕事に対する疑問や相談であるかもしれない。また帰りの待ち

あわせ，買物の情報交換，休日の相談，職場の不満，あるいは

筋力の疲れをほぐす軽い運動であるかもしれない。乙のような

コ ミュニケ ーションは ，職場が機械的 lζ 合理化 され近代化され

るほど，人間的な接触の場として重要になってくる。また ，数

分間のい ζ いであっても ，歌唱指導や軽球戯，ダンス ，競技等

々， うまく組織されるときは ，集団でなければ味えないより愉

快で健康ない乙い K なるかもしれない。

乙のように集団化したい乙いは ，新らしいい乙いの空間を求

める。独りぼっちのい乙いなら ，どのような場所でも適当に得

られようが，現代の働らく人々に適したい乙いの場というもの

が，オフ ィスや都市のなかにあまり考えられていないのが実情

である。

1967.  12.  26  

( おおぎだまとと: 工 i事・奈良女子大学教授 ・住居学)
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業 務 地 区 の い こ い の 空 間 (御 堂 筋 界 隈)

出

寺

繁

寛

久

j工

嶋

• 

可置

い乙いとは ，休息とか，休むとかの意味があり ，規制とか強

制からの解放である。主に集団的なものよりも個に帰するもの

で，それは時間的 ，空間的 ，風土的，質的，数的，あるいは社

会的な要素から成り ，ただ単に解放されたからと言ってい乙い

になるものでもなく，体を休め ，休息するのみではい ζ いには

ならない。い ζ いは心身ともに安らぎ次の業務のエネルギーの

再生産に繋がるものでな ければならない。では業務地区のいこ

いの空間とはどのようなものであろうか。 いつ ，ど乙で，誰れ

がどうしてお乙なっているのであろうか。

われわれの生活には種々のサイクノレがあり ，年，月，週， n ， 

時と分 けられるが，その中にあるいこいを抽山してみると

旅行，帰省年 …… 正月休み ，夏休み

月 ・・・ … 土曜 ， 日曜

週 ・・・ ・・・ 業務終了後

日一 .. 10時 ，12時 ，15時

時

とな り，白から業務地区におけるい ζ いの位置付ーけがなされる 。

都市生活は分散，拡大，流動するが無制限ではない。われわ

ハイキング，スポ ーツ，魚釣，ゴ‘ ノレフ

映画 ，音楽，スポ ーツ，飲極

談話，I喫茶， I喫煙，散歩，ひるね

• 

れ人間の生活機能は「一日完結性」である。いくら活動する地

域が拡がってもその範囲は毎日繰返し行われる ζ と，それが一

日の生活時間内 lζ 収められている ζ と，生活機能の障害になら

ない乙と ，が条件とされている。名古屋から大阪へ新幹線によ

って通勤する ζ とは必ずしも不可能ではない。しかし一日の生

活で往復 2 時間以上も交通のために践す 乙とは生活機能にとっ

て必ずしも適正な時間という乙とはできないし ， また経済的

に，距縦的 lζ ，時間的に都市生活の機能の範囲は白から限定さ

れざるを得ない。 r一日完結性」から見ても日 ，時単位のいこ

いを業務地区のい ζ いの空間として位置づけ たい。

全 体

417.川上

- ーーー 男 子

= 宮 子 41'<以上

31耳、 40:1

21 耳、30:;j

20; 1 以下

85 99 

20耳以下

• 

実 態 調 査

ある大手の会社 lζ 勤務するサラリ ーマンで ，主 lζ 技術系を占

める 163 名を対象とし ，12月20 日現在におけるい乙いについて

のアンケ ー卜 を求めた。目的を明確にしておいたため積極的な

協力を得 100 % の回収率をあげる乙とができた。業務の性質上

比較的に若年屈が多くを占め ，一般商社 lζ 比べると女子の人数

は少い。年令構成は F :  1 の通りである。

・就業規則にある勤務時間は 9 時より 17時までであり ，12時よ

り13時までの 1 時間および10時と 15時に各10分の休愁時聞が設

けられている。それらをいかに活用 しているかを調査してみた。

10時，15時の短時休憩では ，30才以下の人が約8096利用してお

り，高年令層になると非利用者が多くなる。 ( F :  2 参照) 全

体としては6896の人が利用しており 自席で喫煙したり ，社内 lζ

設けられた談話室，食堂のコ ーナーなど自近かな場所で喫茶喫

煙を行なっている。

. 12時より 13時までの休恕時聞には 98. 2 9ぢの人が利用してお

り，それは昼食時を兼ね合せているが，食後の余限をいかに過

しているかの聞に対して ，半数以上の人が談話や喫茶に依って

時を過している。乙れは年令別において もほぼ同じ傾向が伺わ

れ，高年令屈では昼訟をしたり ，特 [ζ 何もせずぶらぶらしてい

る人が多いようである。喫茶や談話の行なわれる場所は ，当然

屋内であり ， ビソレ地下の喫茶庖 ，会館ロビ ー， 談話室，食堂な

どである。乙れらが多いのは冬期という季節的な影響が高い ζ

とも考えられ，好季節には散歩やスポ ーツ， すなわち屋外に求

める率も 上向くものと思われる。ただ しス ポーツはその施設が

問題になる。 ( F :  3 参照〉

・さて業務( 残業も含む) が終了してからいかに過すかとの問

111 
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に対 して次の よう な回答が寄せ られた。

男 子 76名 ¥

毎日直ちに帰宅するもの )  78名

女子 2 名/

男子 65名¥

寄道 して帰るもの )  84名

女子 19名/

F  :  3 1ζ 示すよ うに女子はほ とんどの人がお

茶 ，お花 ，料理，裁縫などの習い ζ とを週 2

回以上行な い，男子は欽酒食関係が トッ プ，

次いで映画，演康1]， 音 楽 と，スポーツ 関係が

同数 で ある。その回数は週 Ｒ 回以上が約 ＸＰ ｾ ち

であり ，調査者全体の約% 以上の人が週 2 回

以上業務終了後帰宅するまでの聞に教義や娯

楽趣味な どの ために時間を費 している。

・現在 のいこ いの あり 方に つい て意見を求め

たが，満足 していないと 答え た人が% 以上で

ある。そ して ・短時間 lζ 休憩できる場所 ・他

人 に制約を受けないひ とりぼっちの場所 ・の

んびり と昼寝できる場所 ・緑のある広場 ・時

間のゆ とり ・新鮮な空気 ・特に若人からは ス

ポーツのできる場所などがほ しいと訴えた。

御 堂 筋 界 隈 の 現 状

新 しい産 業，技 術の発達，生活様式の変革に

対応、し都市 は絶えずその内部を改造しつつ成

長す る。その内部空間の絶え間ない機能転換

と構成要素の新陳代謝， 乙れが都市の生理で

ある。7. kの都 lζ 八百八橋 と話われ栄えてきた

大阪も ，それの持つ歴 史的面影は，残れるもの

僅か とな り，ビJ レの谷間，川 の上を縦横 lζ 突っ

走 るハ イウェイ がそれに取 って替り ，街の景

観も 大きく変ぼう しつつある 。地下鉄の建設

工事も追いつかず，都心に流入する通勤者の

ラッシュアワ ーの情景はおよそ人間わざとは

考えられない 。 メイ ンスト リー 卜の御堂筋も

車 の洪水でマヒ寸前に追い込まれ，その排気

ガスは人閣の命までも奪お うとして いる。多

くの川 は排水溝 と化して悪臭を放ち ，地盤出

下，騒 音，大気汚染と と もに都市公害と して大

きな問題になっ て いる 。都市経済の機能を高

め企業の; 験烈な競争の名 lζ 隠れて生活と労働

の ゴミ 捨て場同然 となり ，人間尊重の原則は

大きく 失われて行 くのである。しかしと ζ に

住み労働する 人 々は ，小 さな望みも捨てず少

しでも人間 ら しく，また人聞を取り返すべく

い 乙いの空間を求めて歩んでいるのである 。

御堂筋界隈で現在どのようない 乙いの場があ

るだろう か， カメ ラとと もに歩 いてみよう。
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- 立ち並ぶヒソレの屋上は

広場として活かされてい

るケースが多い。機能上

外観上宜し くないが高い

柵 をめぐらし てスポ ー ツ

を楽しんでいる情景は良

く見られる。新大 ビノレの

屋上には立派な屋上庭園

があって ，街 lζ 緑を与え

た好例として良く 紹介さ

れる。好季節や互のタぐ

れには絶好のい乙いの場

と な る の で あ る 。 し か

し， 乙のような立派なも

のでも ，冬期 lとなると寒

風吹きすさび人っ子一人

いなくなる。自然がわれ

われからいこいの場を取

り上げてしまうのだ，そ

のヒソレ lζ 伺ったのは寒い

昼休み時で格屋階のエレ

ベーターホー J レの片岡で・

女の子が 4 ， 5 人集りガ

ラス越しに外を眺めなが

ら歌っていた。

- 乙の界隈で大阪の誇 っ

て い る 中之 島 公 園 が あ

る。堂島川と 土佐堀川 に

挟まれて樹々は茂り芝生

lζ ベンチがあって鳩も飛

び交っている。休日には

日曜画家が多く集い若者

がギタ ー片手に三々五々

のクツレープで声高らかに

楽 しく歌っている 。公園

の管理も 行き届いており

美 しい。ただ残念なのは

川が汚れているため水の

流れが楽 しめず悪臭 lζ 顔

をそむけざるを得ない。

車の流れからも隔絶さ れ

て水の流れさえ美しくな

れば申 し分ないと思う。

- 商業地域では敷地ーっぱいに建物を建てる場合が

多いが，よく前面道路 l乙面してア ーケー ドやピロテ

ィが設けられる。おもし ろいシ ョウウインドウでも

あると ，，畏い日など柱の 陰 lζ 寄り掛っ て話している

若 い 2 人の光景が見 られる。車や人の流れから逃れ

て何んとなく淀みのある場所だからだろうか，瓦斯

ビJ レや富士ヒソレ，新朝日ビ J レなどがある。

• 

.. 

• 

• 



- 人の心 IC安らぎを与えるためなのか， ビJ レ

の前や歩道 l ζI 噴水，植込み，鉢植えなどが設け

られているのを見掛けるが，乙れは相 当の群

や畳がないとその効果は発揮できない。むし

ろない方が邪魔にならず広いスペ ースが生じ

てよい空間を生み出す。また管理が悪ければ

挨 り溜やコーミ捨て場となって街を汚す原因 iζ

• なっている。市役所や日銀前の植込 みも建設

当時はその効果があっただろうが今では口大

な都市化のq: J であまりにも貧相な感がある。

- 御堂筋の名の起り である南北の御堂 んが

ある。広い境内を持っていて潜在的な公園 ，

広場の機能を合わせ持ちつつ自らの存在意義

を高め果し ，周辺の都市化による環境条件の

変化 lζ 対応，その価値を高め目的を果してい - 梅田阪神ビル前の陸続は ，ある民閉会

る。石垣や階段，門などの空間も市民 lζ 親し 祉の社長から寄贈されたもので ，一日約

まれている。 30万人が通行しているといわれる。淀屋

- 大阪では他の都市 lζ 例を見ない広大な地下

橋や肥後絡がその昔個人の寄附で処けら

街が発達している。タ ー ミナルデパー トをけ I

れたそうであるから大阪人が街の為にな

ー，

心 lζ 梅田や堂島でその完成を見 ，今後もなお
しているノJ は大きい。交通事情が起閃で

発展して行くであろう。乙れはいわゆる飲食
造られた歩道橋が，又いこいの12 ともな

庖や一般商屈の街であるが，冷暖房の施され
っている。速い昔橋の上から清きせせら

た人工街区であり ，気候や交通K 悩まされず
ぎを静かに聞き遠い山を眺める風52が広

lζ ショッピングが楽しめる。もはや地上の商 重の絵 lζ も見られるが，今は車の流れを

j古街では l味わえない楽しさである。 下 K ，広告ネオンを挑め，騒音を耳にしな

- 最近のオフィスヒソレの地階 lこは地下鉄采降

がら手: l B1ζ かじり付いているのである 。

口とも連絡して飲食庖 ｾｩｬ￬ が設けられるケ ー ス 本人はよく「お215を飲もう」

がよくある 。その ビソレ人口を対象 lζ ，あるい というが， ビノレの行聞の小さ

は近隣にその施設を持たない人々をも含めて な庖 ，地下の l喫茶応や" . 党の

ソロパンが! 浮かれるのだろうが非常に 賑わっ ! 占は昼休み時サラリー 7 ンで

• ている。近頃弁当をぶら下げて通勤する 人は 滋れている。前述のアンケ ー

極く僅かになり ，社日食堂の施設を持たない 卜でも理解できるが，特 lζ 夏

人々は大抵乙れを利用している。いわゆる日 冬において非常に多く利用さ

fII 

れる。

~一一一 嘉義; ハム:

- ベッドハウスーー妊桜休憩

の小屋で・ある。料金を取って

一定時間ベッドを貸与する。

アンケ ー トにも表われている

ごとく極く短時間部ーにも邪魔

されない個人の時間を得たい

気持である。頭脳労働者に と

• って充分必要性があり ，ぷト後

乙れらの要求も多くなるだろ

う。本町筋 lζ l 軒あるそうだ。
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- 堂島 lζ クラブ関西がある。これを利用しているのは会社の ト

ップマネー ジメントであ り，多く会合や商用 lζ 使用されている

のだろ うが，高層化されるビルの谷聞に湧くオアシ ス的存在で

ある 。乙 のようなクラブが一般サラリ ー7 ン( こも利用でき ，街

の一隅に あれば大へん結構である。

- 梅田から難波へ一直線に伸びる御堂筋。グリ ーンベルト lζ 整

然と立ち並ぶ銀杏並木は圧感でめる。大阪の街 lζ 四季を運び ，

街の美観上大いに 貢献するとともにわれわれの心 lζ 安らぎを与

えいこいの場ともなる。大仏次郎の小説「風船」で主人公が御

堂筋の銀杏並木を礼賛して 「このイチョウを値え たのはいった

い誰だろう。いづれ名もな l ¥ 1 ] 、役人が決めたのだろうが… 」

と語る場面がある。その小役人ならぬ今は会社の会長が現在大

阪におられる。ここでちょっと御堂筋の歴史を眺めて見ょう。

御 堂 筋 の 歴 史

大正年間淀屋橋かる南へ今大阪明治生命官官の建っている伏見

IIIJ 通まで御堂筋とい わず淀屋指肪と呼んでおり ，その rl1 6 mで

伏見H可で突き当りになって いた。大阪は西 [ζ 海を控えていたた

め東西に流れる川筋が主な幹線であり平出f 町通，高麗橋通が主

要な道であった。そして南北の道路はそれを紫く裏道にしか過

ぎなかった。当時の 健一市長は「将米の都市計画は都心美化主

義を捨てて住み心地よき都市を建設する乙とを主眼」にすると

都市計画 lζ 関する新立法に基く事業の一端として南北幹線貫通

の必要を感じ ，乙の 1) ，乱、道を rl12 4 K ( 43，2m ) の巾 lζ 拡げて行

った。乙の幹線をどこにぶち抜くかで議論百出したが，淀屋橋

から北が1 2 Kの市電通りであったことが大きな要素となり ， と

れを倍 lζ 拡げ，南は小売商庖街と 2 つの御堂さんの境内なので

買収しよい。また表玄関の大阪駅にも繋ぎ良い乙となどによっ

て決定された。用地買収に際しては所有者の意向など一切考慮

せず，市が一方的に査定したため補償問題はスム ーズlζ 行かな

い。永きにわたって先担伝来土地と ノレンを守り続けてきた人

達のこと ， これは大変なことである。土蔵で首をつったり ，後

家はんが発狂する悲劇! もあったが買収交渉が行き詰ると係員は

錦の御旗をかざして「天皇が行幸されたときにお歩きになる道

を作るのんや」乙のひとことは地主の心をぐらつかせた。御堂

筋と言う名が付けられたのは南北御堂さんの前の道だからであ
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る。地下鉄工事を含めて 12年の永きにわたって建設された道路

は高速と緩速に分けられ，グリ ー ンベル トlζ 何の木を植えるか

がまた問題であった。サクラ ，ヤナギ，プラタ ナス・・・・・ といろ

いろ議論が出たのであるが，前述の役人すなわち当時都市計画

部調査係長 ，現大阪地下街会社の伊東俊雄会長 ( 74) の提案に

よるイチョウであった。異論を1 I e ¥える者の方が多かったが，東

洋にしかない木であるから外国の真似でない ，落葉樹だから冬

は充分日差しを防げない ，天にそびえると ζ ろも電線を地下に

埋設する通りにふさわしい，という硬い信念をもって皆を説得

した。しかしイチョウは白木から植えなくてはならないから貧

弱であるとの事由もあり船田淀屋桁聞はプラタナス ，それ以南

はイチョウの折衷築が採用された。その苗木 982 本は全国から

集められ，今は立派に育って索H古らしい景観である。笑のなる

木を植えたのがいかにも大阪人らしい。車の排気ガスで弱って

いるのを真の当りに見て痛ましく思うのである。

む す び

いといの要素 ，位置づけから始めて ，その方向 ，願い ，御堂

筋界隈のい乙いの空間の現状，モの起りなどを述べてきた。今

後乙の地域も再開発され ，さらに高居化 ，高密度化される乙と

は充分惣、像する乙とができょう。人類は自分達の手で造り上げ

てきた科学や文明にともすれば押しやられ謎属されるはめに落

入る。また自然からもだんだんと迭さかつて行くであろうが，

飽くまで も人間尊重 ，文明との調和を計らねばならない。適当な

スペ ースを持った安らぎの空間を建物として適所に配置し ，ま

たある地区を一つの単位として太陽の広場 ，それは四季を充分

| 味わいながらも自然、 lζ 制約されない一年中のものでありたい。

一つ一つの建物が都市を形づけ ，位置づけて行く重大な責任を

われわれ建築家は充分に感じ ，建築主や行政庁とも一体となっ

て，い乙いのある街，i22かな街づくりに述進せねばならない。

( いずえゆたか ・てらしましげひさ 竹中工務庖設計部)
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公園とオーブンスペースのイメージプラン
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明治 6 年太政官布告第16号 lζ 「三府ヲ始メ 人民幅湊 ノ地ニシ

テ古来 ノ勝区名人ノ 旧跡等是迄群集遊覧ノ場所，社寺ヲ公園ト

定ム J レノ件」とある。乙れはわが国 lζ 公園理論が導入されてそ

の誕生をみたが，実質的には江戸時代 [ζ 最も盛況を極めた庶民

の遊楽の場が，単 lζ 名を変え法律的 lζ 位置づけされたに過ぎな

かったといえる。大阪市民の戸外のリクリ ェーションは四季の

行楽，年中行事にその多くがみられるが，社寺における祭礼儀

式を基盤として，あるいは四季折り折りの風情を通じて，娯楽

と休養が存在 してい たと考えられ，乙の乙とは地域的な人の集

りを促ながす乙とを芯 l床するばかりでなく ，情報を交換する場

となっていたのである。今日のような観光的な要素より ， ロー

カJ レカラ ーの豊かなもの ，または宗教的意識をもっていた乙と

が コ ミュ ニケ ーションの形成を促進して ，社寺の境内 ，名勝の

保存，整備が行き届いていたものと考えられる。

乙の結果 として門前町，路線商庖街の形成がみられるが，そ

の規模，道路巾員ともに地縁的な行事である聞は満足されてい

• 

月 | 年中行事 |  発 生 場 所 行 楽 の 名 所

l  正 月 初詣，賀客の往来 四つ橋の雪見

十 日 戎 今宮

ど や ど や 天王寺

網 引 難波神社

小 正 月 氏科l

初 天 神

2  ftp 分 氏神，七福神詣，我孫子 梅屋敷の梅

植 木 市 天王寺，阿弥陀池

3  彼 岸 天王寺，一心寺，安居天神 桃谷の桃

桃 の 節 句

4  離 仏 会 阿弥陀池 隆専寺の糸桜

:I E  J  同J  土佐稲荷，造幣局 桜之宮の桜

5  端午の節句 野田の藤

6  御 国 神 事 住吉村I*:土 i甫江の杜若

7  互 祭 生国魂~天神祭 吉介の牡丹

汐 干 狩

8  ーじ タ 生玉の7iii

孟 凶 盆 会

地 蔵 祭

月 見
円頓寺の荻

彼 岸 四つ橋，中之島の月見

10 誓 文 払 尻無川の櫨

11 紅 茶 狩 宝樹持の紅葉

者t 農 祭 道修町

12 年 の 市

• 

た と し て も 信 者 の 増 加 ，観光的要素の増大とともに ，路線商

庖街はその距離の延長によってのみ補ぎなってきたのである。

ーー もちろん木造建築による立体化の困難もあるが一一

近代における公園とオー プンスペース

i  ) 大阪市の公園は大体において特殊な動機，寄附，記念事業

によって建設されてきたが，宗教的基盤を失うと同時に公共的

庭園として育つ要来をも持つに至らなかった。 ζ のととは ，公

固に対する認識不足，スポーツの未普及 ，児童の道路上の遊戯

等によって公園の使用状況は全く閑散をきわめたのである。都

市計画法， 土地区画整理による公園事業が若々と歩を進めた

が，たまたま大正12年の関東大宗災により公園の必要性 lζ 対す

る認識は深まるとともに画期的な発達をうながしたのである。

迫憾なととには満州事変， 日撃事変，第二次大戦により防空防

災機能を公固に求められた ζ と，都市計画事業の中止とあいま

って，昭和12年の計画決定の約 3 割の完成，公園数89カ所にと

どまった。

ii ) 市街地においては旧態依然であり ，昨今のような交通禍も

なく ，井戸端会議，買物歩きも全く安全であった。また IflT 内会

組織の充実によ り地域的コミュニケ ーションの果す役割 は大き

かっ fこ。

現代における公園とオー プンスペース

i  ) 戦後における公園事業は ，戦災 ，占領軍による接収民地法

などにより減少したが昭和21年特別都市計画法により 108 カ所

93万坪の公図，その他土地区画整理 i[ 伴う 小公園が計画，経怖さ

れる乙ととなった。次いで土地区画整理法( 昭和29年，地区面

積の Ｓ ｾ ぢＩ ， 都市公園法Ｈ昭和 Ｓ Ｑ 年，人口 ｬ 人 当 り Ｓ m' ) が公布

され公闘の設置管理について法的に義務づけられたのである。

i i ) 市街地における最も適切なる 言葉はスプロ ーノレで、ある。大

阪では木造長屋建住居は大半を占め ，土地所有は6096以下の人

だけで ＶＰ ｾ ぢ以上であるという。つまり零細な敷地の上に最大の

居住空聞が存在している ζ とであって，オープンスペ ースは生

活環境確保のためではなくて，隣地境界の存在表示のためにあ

るよ うである。それらは密集して， 日照，通風を妨 げ健康上の

問題だけでなく防災上からも重大な結果をひきおとすであろ う
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し，健全ない乙いの場すら見出す乙とはできない。そしてオ ー

プンスペ ースは互い に外部に求めている 点であ り，昼間生活者

であると乙ろの主婦，子供にとって，日; 干J における健全なるリ

クリェ ーションは営まれないであろう。そ乙でオ ープンスペ ー

スの代表的なものとして，道路，前庭，内陸( 中庭) ，後庭 ，

隣地との境界等があり，そのパタ ー ンによっていといの場の存

在価値が決定される。

・道路一道路はその巾員の大きさ，歩道の有無によって コ ミュ

ニテ ィの形式の度合が異る。「い乙い」の形態と しては ，通過 ，

立話，立寄，見物があり，人と車の通行量が安全性と快適性を

決定しうる。すなわち車の通らない道路ならびに歩道上は気ま

まに歩行できるが，アーケー ドのある路線商庖街にみられる商

品の道路への侵入の ζ ときは有効道路巾員を狭く し，美的統一

性をも失う恐れが多分にある。なおさらア ーケ ー ドによる日 照

の制限は縫康的であるとはいえないだろう。単lζ 買物の利便性

を追及するにしては ，あまりにも自然を無視した方法ではない

だろうか。

- 前庭一前庭は建物が道路 {ζ 外的指向性を求める場合には存在

しな い。視覚的景観構成上重要な意味をもつばかり でなく内的

指向性をも期待できる。前庭の利用形態としては ， クリアラン

ス，目 隠し ，サービスヤ - t- .. ，子供の遊び場，休憩場と して活

用せ られ，かなり公共性のたかい場として価値がある。さらに

前庭はコミュニケ ー ションの形式は最も容易である。建築物の

セットパ ックによる手法は ，連続的な前庭を うみ出すだけでな

く，美的統一性をも発揮して豊かな人間性をもたらすであろう 0

・後庭一一般に後庭はプライパシ ーの高い次元である。クリア

ランス， 目隠し ，サー ビスヤ ー ド，庭園などがその例であり ，

その利用者はテナントに占用される。大阪のように建物敷地の

狭小で- ある場合には ，道路と接続した前庭と比較して，凹地で

あり通風， 日照等の自然的条件を充分に取り入れるだけの面積

を確保するのには経済的にも困難であると考えられる。そのう

え商住併用の場合は後庭の存在は非常に難かしくなってくる 0

・内庭( 中庭〉 一内庭は建築物の形態によってプ ライパシーの

度合は異る。すなわち閉鎖される簡の数が多い程プライパシ ー

は確保されうるに追いない。それらにはク リアラ ンス ，サー ビ

スヤード，庭園，子供の遊び場などがあるが，現実的には大建

築以外lζ はあまりみられない。採光，通風などの環境上問題解

決の一手法であるばか りか，建築物内でのプライパシ ーを分断

する役目を果たす。

・隣地との境界地 現時点では狭小て・ありもっとも生活空間と

して利用されない部分である。従ってその形態はサ ービスヤ ー

ド， または非常時にお ける通路などのどとく閉ざされたもので

あり ，物置きと して利用されたときなどは避難通路 としての使

用は難かしくなる。

以上述べてきたようにこれらのオ ープンスペ ース は，その位
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置，大きさ ，道路との接続の有無などによってかなりの差が見

出されると同時κ ，植裁を施す ζ とによって ， I い乙いの場」

はその最大効果を発揮しうるものといえよう。さらにそれらの

オープンスペ ースが共有地であればある程，コ ミュニケ ー ショ

ンの形成はもたらされるに追いない。

ii i) 生活構造変化の点からも考えてみると ，消費構造の変化は

必需的なものから撰択的な ものに変化してきた。また労働時間

の減少は レジャ ー産業を誕生させ，マスメディアの発達は目覚

ましいものがある。乙のように生活構造は戦前より変化し ，そ

の結果， リクリェ ー ションも多様性をおびてきたのである。さ

らに労働時間の週休 2 日制， 6  J時間労働ともなれば， 日常生活

でのレジャ ーはますます需要が供給を上まわり( オ ープンスペ

ースについては ，現在でも需要が供給を上まわっているが，児

童公闘について考えてみると ，児童の利用 は必らずしもそう断

言できない) ，新らたなレジャー産業の進出をみる乙とになろ

う。 また ，精神労働，室内労働 ，人工潔境への転化は ，いやが

うえにでも ， 自然的環境への郷愁 ，静的休養( 軽運動をも含め

て) を招く ζ とは必然的である。昨今みられるパチンコ ・マー

ジャンはとれらス トレ スの解消を求めて隆盛をもたらした室内

レジャー産業と考 えられる。またボ ーリン グ ・スキ ー ・スケ ー

卜・水泳など都市での流行は見るスポ ーツ( プロ野球 ・プロ レ

ス) よりも参加するスポーツ へ と 変化してきた。つまり精神

的，肉体的な疲労をスリルとサスペンスに富んだ レジャ ー産業

に求めているものと思われる。 ζ の際懸念される ζ とは ，機能
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社会が拡大7されてゆくとともに地域社会はより一層拡大され

て，生活単位が家族，労働場所 lζ 限定され， コミ ュニケーシ ョ

ンの場が特定の情報交換に終る ζ とであろう。換言すれば接触

する人聞が特- 定な人間であり ，そ ζ l ζ は市民意識も愛国心をも

育成する何らかの基盤をも見出されないと極言するのは筆者の

一人よがりであるだろうか。

かような室内レジャー産業の発達は ， 公共オ ープンスペ ー

ス，特 lζ 公園の不足および公園施設の不整備に よって，一層拍

車をかけてきているが，その責は公共団体だけにあるのではな

くて民間側にもその一端はあるのではないだろうか。都市の 「

い乙いの場」を含めた有効な空間利用計画を市民の積極的な参

加のもとに追求しなければならない段階まで，大阪市は直面し

ているといえるのではないだろうか。

公共的オープンス ペースのパターン

公共的オ ープンスペ ースは市街地と住居，すなわち業務系と

住居系とでは異質なものである。市街地の場合は不特定多数の

人々に一定時間利用される「都市広場」であり ，住居 lζ おける

オープンスペ ースは ， 住民を対象として終日利用されるもの

「公園」であると考えられる( 市街地における大公園例えば中

之島公園，靭公園などを指しているのではなし児童公園 ，近

隣公園など〉 。都市広場は公共性が高まるほど，市街化が高ま

るほど規模は大きくなり ，公園は元来公共性の次元に存在して

いながら市街化されるに従い規模も小さくなる。ただ公園の規

模が大きくなると私的空間が得られやすくなる。

i  ) 都市広場一わが国で最もその代表的なものに東京の数寄屋

橋公園( 有楽町高速道路東側〉がある。 ζ の公園は業務地域 lζ

存在しており ，公園の周囲にはさくもなくどとからでも出入り

は自由で，圏内は完全舗装され ，7 . 1 < と植物を適宜にあしらい ，

その周囲をベンチが取り巻いている。公園の西側は荷庖街で，

買物をしつつ自然的環境での休息，採光，通風など楽しい雰囲

気のなかで買物をしたくなるような利便性と快適性を兼ねそな

えている。遠く外国にはコンベドリ ー ( 英国) ，ロッテノレダ ム

( オランダ) ，カッセノレ( 西ドイツ) Iζ 例をもち ，いずれも歩行

者だけの天下であり ，立話や緑陰にあるベンチでの休憩 ，買物

についてきた小さな子供達の遊び場など，人間接触を市民が自

由に見つけられるい乙いの場が見出されるのである。アメリカ

では高層立体化による緑と広場の確保 ，近隣センタ ーによる人

間接触の場を設ける乙とによって市民連帯意識の展開をしよ う

としている。売り場を多くすれば利益を上昇させるものでは な

く，人間集中を積極的 IL 求めるべく広場を核として ，消費と文

化，娯楽の各施設が有機的に結びついたとき売上げは増大する

と考えられ，その正当性は証明された。かくてショッピングに

おける広場はプロムナ ー ドの意義をもっと同時に ， リクリェ ー

ションなどの市民活動の協調を忘れてはならない。

他方において，車と建築物だけに問題を解決しようとすると

き，人間の存在は彼方 lζ 置かれて，人間性は忘却される。人間

接触のできる緑のある快適なる広場は事務能率を向上させ，経

営を明るく豊かにするものであるといえる。乙のように歩行者

の専用 ，立体化 lζ 伴う人工地盤上の広場( ペデストリアンデッ

キ，ダブルデッキなど〉は その手法上のキ イとなるであろう。

乙れらのオ ープンスペ ースでの緑と秩序が保たれるならば，そ

の美は共有意識を咲かせ，誇りと市民意識を植えつける! と追い

ない。御堂筋のイチョウのごとく。

i  i ) 公園一児童公園についてはできるだけ多目的同時使用を避

けると とが望まし く，創造性 lζ とんだ公園施設を豊かにする。

そして時間帯別にリクリェ ーション活動を行わせるよう指導

し，親しみのある楽しさに 満るよう遊びのなかに秩序づけ なけ

ればならない。

大公園はできるだけ連続的 lζ 環状をなし ，例えば淀川河川敷

緑地から毛馬桜之宮公園 ，中之島公園，大阪城公園 ，さらに靭

公園といったように地域を取囲み，一般市民だけでなく ，サラ

リーマン ，オフィスレディまで もが昼休み ，夕方の散策， リク

リェーションlζ 利用される べき誘致距離と規模を持たねばなら

ない。自動車の発達は交通容誌の増大をうみ ，人間本来の姿で

ある歩行を疎外してしまったととを忘れてはなるまい。機械分

明の発達した今日 ， 自然の保護 ，開発，利用について真剣に取

組もうではないか。

市街地におけるオープンス ペースの手法

最近における公園造成について，その他公共施設でも同様で

あるが，用地を取得すればその公園はほぼ完成 したとい われ る

ほど，土地の買収は困難を極める。 3.3平方米あ たり数百万 円か

ら数十万円もの地価の土地口収は ，公共団体にとっては高値: l の

花であるばかりで何ら施すすべをも持たないのが現状である 。

さきに述べたとおり公園の用地取得は ，区画獲理事業による地

区面積の 3 96をその用地として確保される乙とがl唯一の道であ

り，独自の用地取得は僅少である乙とは ，公園数，公園面積の

不足をもたらす因をなしている。公共施設についてもとの状態

である ζ とからも推察して一般市街地! とおける過少宅地では充

分なオ ープンスペ ースを求める乙とはさらに困難となってく

る。そしてそれら建築物が無秩序に発展し ，人口集中 の結果過

密状態を呈する乙とが多い。そのうえ種々の機能が集中して混

在 していわゆる混合地域を形成して行くの である。確かにわが

国では都市計画法，建築基準法などの建築規制が実施されてき

たが，私有権の尊重に寛大な現行法制下では ，その規制も徹底

せず，ますますスプロ ー J レは拡大してゆく許りであり ，そ ζ l 乙

不健全な レジャ ー産業の隆盛を極める一因にもなり ，市街地で

のオ ープンスペ ースは存在が認められなくなる傾向が強いと思

われる。そ とに登場 してきたのが再開発 とよばれると乙ろの都
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市環境改善方法である。その再開発三法として区画整理法，市

街地改造法，防災建築街区造成法がある。ーロにいって過小宅

地を有効に使用することであり ，立体化によっ てオープン スペ

ース( 公共用地) を獲得する方法である。しかしながら ζ のオ

ープンスペ ースは道路鉱巾 lζ 優先されて人間接触の場 lζ 再生さ

れることはあまり期待できないのは全く f昔しまれる。そうなる

と残されたオ ープンスペ ースは屋上しか存在しないととになる

が，建築基準法第59条の 3 による特定街区を適用すれば ，容志!i

率の筈IJ 増しが附加される。また屋上広場などで地区の環境整備

に有効なものはその程度 (ζ 応じて ，有効な空地 とみなされて ，

基準容積率の割増しの対象とされる。一一大阪市では容積地区

の指定について目下作業段階にあり指定は当然行われるーーそ

の他， 建ぺい率制限 ， 建築線の指定( 前面だけでなく背面を

も) ，高度制限などの規制が望ましい。しかしながら大阪市の

どとき過小宅地の場合その意味がなくなる恐れがあり ，土地，

建築物の共有化による立体化を促進する必要があると考えられ

る。また共有化 lζ 伴う所有権の権利調 :低 資 金 の 問 題 が，非常

l乙難かしくしているが都市計画法の改正，再開発法案の公布制

定も近々と聞くが，国の助成策もさる ζ とながら ，受益者負担

の原則にたって市民の協力なくしては ，健全な都市の「い乙い」

は期待できないものと思われる。さらに維持管理が共有地の場

合何ら適用される法的根拠もなく ，都市公園法の改正をも含め

て民間投資による都市広場( 人工地盤上 [ζ 設けられた 都市広

場，屋上庭園を含む〉について国あるいは地方公共団体の参与

が望まれる所以である。すなわち土地に関する権利形態からみ

て，公共団体が管理主体となるか，区分所有者が管理主体とな

るかによって，管理義務の生 じ方が臭ってくるとと ，また変更，

保存，改良などの行為は区分所有者の議決によって決定される

ととなどである。すなわち「いといの場」が共有地であるとき

一一最近住宅供給公社，住宅公団の高中田分譲住宅にみられる

ーーその改発が単純に決定される恐れがあるといえよう。従っ

てそれらの設置基準，管理基準が都市公園法の準用またはそれ

にかわるべき新法，条例が制定されることが望ま しい。大阪市
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では昭和38年北区堂島の新大阪 ビルデイングの屋上に森林風の

庭園を完成 し， 現在も行届いた管理の行われてい ると とは ヒソレ

経営者の都市 の緑化 された「い ζ いの場」に対す る積極的な関

心を示された ものであろ う。しかし ， とのよ うな民間資本の手

による都市広場は直接生産に結びつかない点からも非常に難か

しくしてい る乙 となどから考えて，管理主体は健康保険組合，共

済組合，その他会社の厚生組織などの団体と企業，公共団体の

三者も しくほ単独で設けられるべきと考えられる。

オ ー プ ン ス ペ ー ス の イ メ ー ジプ ラ ン

・都市業務地区一 ζ の地区では単身者，夫婦，成人家族の居住

が主となり ，幼児，児童は居住しないものと考えられるので ，

幼児公園 ，児童公園は誘致距離は大きくなり ，スク ールパスを

放課後，休日 lζ は公園パスとして巡回させる。大公園は帯状の

散策路を主体 と した毛馬桜之宮公園 ，中之島公園を拡張延長し

て野田方面にも結びつける。また建築物の超高層によるオ ープ

ンスペ ースを都市広場として不特定多数の人々( 昼間人口) 1ζ 

供する。卸売商業地区，小売商業地区では ，都市広場と隣接し

た77少年ユ ースセンタ ーを設け ，勤労青少年の余暇善用をはか

るとともに ，職場での厚生施設として利用する。とくに中小企

業の多いととろでは共岡山資により ，共同使用をはかる 0

・小売商業地区一住商混合地区では前面広場，または広場を商

屈がリング状にとり囲み，広場 lζ は，民物をする主制のための

託児施設が設置されている。

人 U 集中の激しいと ζ ろではダブルデッキ ，ペデストリアン

デッキによる屋上庭園を設ける乙とが望ましい。

・都市広場のパタ ーンとしては概ね次のようなものであろう。

(1)  ぺーブされた広場と他殺は ，人の通過を容易にするととも

に，J孟上広場設置に際してのII 築物の構造上の問題を解決する。

(2)  コンテナ ーガー ドニングの採用は緑化効果を高かめると同

時 lζ ，機能 lζ 応じた配置換えは ，人間の模様替え趣味を満足さ

せる 。

(3)  広いグリ ー ンの中 [ζ 集団化した樹木配置を行ない ，I噴水，

彫刻などの修景施設，ベンチを設けるが，広場の周囲には従来

公園でみられるようなさくは設けない。

(4)  幼児の遊び場が設置される場合には ， 棟地を避けて安全

性，衛生 l乙配慮する。グランドカバーに合成樹脂ゴムを使用し

てモザイク模様化する。

(5)  メインテナンスは機械の使用にたよる乙とになり ， 設計

上，機械の導入しやすく注立する。

お わ り に

人 々は自然に対して憧去を持つが，人々が自然 lζ 近づいたと

きに乙れを破壊する傾向がある。従って管理されてない広場は

破壊につながり「い乙いの場」は失なわれてゆくことを自覚し

なければならない。 〈乙たけそういち 大阪市公闘郎公園以〉

• 
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住宅地におけるアメニティー計画

図・ 1 ここにも ヘ、 ニL げがある

図 . 2  ここにも ヘ、二い" があ る

図 . 3  のどかな安らき'

図・ 4 心身をきたえる

:又γ

図 . 5  皆ん主楽し〈

ヘ、こしげとアメニティー ( Ameni t y) 計画

住宅地がもっているひとつの意味は、それがい

こいの士裁であるということである。いうまでもな

く職住分離型の住宅地においてはである 。 ここで

は「アメニティー」ー f. 快適さ ・楽しさ・心地よ

さ等々」 がどれくらい豊かに、どのように高度

に自IJ られているかという 問題が、大きな焦点となる。

レジャー ・レクリエーションが「いこい」といえ

るし、ごく狭〈考えれば余暇の中の一 瞬にあるも

のが f ¥、こ L 、」ともいえる 。 家事作業 ・貨物・ 学

習活動の中にもそれはあるだろう 。 レクリ エーシ

ョンには、スポーツ ・i首i 奏 ・絵画製作などのよう

な初級的能動的活動から見物 ・ぶらつき ・ごろ寝

. T V などのような受身的消駆的柄拘まである。

いずれ L 動的あるいは静的ないこいの立 11未を持

っている 。

「し、こし、 」 は精 神 の問題である とと もに、全て

の!I-:_i丙に j車i l てあるも の 、 ' hi丹の '1' で必要欠 〈べ

からき' るむの、公ての !ki 舌の '1' に含まれているも

の 、ひ とつの '1'- 荊と次 の生活の接点にあるものと

いえる ψ また年令 . '1' 1 ・7・歴等によってその展 14il

のし方はｾ Ｇ，ｾなるであ ろう 。 そ の ようなわけで、日

常的にも季節的にも住宅地 の全 ｾ ｉＺ りがいこいに ｬ 見 ｪ

係 してくるのである ( 図 - 6 )。問題となる のは 、

そこで・の 11の尚さと考えられるのである 。 そこで

住宅地におけるアメニテ ィーづくリについて 批近

の道筋をたど ってみようと，思う のである 。

「公営公団住宅団地」あらすじ

我国で、幾 つかの大規模団地 ・住宅郡山が'JU.Ji.

され、なじみ とな りつつあ る。 このような 計図案

はlj礎研] からもあ ったし 、何らか の意 l床で計画的に

住宅地をつくるということか らは尖現されている

屯鉄会社開発地等々があ る。 空間づくりの技法は

この 中でj J i め られてきた 。 とくに緊迫 した住宅需

裂は当事者たち t: ¥、やが 1-- にむ経験を約ませた 。

しかし最近は戦前から H( ' < 考えられていた耳1!_ ，:命の

試みがひと 通りすませ られ 、一 方現代住生活は高

次 の方向に向おうとしているのである 。 色 んな而

から 新 た な 住 宅 岡 地 の姿が Ii'. てきそうであ る。 そ

んなわけで戦 後 の公的団地設，i I のごくあらましを

まず記すことにしたし、。

小規模団地 が現らわれ 11' ，した ころ、 j庖設計画は

団地規模にギャ ップがあ りなが ら欧 米 の近隣住区

別論に基盤をおかれた 。 大規娘団地が出現する昭

和30年代になる と近隣住区則論は我国用に修正さ

れながら計画された 。 それでも計画と現実のずれ

は大きいまま仕方のむいこととしてそれらの団地

は税祢にいたるのである 。 たとえば、京大西山研

究室 の梢15! 日十回を受継い で公団大阪支所が行 った

存里団地は、 ｾ ｉ ￫ 柄 必 需的共 ｪＧｩｊ 地設の 他 に社会 ・文

化系 の施設もも13長された が 、必需施設である保育

)i}I が住民の1獲得運動 で設 f{ i された他はセンター付

近 を 空 地のまま 残している の である 。

同時期 の 住宅 の配 置 11十両 l止、 ft 戸可! の配分計画

多 胡 進 高 木 明

はもとよりなく、専ら冬至 4 時間日照をよりどこ

ろに出発した 。

20- 30戸の" 7 '1 チ箱の練を機械的に平行配置す

るのである 。慈言平はもとよりとして、当然、この

ような住居群がっくりだす空間に設計者自身で疑

問をいだかぬはずがな かった。素 朴な近隣住区ダ

イヤグラム ・必需施 設の計画 ・411寺問日! 織といっ

たことだけでは、デザイン it'l 支の濃い住居群空間

がつくれないことを 味わ ったわけであり、味わっ

たはずである 。 設計者たちは近隣集団という小集

団については素人でもそれらについての組立てを

行い、団地設計のよりどころをそこに求めた 。 研

究者たちも、子供の遊びゃ近隣集団についての研

究を行い若干の報告を 書 き始めた 。 加えて画期的

棟配置と いわれた大阪市営古市団地 が棟 配 置 を視

線を閉じる方法によって巡られた 。 この頃T O WN

DE S I GNをまとめた F . Gi bberd を初めとする英同

等のアイストップ (eye st op ) の技法や僚 の軸を

振る技法等が採用されだすのである 。 この状況か

ら遊び場を i取囲む50- 150戸の住! 日; 群をひとまと

めにする配置技法ー グルーピングの技法が行なわ

れ、それらの変引が試みられた ( 公団団地の中百

舌鳥 ・香里 ・来型 rl' ・ひばりヶ |王 ・多摩平汚々 )。

1主戸|人! の住い J7 にのみ 日を向けさせ られていた研

究者・校日 I- . ( ' j - に鮮や外部主 11¥1の分野を悦供した の

である 。 l司Ij J - 也設計技法や共 liiJ 施 設 の地域t:-J-iITi i や干|

会 集同 について の 研究 は 、 やがて 悶い近隣住 ｾｉ ｪ Ｎ Ｈ， ￹

による配i I T 空 間 と民主る試みを行主わす こと に主

った 。 また取 の 片山 ＱＱ は住宅地 の ＧＱＧ で人 の 道を附 ､ｾＺ

させることになり、カル ・デ・サ ソ;7 ( 袋 小路 ) と

ラドパ ー ンの原 則 を 我同 ｊｾＦ にした校法をつくらした 。

ワンセンター ・システム (One centr e  syste m)  

とペデストリアン ・ルー ト (Pedest r i an route )  

のｾｊＺ ｜ｉ である 。 た とえば 、① ｬ ド 層フラ ットを 使 っ

てペデストリアン ・ルートとワンセンター ・シス

テムを行う赤羽台団地 ② 1  ＮＮｪｾ の幹線道 路に ペデ

ストリアン ・ウェイを直角にとりつけ、そこから

• 

• 

テラスハウス1洋をま ずまとめ 、周辺部に中層ポイ .  

ント型フラ ッ トを配置してひとつ の スーバーブロ

ッ7 とし 、そ のプロックを lfl l . 阿んでサービス街路を

つくる、ワンセンター ・システムの向中1 ' 1 台団1也

③車 j蒋の格子状街路とそれらの街回の中を突抜け

て結 J J 駅から発した 27ドのペう介ストリアン ・ルー

ト。 そして施設を 2 Ｔｾ の 歩行者専用路に分散させ

てぶらさげた草加松原団地 ④率に 対しては格子

状区画で未端をカル ・デ ・サ ソ7 として、別に遊

園の筒i をもっペデストリアン ・ルート 4砲をかぶせ

た千里ニュータウン内津雲台・青山台団地等々と

つづくの である 。

数千戸程度 の団地はこ のようにして 、ひとつ の

まとまりがつけられ、うるおいも 別し てきたので

ある 。し かし住宅地空間づくり の技法上の問題は

すべて解決したわけではな L 、。 南間平行配置のみ

の条件からつくられた似習的住戸型と棟の形態の .  

自由伎のなさは自ずと限界を示しているし、肘住

者 の生活 上の意味から L 、現有試み られている技



• 

• 

• 

• 

法がど のよう な意味を持 ってい るのか、疑問は多々あると恩

われる 。また 、住居群のまとまりの大きさ一一技法上の単位ー

や棟配置の技法や道すじめ設計等々についても、生活の展開

からくる要求に必らずしもふさわしく自IJ られてい るとは思え

ないのである。これらの疑問に対して居住者の領域意識や行

動形態 ( 歩行活動の型等 ) と 住居群の空 間型との対応の仕方

等について研究が進められつつある 。 ここからは、例えば、

千里ニュータウンのラドパーン型といわれた公営団地の技法

において、空間づくりの種々の欠如から居住者は 相変 らず車

の恨IJ で主な生活をするのである・・・・・・。

千里ニュータウン・高蔵寺ニュータウンなどが、つぎつぎ

と計画・笑施にうつされつつある 。一言 でいえば、千里は初

期の近隣住区型の基本構造と笑はカル ・デ ・サ ック型 と街路

型の住宅配置技法による住宅都市であり、高蔵寺はコンパク

トな都市をうたい文句にする英国C umber naul d新都市やチー

ムX の考え方を表わす仏国Toul ouse L e  Mi rai l の住宅都市に

通ずるのである 。( 図 - 9 )。英国の新都市は、 S t evenage.  Ha  -

r l ow等々から 20年を径てCumber naul dやHook の計画に到達し

やっと最近 、回国都市を含めて新都市の総合評価が行われつ

つある 。 我国は数年でこれを達成するような頼もしきである e

我国住宅都市の成果と失敗について断を下すのは早いようで

ある 。 ょうやく全貌を表わしつつある千里ニュータウンでは、

居住者は今いろいろと試みつつある 。 いくつかの調査研究も

行なわれだし、生活の変化が予 iHl J できる 。 これらの変化と成

長に対して基本計画を調整していかねばならないであろう 。

いいプログラムがいるのであって、ここで宇刀めて落着きのあ

る住宅地になっていくのである 。一例として変化と成長に対

して共同施設建設予定地が人々の利益と興味の焦点となる地

区 ・都市センターの中にとられているが、完全に建ち終るま

で淋しく工事中なのである 。 センター建設と住宅建設のプロ

グラムを見通したデザインそして都市建設のどの段階でもそ

れなりに魅力ある空間が案出したかったといえる。さらに、

カル・デ・サック型とコリドアー型によるスーパープ ロ ック

の住居群空 間における内調IJ ( プライベート空間と名付け られ

る) と 周辺街路側IJ ( パ プリ ソク空 間) が、居住者の生活と 一

致していなかったことは先にふれたけれども、このプロ ック

をいかに住区や地区あるいは緑地やセンターと結びつけるの

がよいかについていくつかの問題と答えを教えてくれている

のである 。

者11市膨張と住宅不足の拡大は、民間住宅地や綾合した主体

で建設される住宅地等を生みだし、その規模も大規模化し つ

つある 。 郊外住宅地といえども居住者の持っている要求が複

雑になって、公的住宅団地や従来の格子状低層市街地の空間

づくりだけでは、それらは処理できなくなってきている。今やア

メニティ ーの登かさを誇る住宅地笠間は多様になりつつあり、

それらに対するデザインの用: 立が望まれているのである 。

英国新都市における住宅地空聞がゆくみち

住宅地のアメニティーを高めるには、昔11分空間のデザイン

密度を濃くすることが大事であることはもとより全体計画が

基本になっていることは確かである。そこでこれから、英国

の新都市( ニュータウン) について、公園緑地 ・セ ンター ・

住居群・交通網等の要素を総合的に椛成することによって住

宅地の空間構造をきめている* 基本計画作についてまず概観

し、ついで多種多様なコミュニティー空間を秘めている、タ

ウンセンター( 中心施設群Y につい て述ぺ、最後に* 住居群砂

のっくり方について言己したい。

古典的近隣住区型による新都市づくりは、辛抱づよく 14に

わたって行なわれた 。最近、それらの経験 から Cumber naul d

新都市やHook の計画で、新たな一歩を 踏みだし、さ らに再開

発計画をも含めて従来とは趣きを具にした構想も出されだし

た。 次の世代の生活空間を模索しているようである 。転換期

にあり、 これか ら先端を行こうとする我固にとって、この過

程を検討しておくことは意義あることと思えるのである 。

1。新都市・団地における生活空間の構造

米国に田園都市を輸出した英国は、そこで近隣住区理論や

ラドパーン ・システム (Radbur n Sys t em) として高められた

住宅地づくりの操作技術を再輸入するのである 。

戦後すぐ首都Londonの盤備のためにつくられた 3 大都市計

画における住宅地構成で使われた近隣住区単位は、ひとつに

は都市生活のアメ ニテ ィーすなわち生活のい こいの場を確保

するためであったといっても過言ではなかろう。近隣住区方

式を使うことによって、生活の安全 ・保 安 ・快適さ・便利さ

等々を i筒そうというのである。 そして Londonや他の大都市の

人口分散の方策としてつくられることになった 1950年以前指

定の 14の新都市でそれらは笑験された。

近 隣 住 区 ( 小学校 ・近隣センター) →近隣住区クラスター

( 地区 セ ンター) →都市( タウンセンタ ー・都市公園 ) の段

階構成を明瞭に示して約 130人/ha の田園風景をもっHar l ow

新都市はあまりにも有名である 。St evenage 新都市のように

近隣住区がタウンセンターをとりまいて都市を構成している

場合もある 。他の場合にはこの両者の間で細かな調型去を行 っ

て組合せている。全体としてはやはり近隣住区の積上げによ

る都市空間であった ( 図 一 7 )。 これらの新都市の建設が進む

に従ってあらゆる階層からあらゆる側面や段階で論議がされ

たのは当然であろう 。 ここでは本文に関係する事項だけをま

まとめることにしよう 。

1. r都市への集中・都市の変化 からの要求や町らしさか ら

みれば、住居密度が低すぎる」

2. r住居は都市の面積の大部分を占め、費用の % を占めて

いるのに、同型の住区で 2 階建テラスハウスが延々とつづ い

この中を歩くのは休らぎどころか退屈で ある J ( 図ー 13、14)。

3. r移住してくる若夫婦を考えた主として 3 寝室型住宅の

構 成 は、第 2 の世代が要求する小住宅や親夫婦が住む小住宅

や卜代の子を持つ家族の大住宅に対しての供給が困難である 。

このことが、設計のときに 細工しでも住宅地を単調にして しま

うのだ。 また社会構成 の変化は、施設に新しいも のと 変 化 を

要求するのに、予定地と云ううつろな場所を多くつ〈ってる。

4. r低層で平面的な者11市は住居群の中. でとりあえずの変更

ができないので、住区センターがくず入れになってしまう 。

シンボルと生活の中心であるという意図がなくなる」

5.  r 自動車交通が殖えて くると 街路 の スケールが、センタ

ーや住居群を圧倒してしまい、人聞がつぶされる 。」

6.  r 自給自足的近隣住区でつくられていることが、人々 の

生活を住居とタウンセンターと職場の小さな範囲に閉じニめ

がちにする 。確かにある段階ではコミュ ニティ一生活を盟か

にしてくれたが、人々は 10万人の都市より 小 さいコミ ュニテ

ィー生活をしている 。 しかし 現代の要求は色んな人と会い、

色んな場所て' 活動 しようとしている 。 すなわち、自由な選択

を望んでいるのだ。

7. r都 市 の建設が完了 しなければ 、居住者 の社会 ・文化に



関係する生活が満足させられない。 コ ミュ ニテ ィ

. ホールやレクリ エーシ ョン関係の施設の建設が

遅れるからである 。 r そのために、種々の サーク

ルやク ラプがあっても活発化しなかった」といわ

れる 。 r仮建築の形でもタウンセンタ一等につ く

られると、あらゆ る種類のク ラブ ・サークルが こ

れらを使う こ とによって、団体数 ・活動頻度は目

立ってふえている」といわれる 。 このような「社

会 的ア メニテ ィー」の要求は、普通 「①同種 類

の興 味をもっ 人 々があつまるクラブや団体 ②文

化教養的な層の集まり、③成人教育の型の団体、

④多くの宗派の集会 ⑤映画・ホテル ・パプ ・酒

場 ・映画館 ・公園等での外での生活の形態として

表われてくる」という 。したがって、近隣センター

からタウンセンターのどの段階についても社会的

アメニテ ィーを満たす施設が要るわけである 。 し

かし 近隣住区方式では財政 的にみて不利 な点が多

〈、 タウン セ ンターが後まわしにされ るのが普通

であった 。 また住区をつなぐ巡 回運輸 ルー トのサ

ービスも不備であった 。結局住区がぱらぱらにな

るということになったのである 。

以上の ようであるが、 これら の批判には、観念

的であ ったり、深い事情を知らずに云 ってい るも

の もあるようである 。 しかし近隣住区方式による

空間がもっ問題点を指摘している の である 。 とに

もかくにも、狭い フ ラ ッ トや小 さい庭なし の家に

混雑して 住 んでいた人々に 、広い生活環境を与え

た功績は大きく、 10年間平均で l 年当 り転出率が

0. 2%から数% 位という結果をも得たのである 。

そこでは自分の家での楽しみといこいとともに

市民としての誇りや町 の清潔な印象を好む 態度を

もっ人々が多くなってきているともいわれている。

1950年代中頃に 15番目として指定されたC u mbe n -

aul d新都市 、 そして同類のHook の新都市の計画研

究で近隣住区方式は転換しだすのである 。

敷地 と気候風土の条件が、高密度に緊密にまとま

った空間構造を要求したのだろうけれども、それ

までかかえていた 問題点に意欲的に取組 もう と し

たことも確かであ る ( 図 - 8) 。

都市幹線街 路 は都市を 一 周するものとセンター

を貫通するものを基本とし、 これから住居群に車

を配ばり 、人と混じわることなく住宅のう ら側の

サービス ・コ ートに車がつ くの である 。 この都市

図 ・7 Har l ow 、 近隣住区の完成
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図 . 8  Cumber naul d  
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図・ 10 Runc o rn ，多量繍送機関の導入
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図 . 9  T oul ouse  L e  Mi rai l  

ベデストリ アンルート の確保

図 . 11 W ool wi c h- E  ri t h 住居群の都市軸



図 ・13

.. 

図 ・15 人・自転車・車の専用道
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図 . 6  アメニティーは住宅地のあ らゆる 場で必要

図・ 14
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町に頂点 がある

町が変化の多い ものとなる

Runcorn 

パ スルートに 4 つの住区が結合

R edi t c h  

パスルート が住区をつな ぐ

E 〔 Eh :[九 [

では住区センターはなく、タウンセンターから歩

草 分離 で徒歩圏内にペデストリ ア ン ・ルー トが伸

びて 、これ に小路 と広場をもっ住居群を ぶらさげ

やがて、住宅の表1111J に行きつくようになっている。

ペデス トリアン ・ルートに沿って小学校 ・教会 ・

コミュニティ ・ホール ・酒場 ・広場を視覚的にう

まくちりばめよう というのである 。 この結果、人

々は車にわず らわされることなくプライパシー の

ある 小路を通り、親しみ のある広場で休み、樹木

のあ る道 を通って、多様な選択の 自由度をもち空

調が施されたセンターにおもむけるのである。な

おHook の計画ではセ ンターへのルートと反対の方

向を取れば歩行距離内で自然的アメニテ ィーを得

られ るようにな って いる ( 参考図 - 8 )。

同じ頃に、 C I A Mの古さと英国新都市を批判し

ているチーム X のー 貝である、 G . Candel i s 他が、

Toul ouse L e  Mi rai l  ( 図 - 9 ) で、都市の成長と

選択の自 由JA と自動車に対する答えとして出した

構想がある。これが英国の新都市と通じていると

ころは注目されよう 。

1  - 2 台/ 1世惜の自動車を基本とした 3 つの

新都市が集中式である のに 対して、同じように l

- 2 台/ 1世帯である のに、分散方式による英国

Wasi nght onの新都市がある ( 図 一12)。幹線街路は

1 マイル格子網で通される 。ひ とつの格子内を、

住宅建設 の基本単位 として「集落( 約千数百戸、

4500人程度 )j としている 。集港 内の構成は、まず

自分の定住意識を感じる住居群あるいは属してい

るという感じが持てる住居群として 「場 (pl ace 、

200- 600戸、パス停 ・公衆電話 ・露庖 ・遊び場な

どをもっ )j をつくり 、最後に近隣関係 ・幼児の生

活を中心とした「グル ープ(gr oup )j をつくって い

る。 そして「集落」の 中心 を縦横にはしる べデ ス

トリアン・モ ールによって「集 落」をつなぎ、 都

市全体に生活が広がるようにしようというのであ

る。さらに仕事場も新都市内に分散させて車の発生

量を 均 等に分散させようとしている。過去に 格子

状 街路 が欠点を持っていために再登場したのであ

る。 ただこの計画では、居住者の空間意識といっ

たものが基本計画の中に取り入れられたことは注

目されねばならないだろう。先の住居群の大きさ

のことの他に 、格子状街路 と、歩行 者 路の交点を

「節点 (node ) j とじてデザ イ ンを務めることや集



落 の中には歩行者路上で視覚上 の「焦点 (f ocus )J

をつくることなどである 。 これらが生活の展開状

況 とどのようなつなが りをもつかは今後の課題と

いえよう。

歩行者と自家用車を基本にすることに対して、

歩行者と自家用車と多量運輸サービスの 3 者 の バ

ランスを考えた案が出きれても不思議ではない。

多量の自家用車が生みだす不経済そして子供や老

人には下駄になりに くL 、ことに対して、 1966年に

公表された Runcorn新 都 市 の 計図書は多量輸送方

式を積極的に採用するこ とを提案した 。都 市 の基

本単位としての住居群は、人口約 8，000人でこの

中心に社会 施 設をもっ ロー カルセンターを配置 し、

セ ンターか ら約 400m以内 に入る 4 つの下位単位

を持っている 。

この 800m平方の四 辺形 の周辺部に向って住軒

密度は低くされ、密度を調整する住居群単位とし

て広場 ・コー トを囲む30- 60戸を近隣関係上 の 意

味か ら採用 している 。 この小 単 位 を人の道で緊密

に ローカル ・セ ンターとつなぐのである 。 この 総

合化された ローカル ・センターを結ん で多量輸 送

図・18 Corby.街路型セ ンタ ー 図 ・25 千里中央センター (東大高山研究室)

泉北・泉 ヶ丘地区セ ンター (安井建築事務所)

機 関 を 都 市 全体 に 8 字型で通すのであ る。 8 字 型 図・19 Wel myn.格子型センター

に通すことによって頻度が 2 f音になるわけである 。

これ が都 市 内 の人 々のコミュ ニ ィケーションめ基

本になるのである ( 図一10、17)。一方自家用車は

都 市 間 幹 線 か ら、都市を と りまい ているパーク ・

ウェイ にうつ る。 ここか ら住宅のうら ffilJ まで歩車

分離で走ることになっている 。 8 字型の多量輸送

機 関 の他 に、緑の帯 が住居群の附i をぬって都市全

体をつないでいる 。 タウンセンターは、もちろん

8 字型の交点で中心にある 。

以上のようにして、新都市 の形 態 が 恭 本 計 画 の

段階で変えられたことによって住生活 の アメニテ

ィーは高められてきたのである 。 生活の要求を 一

歩一 歩と具体化していくこの態度は、英国の慣習

もあろうけれども、新都市において人々が仕事場

をもち、その計画の大きさが大きく、都市建設の

プ ロ グ ラ ム が 2 噌 30年の長さで見込んでいるとい

ったことによるのであろう 。 そのような場所では、

自ずと住宅地がコミュニティー と して の豊かな生

活の器になることを要求きれてくるのである 。

きて、それでもなお新都市が田図的になる のに

対して、 LondonのThames 河岸の工業地帯に隣接

する 60，000人のWool wi ch- Er i t hは線状の中心地

設群を下にも つ 線状 のよ り高密度ーな住居群を軸と

してつくられている ( 図 - l l )。線状 の中心地設群

はベデストリアン ・デ ッキで つながれて 都 市 らし

い人聞の場を提供するようにつくられる 。 しかし

Thames河 の水が住居群と 一 体に計画されて別の楽

しみも提供される。また、住居棟の設計において

ペデストリアン・デッキ側は河に向って開かれ、

うら 側 は 閉 じられ自動車騒音が入ってこないよう

に考えられている( 図一 59)。

まさに英国も都市らし い住居群へと移り つつあ

るよう fこ' 。

図 . 21 Hemel  Hemps tead 

細長い スーパーブ ロック型センター

図. 20 5  teneuage スーパーブロック型センヲ ー

図・ 22 8racknel l.単体建築在高めた 図 . 23 Peter lee .建築化した規機センター
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図 . 33 プレシンク トの人の流れ
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2。タウンセンター( 中心施設群) における空間

タウンセンターは生活の利便の場であるととも

に、精神 的なよりどころの焦点でもある 。 初 期 の

タ ウ ン セ ン タ ー は 小 さ く 、 街 路 に 沿 っ て 単 体 建 築

がならべられていた ( 図 ー 18、36)。規模が大きく

な っ て 平 面 的 に 拡 が る と と も に セ ン タ ー の 外 周を

幹 線 街路 がとりまいて内部に サ ー ビ ス 街路 が取ら

れるようになる ( 図一 19、20) 空 間 は 土 地 の 用 途

分 け が さ れ て 大 き な 単 体 建 築 を な ら べ る こ と に な

る。 そしてプレシンクトと各種の広場で全体をま

とめようとする の である ( 図一 20、21)。セ ン タ ー

に 容 れ ら れ る べ き 機 能 は 多 岐 に な り 出 し 量 も 拡 張

す る よ う に な る 。 駐 車 ス ペ ー ス の 多 層 化 ・複 合 建

築 の出現を うながすようになり、センターはより

複 雑 な 集 合空 間 へと 向 うのである( 図一 22) 。

しかしここまでのセンターのまとめ方では、ま

だ セ ン タ ー と 住 居 群 の 聞 に 大 き な 空 間 ス ケ ー ル を

も っ 幹 線 街 路 が 置 か れ て お り 、 さ ら に 外 周 部 は 大

き な 駐 車 ス ペ ー ス で 占 め ら れ る こ と に な る ( 図 -

38)。そ こ で セ ン タ ー が 物 理 的 に も 社 会 的 に も 新 都

市の中で孤立してくることになる 。 また単体 建 築

を 若 干 調 整 し て 配 置 す る と い う 方 法 で は 都 市 建 設

が 終 る ま で あ ち こ ち に 空 隙 を 残 す こ と に な る わ け

である 。 そこで、車をセンター全体の下 層 に 入 れ

そこから上部の人だけ の 多 層 レ ベ ル に 直 接 サ ー ビ

スができ、しかも都市建設のど の時 点 で も 群 の 魅

力 あ る 空 間 が 提 供 で き る よ う に 考 え ら れ た の で あ

る ( 図 - 24、34、 37) 。

数 万 人 か ら10万 人 程 度 の 新 都 市 の セ ン タ 一 規 模

を示したのが図一 26で あ る が 、 大 か ら 小 ま で か な

りの 巾 を持っている 。 一般 に 人 口 の 増加 に従って

直 線 的 に 大 き く な る の で な く 、 段 階 的 に 大 き 〈 な

るようである 。 これは新 都市が大きくな っ てくる

とセ ンタ ーの 意味 が急に変 ってくるからであろう 。

この セ ン タ ー の 中 に 含 ま れ て い る 生 活 機 能 は 図 -

27の よ うに示されるが、 セ ン タ ー が 単 に 生 活 に 最

低 必要 な も の だ け を 容 れ て い る の で は な く 、 複 数

の教会や ユ ー ス セ ン タ ー や 大 学 ま で を 入 れ た 社 会

・文 化・ 娯 楽 の 中 心 であることがわかろう 。 また

最近では、 セ ン タ ー 内 の 施 設 は 数 を ふ や す だ け で

なく同種のものでも低次から高次のものまでつく

ることによ って 人 々 の 要 求 に そ お う と す る の で あ

る。 これが、センターに異 っ た 年 令 や 階 層 等 の 人

々 を 惹 き つ け 、 結 果 と し て プ レ シ ン ク 卜 や 歩 行 者

デ ッキや様々の広場 ・コ ート、さ らに 屋 内 の 楽 し み

とくつろぎの: t J d をつくらせることになるのである。

そしてそれ らは、マーケット・スクウェア一、

0 0ウオーク 、口口スクウェア、 x x シビック ・

コー ト、ムム ロー ン と い っ た ふ う に 親 し み の あ る

名前がつけられるのである ( 図 一28- 34) 。

そ こでは定ま った日に市がひらかれるのはあま

りに有名である 。 土曜や休日には人がにぎわい、

流れ 、 淀む。 乳 母 車 や 自転 車 も 乗 捨 て ら れ 、 人 の

動 き を な が め る 人 や 新聞 を読む人が出てくる 。 さ

らにスクェア ・ダ ン ス が そ こ で{雀される こ ともあ



る。 このようになってくると従来の広場に対する

物 足 リなさも出てくる。そこてγl、路と広場を 3 次

元に組合せ、さらに屋内空間も これらの流れと 一

体 に さ れ る よ う に な る の で あ る 。 センターの人聞

の場は一 年を通して変化に富んだ生きた空間にさ

れ よ う と し て い る の で あ る ( 図 - 31、34) 。

さらに新都市のセンターの一 貫した特徴はセン

ター の 周 辺 部 や 隣接 部 に 自 然 の 景 観 や ス ポ ー ツ 空

間が配置されていることである 。 最 初 の 14のタウ

ンセンターでは、このことカずかえってタウンセン

ター の効 果 を 減 じ る こ と も あ っ たが、最ー近のも の

は者11市 ら し い 空 間 とくつろいだ自然の空間がセン

ター の 建 築的処理によ っ て独特の対比 を生みだし

ている 。 ゼ ンターと住居群をつなぐ歩行者デソキ

のにじみ :Hし方よって はセンター の都 市 らしさが

逆 に 高 め られ ることもあるだろう ( 以 上 図39- 44)，

3。住居群における空間

I曲り くね っ た格子状の網目街路、そしてこれに

面して つらねら れた 2 階 建 テ ラ ス ハ ウ ス 、 こ の 伝

統 的 街 な み で は 、 街 路 側 を 前 庭 と し 、 背 面 を 後 庭

( サ ー ビ ス 関係 の空間 ) としていた の である 。 ま

たの名称 を 街路 型といわれる。

住 居 ま わ り で の 生 活 の 意 味 や 自 動 車 時 代 は ラ ド

f ーン方式を再評価させることになった 。 当初 は

不 慣 れ で あ ったために街路型とカル ・デ ・サ ソク

型の 技 法 を 単 に 使 っ ただけであ っ た。 やがてここ

に歩行者用の小路の網目を組入れた 。 その 結果、

カル・デ・サ y クの コ字型の内側は後庭になり、

反 対 面 は 開 放 的 な 前 庭 と 歩 行 者 用 小 路 よ り な る 空

間が典型的にな ったのである 。 設 計 者 た ち は こ の

前 庭 側 を 通 って 商 庖 や 学 校 や 遊 園 に 向 う こ と を 期

待 し て い た の で あ る 。 そして 親 しい近隣関係が生

まれることを望んだ( 図 一46、47)。

新 都 市 の大 部 分の場所で見られる 一 見 ラ ド パ ー

ン方式風の住屑群空間について 数々 の批判が出さ

i1 る。

あ ま り に 単 調 で あ り 画一 的である 。 そのために

人聞 の個 性 が 失 な わ れ る と い う の で あ る 。 しかし

都 市全体 の住 宅 型 配 分 に 原 因 が あ る の だ か ら 的 は

ずれの 言葉であろう 。 さらに 付 加 えられる 。 ① 子

供 た ち は 前 庭側 で遊ばない。 サ ー ビス用の後庭で、

とくにガレージまわりて4 遊 ぶ 。 そ の 結 果 、サ ー ビ

ス車 の後 進 の と き に 事 故 が 起 る 。 子 供 た ち は ま た

周辺街路に出てしまう 。 さらに子供たちによ って

プライパシーは 犯 さ れ 、 カ ル ・デ ・サ ック型の内

11!1J が汚される 。 ② 街 路 型 よ り も 周 辺 街 路 の 交 通 量

がWi し 、 騒 音 は 減 ら な い 。 ③ 人 々 は 歩 行 者 用 小 絡

を使わずに 、後庭側から出入する 。 その街路 を通

って 胞設 へ行き来する 。 ④ 自 動 車 の ア ク セ ス に お

い て 、 わ か り に く か っ た り 、 不 便 で あ っ た り す る 。

⑤ 住 居純密度が低くなり、オープンすぎる笠間と

なる 。

このような 批判に つ いては 、 まず基本的なとこ

ろで問題 が あ るのであ る。 もともとラドパー ン方

式は、人々の自 由 な 動 き を 確 保 し て 安 全 な 生 活 が

+謹 鍾 • 
図 ，35 レベルによる人と車の分離

図・ 36 人と車の混合

図. 37 ベデストリア ンデッキ下部

• 
図 . 38 平菌処理によるセンタ ーの孤立

図 . 39  センターより オープン スベースを見る

図 . 40 オープンスベースにおける いニい

• 
図 . 41 オープンスベースのベデストリア ンウェアー

宮 . 42 衡の中のオー プン スペース

図 . 43 センターの中のオ ープンスペース

• 

図・ 44 センタ ーに隣接するオープンスペース



• 

図・ 45 ラドパーンシステム

図 . 48 リピ ンク コートの確立

図 . 46 カル デサ ックとフ ッ ト" ス

ゐ

図・ 49 ベデス トリア ンの通リ

図 ・47 カルテ'サ ックと内庭 図 . 50 ベデストリア ンの; ) Eみ

• 

図 ・51 W instar、1y Road 種々のプレ イロ ッ ト

弓苛

向島

図 ・52 Rark Hil1 ベテストリアンウェイの立体化

できること、子供の遊ぴ空間・オープンスペース

を確保すること、率等の騒音から住生活を守るこ

と、プライパシイのある生活とコミニティーの生

活の両方を満足に行えることという生活のアメ ニ

ティーづくりの概念であ って、決っして形だけをつ

くる ことで はなかったのだから。

しかし、建築家で社会学者のP . Ri t t er や建築研

究所は、伝統的手法の街路型やカル ・デ・サック

型を使ったラドパーン方式の団地ゃ変形団地にお

いて筆者らが行うのと同じような生活調査を行い

将来にそなえるのである。前記の問題に関しては

それぞれつぎのように答えているといえよう。

①子供たちに後庭側が人気があるのは、住居平面

において台所や食事室が後庭側 にしか面していな

いので' 母親が前庭てー遊ぶ子供たちを見守ってやる

ことができないからである 。 また前庭側が魅力的

につくられていないためである 。②騒音が減少し

ないのは外周街路にすぐ面して棟を配置するため

結局従来型と変らない練が多くなっているからで

ある 。④車や配達サービスのわかりにくさについ

ては、結局従米型よリも能率的であったという。

欠点があったとしたら、むしろカル ・デ ・サ y ク

の住肘群 の外周街路へのつなさ方とその 出入口 の

照 明 灯 ・サイ ン ・地 名等のデザインの拙さによる

と考えられた。⑤宮、J交は決っして低くなく、広い

オープンスペースと集約化した住居群 の見事な対

比がつく られることが多 L 、という 。⑥安定してい

て、しかも 巾が広〈 、拡大可能な近隣関係が結ば

れやすいのはラドパーン方式の1J に少があると L 寸。

結局、多くの設計者や批評家は J;i;' 住者の生活を

観念的にとらえ ていたのだという ことになりそう

である。これらはつぎのようなことを教えてくれて

いるのである。歩行者が専用路以外のところを短

絡しなく てもよいような歩行者専用ルートで、し

か も 魅 力 あ る 空 間 ( 小路 と個 性 のある広場をリズ

ムを持たして配置する等 ) に することなどが立義

のあ ることになり、さらに全天候型 のルートをつ

くってもよくなるだろう。また、 カル ・デ ・サ ッ

クの内側 は純粋の サービス庭とし、歩行者側には

外か らはのぞか れな L 、程度.の 械によってプライパ

シイを硲保したリビングのための庭をとることが

考えられ、住居平面において台所 ・食事室あるい

は屑 聞が 2 前 に接 するようにすることが考えられ

るのである。これらに近いものが、 Curnbernaul d

や Hook の住居群単位でみ られる (図 - 4 8 - 50、54、

56)。

このような生活のア メニテ ィーを中高層のフラ

ットやメゾネ y トで展開することは考えられ得る 。

小路や広場を立体的に配置し、空 からの景観の楽

しみをつく 1) 出 した Shef f i l dのPar k&Hyde Hi l l  

団地 やLondonのW i nstanl  y  RoadやWool wi ch一

Er i t hの計画は、優れた群空間 の例 である。すなわ

ち従米の狭い廊下や階段 室は 小路や広場になって

いるのである( 図ー 51、52) 。今後の市街地住居群

のあ り方 の一端を示しているようである 。



むすび

住宅地の質を高めることに関連して、アメ ニテ

ィーを支える設計技法に ついて 、我国と英国のい

くつかの例を展望してきた 。 住 み よ い 住宅地を つ

くる若干の助けを提出したはずである。つ まると

ころ、我国は高密 度 住居の条件 を い や で も考えな

ければならないようである 。 この こと が逆 に 他の

国々に先がけて新しい住空間を出させてくれ るこ

とになるようであ る。 きいごに、アメ ニテ ィー の

質が高い住宅地は社会にとって短期的にも長期的

にも経済的価 値が大きいものであることを付加 え

たい。 (671227) ( たごすすむ. 大阪市立大学講師・工学博士、

たかぎあきら: 大阪市立大学・大学院生)
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図. 53 夢をそ だてる プレイロ y ト 図 . 54 建築的なプレイロ ッ ト

図 . 55 安 らぎのあ るベデスト リアン ウェー 図 . 56 変化のあるベデストリア ンウェー

... 

ｾ，＠

図・ 57 住居の一部となる近隣センデー
図 . 59 利用目的による階数分隊

品命語許白| • 
図 . 58 建築化された近総センタ ー

町の軸となる住居群

外部空間在内部空間に 図 . 60 住居続の中の庭 .. 
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表 1 レジャ ーの枠組み

斎 藤 和 夫 ・田 中 康 夫 ・大 路 宗 義 ・浜 田 学 昭

ド ユ ル パ ニ ズ ム に よ る 検 索

都 市の い こ い 特 集 の 中 で 私 達 に 与 え られ た 課

題は、 「都 市 閤」 に お け る 「緑 地の 計 画 」 で あ

る。 討 論 を す れ ば す る 程 、 途 方 に く れ る 線 組 で

ある 。

ところが、 フ ラ ン ス 都 市 計 画家 協 会 の 雑 誌

「ユ ル パ ニズム」 第 100号 (3- 1967 ) と い う の

が あ っ た。10 ; S ;  r つ ま り レ ジャ ー 特 集 な の で あ

る。 レ ジ ャ ー の 桃 造 分 析 か ら 計 画 案 ま で 多 彩 な

内 容 に 満 ち て い る が 、 そ の 中 に 記 事 を コ ン デ ン

ス し た よ う な 「レジャー 枠 組 表 」 が示 さ れ て い

る。 ( 褒 1 )

10 ;  S;  r を い こ い の 上 位 概 念 と 解 せ ば 、 こ の グ

リ ッ ド は 課 題 解 明 の 道 具 と し て 使 う こ と が で き

る 、 と 軸 組 派 の 1 人 が 判 断 し た 。 つ まり 「リー

ジ ョ ン 」 と 円 、 こ い 」 を 見 出 し 諮 ( キー ワ ー ド )

として 、 こ の 表 を 引 け ば 、 答 の 見 当 がっ こ う と

い うわ け で あ る 。

(  1  )  r くつ ろ ぎ 」 で み る : まず 左 側 、 レ ジ ャ ー

の 分類が2 f T . んでいる中で、肉体的 レ ジ ャ ー の 2

番 目 「く つ ろ ぎ J が 「い こ い 」 に 殺 も 近 い よ う

に み え る。 そ れ を 右 へ の ば し て 「リージョン」

「ルーラルセン ター 」 に . が あ る か ど う か み れ

ば よ い の だ が 、 あ い にく 口 は あ って も・ はない。

(  2 )  r リージョン」 で み る : そこ で 、 リ ー ジョ

ン ま た は ル ー ラ ル セ ン タ ー の I買 を タ テ に み て い

く こ と に す る 。 当 然、 ・ は 「自 然 の 中 の 治動 」

と い う と こ ろ に 集 中 的 に み 出 さ れ る。

(  3  ) 不 思詩集な組合せ: しかし、 リー ジ ョ ン の .

を よ く み る と 、 社 会 的 レ ジ ャ ー の 中 の 「 ク ラ ブ

とカジノ 」 や 「 レ ス トラン 」 が プ ロ ット さ れ て

い る の に 気 が つく 。 レ ス ト ラ ン が都 心 に な い の

で あ る 。 ま た 、 知 的 レ ジ ャ ー の 中 の r I NF OR-

MAT I ON
J

は、 「レジ オ ン で 毎 日 」 と い う 答 が

出る 。 や は り こ の グ リ ッ ドは 、 現 代 フラ ンス 朴

会 に お け る レ ジ ャ 一 生活から車Rみ た て られ た も

の で あ っ た 。 フ ラ ン ス 風レ ジ ャ ー ・グ リ ッドと

い う べ き で あ ろ う か。 私 達 の ! 必 じ と は 拠 る 答 が

出る の で あ る 。

私 達 は 改 め て 、 フ ィ
- ) レドに 出て 、 流動 す る

レジャ ーのさ主fl1T.を 耳Z 中オすることにな っ た。
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1 . 海 水 浴 { 久 美 浜 ) 一 太 陽 の か 節. 水 を 求 め て l:t 械 に 流 動 す

る 若 者. 家 族. 放 心 的 瞬11¥10

2 . 般 馬 (1(I' 木 ) ー薄 れ る 附 ぃ イ 〆 ー ジ 〆ギ ャ ン プ ル の し ジ ャ

一化、日' 市生 ii 1' j で は 得 られない、 ス リル ・11，1'1[・ ス ピー ドを

'J主グ3 て ・・ー

3 . サ ー キ ッ ト ( 鈴 !I'l ) カラ フ ル な '1人 カ ン商い排れT l ' 、 プ

レー キ 的 特 き 、 不 安 と 緊 張 の ，マ ノラ 7 は 揃 き れ な い1J 1. 代人

的 晴 好 を 刺 激 す る .

4 . エ レ キ ( あ や め 池 / タ イ ガー ス 記 事) ーテ カ テ カ テ 力的 サ

ウ ン ド . ア ン プ か 句流 れ る メ ロ デ ー は 、現 代 的 若 者向 ス トレ

ー ト な 感 情 と 興事官 を 咋 ぴ 起 す 彼 らの 背 Y

5 . ス キ ー ( 大 阪 駅 ) ー老 人 大 人 一子 供 、 灰 色 町 コ ノ コ ー ス

の色どリ o f'l を 立 て 、 我 物 ffiil ニ 歩 き ま わ る 新 し い 怪 獣 俳.

6 . 松 た け 狩 ( 1 I l 河内) ー 松 茸 狩。 10 月 1 日か 句11月 5 固ま で 、

山 ｬ 則 。 ｩｬＧｦ Ｂ ｾ円秋は呼ぶ 刊

7 . ハ イ キ ン グ ( 南 河 内 ) ーす ば ら し い 秋 . 私 鉄 各相 脱 走 町 秋。

奨 し い 日時い . ーパ ン ヲ レ γ 1" 0 ( マ ー ク 大阪 ｬ Ｇ ｦ 少年前仰 ｾ Ｑ 日

興 協 会 }

Ｘ Ｎ 古郡民宿 Ｈ 飛 ｩ 向 Ｉ ーさわやかな風と祇みき っ た￬ＧｩＧ、 ｾ ￰ 怖

かな 1古都 町 た た ず ま い と ま ろ や か な 心 を 尋 ね る ワ 〆 セ γ ト町

民 t詩的旅.

3 。レジオナル・グリーンのパターン

レジャ ー の 要 求 は 、 と め ど も な く 広 域化 し 流 動 し て い く か に み え る 。

与 え て み る と 、 大 都 市 圏 計 聞 と 緑地 計 画 は 、 そ の 発 生 以 来 切 ゥ て も 切 れ な い 税 新 主

|主l係 に あ っ た。 田 園都 市立ltilrJ ; も、グリ ー ンベ ル ト の 考 え も 、 こ の カ テ ゴ リ ー に} /I! して

いる 。 一 度 は 大 都 市 発 展 と 緑 地 ノ マター ン の 関 係 を ふ り か え り 幣 別 し て お く 必 要 が ある 。

そ の 意 味 で は 、 昭 和 15年 の 都 市 計 画 . 中 央 委 員 会 に 参 考 資 料 と し て 提 出 さ れ た 内 務 符

計 画 局 「世 界 都 市 緑 地 計 画 図 及 概 説 」 は 、 1生 震 な 資 料 と い え よ う 。

昭 和 7 年 発 足 し た 東 京 緑 地 計 画 協 議 会 の プ ラ ン は 、 築 現 こ そ し な か っ た が 、 わ が 11</

の大都市圏計画、 地 方 言 十 函 の 発 端 と い っ て も よ い 鹿 史 的 な も の で あ っ た 。

こ の 時 点 で 、 す で に ニ ュ ー ヨ ー ク も 、 ロ ン ド ン も パ リも、 地 方 計 画 の 段 階 に 入 っ

てい たの で あ る 。 ニ ュ ー ヨ ー ク 地 方 計 画 の 緑地 配置も、 同 縮 尺 で こ の 内 務 省 資 料 に は

収 録 さ れ て い る 。 しかし、あま りに も 大 き す き' てこ、に戸討議することができなか っ た。

い こ い の 空間 、 レ ク リ エ - ［Ｏヨン のｾ ｩ［ＺＯｬ ｮ とし て の緑地は、広域計聞の母体であ っ た

の で あ る 。

*-
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カf あリ、 しカ ・ もＡｦＮｾし 、ＪＭ にも而「えるたくましさ カ ず ある 。

ｬ 当然の ｻ栄 存、月ｾ !lt ｉｾ ｬｊ ， ｬ＠ ( 7)  P祉謎は、 ｉ Ｇ Ｉｉ ｾｉ ｉ＠ ，ニ千をこまねいて f市在足す

.. 
る姿勢からは少まれてこｾい 。 ス ブロ ー ルを ｼ 功 ぐグ リ ー ンで はな

く、 つ く る グ リー ン な の で ある 。

Ｒ ・で取材したのは 、 広域に流動するねばり ｩ［ｾＡ ¥，、エネルギ ー で あ

リ、 レク リエ ー ン ヨ ン 要 求 の た く ま し き で あ っ た。 3 ・で給 対 した

の は 、 そ れ を 大都 市 〆マ タ ー ンは ど う 受 け と め よ う と し て き た か と

い う こ と で ある 。 4

0

で 明 か に し よ う と し た の は 、 京 佐i の い こ い ー

い わ ばm，か な 10 i  s  i  ｲ にたち帰 っ てその ｬ ｴ ｩｬｾ Ｈ をみつ め、者 ｉ Ｑ 甘 ｩ｛樹 に

お け る U t也 計 阿 の 妙 味 を み つ け る こ と で あ っ た。

きて、 5・はな い の で あ る が 、 当 然有Ildi の い こ い 特 集 号 を み た 読

者 の 芯 ｾ !，止の 頁 と な る た' ろう 。 ユ ル パ ニ て ム 編 集 lとジャ ン ・ロワイ

エ ル 氏 は 、 ど う い う だ ろ う か ?

( さいどうかずお . 大阪11; 、y 大学助教授 都 市計 ＱＢＧＱ ，たなかやす ｪ ｾ Ｎ おお じむ ねよ ｌ ， はま だたか あ さ ・同大学 院 Ｉ

L 、る の

黒 い 水 に も 耐 え る も の を つ く る 。 大阪 湾 の 7/<の 汚 染 が問 題 に な

っ ている 。 係 かに Ａ小、水はｼ利る 。 が、 東 京の特 別 ｬ 史跡 、 「 浜 離 ￭ ［ ｾ J  

はどうか 。 イ ｩｦＧ｜ の 外 の 水 はどす ｎｾ ¥， 、。 し か し 、 そ の 上 に ま で お お

い か ぶ さ る よ う な 集 中 的 色村( 1Mは 、 都 民の い こ い の 場 所 と し て の

役 ;'1'1 り を | 分 果 し て い る 。 汚 水 に もIt l! しな い よ う に み える 。

横 浜 港 の 一 角 に あ る 山 下 公 問。 帆 只 100米 に み た な い も の だし、

前 面 の 海 水 は 決 し て 消 ら か で は な い 。 し か し こ 、 に 行 く と 、 大 小

の 船 を 目 前 に み る こ と が で き 、 背 も 今 も さ 、 や か な ー穴ー 医|ム ー ドを

味 う こ と が で き る 。 こ 、 で 恋 を 跨 っ た 恩 tHの 人 も 少 く な い は ず で

あ る 。

J兵荷量寓 を ー般 に * め る の は 熊 し い か も し れ な い が 、 山 下 公 閣 を

i宣る こ と は そ う縦 し い と は 思 え な い 行 公 開 が あ る こ と 肉 体 に 伽ili 直

し て い た の で ある 。 そ れ を 日 収f古kL した 後、ま1i 伐法て' " .J，tff: 1i>>J した の

は、 i己r: 1J[苛 休 ，ｾｉＧ＠ Y包会」 の ι1'; 業 で あ っ た

水を人がつくる 。戦 後 、 ｾ ｻｾＡｕｩｾ ＧｉＡ ｪ Ｇ をはじ め件 ｉ 也 に Ｚ Ｍ ｈ ｊＺ凡 Ｑ｟ rょ多 11

ｲ ｬｾ＠ ｊ ダム 、 ヲｾ｜Ｑｴグム 、用水 ダムの背 後 の 人造湖 ｪ これか新 し い ｉ Ｇｉ Ｎ ｾ 止

［ ［ｴ 慨をＧ中み ｾ ｈ したことは 、今 さらいうま で もな ｌ 、 。 が 、大干 ＱＱ ， ;"f 

l人l 、輸! 併 の 為斗ムリげは 、 ｾ， くから 終業 ｉ ｦｉＪ の ｆ メ池 ｊ 也引 として イ Ｇ￭ ｹ ，

で ある 。 前方後川t ; ' t の 悶 泌 す ら も 7 メ 池の frll で あ る ，

ある日の ＧＱ 後、彩、 ｪ￯ は 郊外 の ｻ 主Ｇ七 ｼ 守ｌｴ也をはに ｮｾ かけた 。 』 主設 ＧＱＧ

の |すl地 の 前 に 大 き t. タ ノ 池 が あ る o ，': ij き数本; の j 足は、 主I> : J 也におけ

る は ・1' ; な ア イ ス ト ソ ブ の 1i;t 11を * し て い た。 犯 の | に 吹 っ て 問 地

を眺 め る こ と に な っ たが、 |ーっ てみると、 誰 の 干見似 も問 地 に は li'J

わ ず 、 池の 1) へ li' J l 、ていた は る か に I!R¥怖 が あ る か ら で あ る 。

こうし たも の は 、ずH I す る こ と 1'1 1 . 本が、いこい の 資 仰 に 主 ，て

4。近 蝕 圃 の い ニ い の 空 間

京 阪神官Ilil i 閥、 つ ま リ か つ て の 縫 いj には、 l桜 史 必til'nが 多い と い

廃 a泊 康とは、 人 間 の 自 然 へ の 働 き か け が あ っ た こ と を 不 す 痕

跡 で あ リ 、 人 Ifll が 向 然 へ 主11み こ ん だ 跡の こ と で あ る 。 人 1/11の f J 為

を 示 す 似 跡 は、 11寺11¥1と と も に 科 ぴ 向 然の 中 に と け こ ん で い るニ と

が多し 、 下1然 も 、 人 附 がつく る こ と に な る 。

森 を 人 が つ く る 。 そ う 市 く な い 例 で 話 を す れ ば 、 奈 良 県 の 判:l 原

公 佑 が そ う で ある 。 今う っ そ う と 茂 る 公 苑 の 森 は 、 26( ) ( ) fド記念 と

して 、 奈 良 県 随行 の 土 地 区 画 幣 且.f!・ド 業 で 造 成 し た も の で あ っ た 。

!卜 YI数 日 川 に t長rt' Ｈｉ ｾｊ な参持者のある伊 勢干 ｴｦｬ ｦ 青の 場介 。 あ の ＧｪＧ Ｚ げ ｩ

怖を減 って 砂手 ＧＱｪ 芭 に入るとｾ 1:市 立 川 分 に な っ て く る 、 と 述 べ た，建

築 史 家 カ ・い る が 、 実 I;t.、 1111 ifi トIJ q二まて' 宇 治 的 以 内 にも 1(' 家 が術 保

• 
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一.

6 5 材 料 部 門

建材の燃焼による煙と有害ガス

t  

1. は じ め に

最近のわが国にお ける火災のうち， 建物火災についての傾向をみる

と，図ー 11ζ 示すように物的損害の方は， r人口 l 万人当り年間火災件

数」 も「火災 l 件当り平均焼失面積J も，いずれも漸増または横ばいで

あるのに対し ， r人口 l 万人当り年間死者数」と「火災 l 件当り 平均死

者数」という人的被害の方は著しい増加傾向を示している (35)

事実，ζ 乙数年中 lζ 新聞紙上lζ 大きく報道された多数の死傷者を出し

た火災事例は表- 1 !ζ 示すように多数に上っている。乙れらの悲惨な記

録が示すように，耐火造の建物の火災で多数の死者が発生する原因は，

いく つか挙げられるが，その中でも建物の内装材料として最近特に多く

用い られるようになった建材の燃焼時に発生する態と有害ガスの問題が

特に重要視されるようになった。乙のととは単にマス コミ lζ 大きく報道

され，世人の注目を浴びるようになったからという理由ばかりでなく ，

本質的には入閣の生命にかかわるという点で緊急に解明を要する重要問

題であり，また建築の設計者 ，建材の生産 ・供給者および消防関係者に

とっては真剣に取組まねばならない至上命令的な大問題であるといえよ

う。 しかるに，との問題の解明! とは種々の困難が伴なうので，現在関係

者が全力を挙げて研究中であるが，ようやくその一歩を踏み出したとい

える段階であって，今後の研究IC待たねばならない点が多々ある状況で

あるが，問題の重要性と緊急性にかんがみ，現在までに明かになった範囲

内で一応まとめる乙とにした ものである。したがって今後の研究の進展

によって補備訂正を要する乙ともあり得る乙とをお断りしておきたい。

なお，資料その他は当建材部会々員の提供されたもののほか，建設省

建築研究所の川越邦雄氏，斉藤文春氏その他多数の方からのものがある

が，いずれも参考文献として末尾に一括して掲げた。紙上を借りて謝窓

を表する次第である。

2.  各種建材の燃焼時 の発煙

• 
2.1 煙濃度の測定法とその許容限度

煙の濃度を測定する方法としては， rフィノレタ ー ・ペーパー法J ， 

「重益法j ， r粒子数法」 および「減光係数法」なとがあるが，火災の

場合には種々の理由山か ら 「減光係数( 記号 Cs) J を測定する方法が

一般に用いられている。 図- 2において，煙のないときの透光率を [ 0，

1;Mのあるときの透光率を 乙 光源ランプと受光部 ( Cds セ J レ) との間の

距離を L ( m) とすると ，煙の濃度( 光を透す程度) ，すなわち減光係

数 Cs は次式で求められる。

Cs=  l/L x  loge 10//  

通常，L = l m として装置を組み ，[ および ん を電気的 lζ 測定して Cs

._.  

L ( m)  

〈

Y ラ

ン

フ

光

源

一

(

お

)

図- 2 ｾ嘩光係数 Ｈ ｃ ｳ Ｉ による煙混度測 定 法

日本建築協会建材委員会 (担当: 堀内三郎・中部嘉幸)

130 

120 

人口! 万人当 リ写悶死者 ぬ

ユＺｾｉｦ 〒当リ平均死者数

. .--- 人口 1万人当リ年間lt 切火災件枚

火災 l 件当リ平均成失函袴

37  38 39 40 41与 一 → 年 次

図一 1 最近の建物火災による人物および物的損害の傾向山由

表 - 1 焼死者を出した戦後の主な火災 (:J G)

発 生 地 名 | 死 者 数 | 傷 者 数

25.  5. 13 長野県上総町( 住宅) 18  

岡山市( ろうあ学校火災) 16  

26.  5.  19 北海道茶内( 住宅) 39 

26. 6. 3  滋賀県彦被市( 住宅) 23 

26.  11. 24 千葉県勝浦市( 線館) 9  3  

26.  12 2  北海道草11路市 ( 病院〉 17 

29. 7. 20 北海道岩内町( 住宅〕 33 

30.  2. 17  横浜市戸塚区( 養老院) 99 

30. 6. 18  千葉県市川市( 精神病院) 18  

30.  8. l  東京都滋田区( 住宅) 10 

31. 1. 27 奈 良 市 〈 住 宅 ) 15  

33.  2.  1  東京毎中央区( 劇場〕 3  

33.  5. 23 北海道留期市 ( アパート〕 198 

34 1. 27 北海道美幌町( 映函館〕 13  

35. 1. 16  神奈川県横須賀市( 病院) 16  

35.  3. 19 福岡県久留米市( 住宅) 11 

35.  12. 21  熊 本 市 ( カ フ ェ ー ) 14 

38.  8. 8  広島県福山市( 政舘〕 5  15 

38. 8.  22 東京都笠島区 〈デパート) 7  195 

38.  9. 25 兵凪県神戸市( 工期) 17 

39.  3.  7  宮擁県仙台市( ピル) 22 

39.  7.  14 東京都品川区( 倉庫〕 19  

40. 9. 25 北海道必ml ar ( 旅館) 5  3  

40.  10. 1  滋賀県大路市( ヒリレ〉 3  10 

41. 1目 9 神奈川県川崎市( ピル複合〉 12  

41. 1. 19  岩手県つなぎ温泉( 組合寮) 5  3  

41. 1. 26 神奈川県川崎市( 造船所) 4  5  

41. 2.  16  愛知県名古毘港〈船舶〉 15 

41. 3.  11 群馬県水上温泉( 旅館) 30 

41. 3. 20 和歌山県白浜温泉〈旅館) 4  

41. 3. 20 東京都盛岡区 ( 7パート復合) 8  2  

41. 3.  21 愛媛県桜山市( アパー ト複合) 4  

41. 6. 30 静岡県消水市( 住宅段人) 4  

41. 7.  l  東京都大国区( 工樹) 4  

41. 12. 25 東京都文京区( 浴窃) 5  

41. 12. 26 神奈川県川崎市( 商底) 6  

42.  1. 14  横浜市鶴見区( 住宅) 5  

42  1. 15 神戸市長田区( 庖鋪 住宅) 6  

42 1. 31 埼玉県秩父市( 位宅) 4  

42. 2  l  北海道苫附( 病院) 4  
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を求めているがその次元は ( m- り である

次に乙の煙の濃度と可視距離 ( i 視程」という) との関係Ir ついては，

明るさその他の条件によって差があるが，図- 31 C 各種の実験による結

果を示す。同図K よれば，視程 10mもあれば( 乙の時の Cs =O. 3- 0.  4)  

避難上も差支えないように思われるが，実際の火災では心理的恐怖感も

加って Cs話0.1 の煙でも立ちすくんでしまう乙とが多いようである。

したがって，火災時の避難を考えた場合の煙波度の許容限度としては，

Cs =O.l より大きな値を用いる乙とは危険だと考えられている。

• 材料をある一定温度で加熱すると ，図- 4tr 示すように材料の重量減

少に直線的に比例して単位体獄中の燈濃度が増加する。乙の比例常数，

換言すると「ある温度! とおける単位重量 ( g ) の材料の燃焼( 熱分解)

lζ 伴なう発煙量」を「発煙係数( 記号 J ( ，単位 Cs ・rrf ! g) と呼ぶ。乙

の K の値は各材料tr 固有のものであるが， 加熱温度によって変化する

ととは図- 4によっても知られる。 図- 5K ，J ( と温度。OC との関係

を例示した。同図から明かなように ，比較的低温で加熱された「くん焼

状態」の場合と，高温で「若炎燃焼状態」にある場合とでは K の値lr

2.2 材 料 の 発 煙 係 数
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g 定

作

C，G= 2.7 

5  

1. 0  
0.1 0.2  03 0.5 1. 0  

一 → ;局光係官主， Cs  

口帝劇地下駐車窃( 京消 ・火予! k ) 発煙筒

A  池袋 11 (  11 )  11 

×  山一証券ピル( 渋谷) ( 消研 ・守屋〉火災

. ・ 能美防災K K実験室o l ! 研 ・斉藤) 発煙筒

0 ・大巡ピル( 横浜) (  "  ) 火災

煙温度 〔 滅光係数 ｃ ｳ Ｉ と視程 Ｈ Ｖ Ｉ との関係 Ｈｾ ｬＩ

大きな差が認められ， 一般に前者の場合の方が K の値が大である乙と

がわかる。ある材料の K を求めるには， 電気炉の中』ζ 試料を置いて一

定温度で加熱 し， 試料の重量減少量 ( Wg ) を測ると同時に ，発生した

煙を上部で容駁 ( Vrrf) の箱中 lζ 導き ，その煙濃度 (Cs) を測定して，

Cs x  V = J ( W+ A  K より求める。ただし ，A は材料どとに実験により定

まる常数である。

図- 3

エソマツ1. 0  

.. 2.3 材料の燃焼速度と発煙速度

ある材料を燃焼 させた場合， 単位時間および単位重量当りの燃焼畳

( 重自の減少量) を「燃焼速度( 記号 R ，単位 g! mi n.g) J と呼ぶと

とにすると ，R は理論的Ir 次式で求められる。

E  

R = d w! dt = ho・Wo.e-安 弓T

0  

0  

1. 0  

(

円

E

同

一
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凶
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四
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ただし ，I?。は頻度係数，Wo は試料の初めの重量，E は活性化エネ J レギ

ー，R ' は気体; 常数， アは絶体温度 ( T =ヰBOC 十 273
0

) である。乙の式

からもわかるように ，R は温度 ICよって変化する。 図- 6 1ζ 乙のR と 1

との関係を例示した。同図と 図- 5から ， アが小の場合には R は小と

なるが K は大となる関係にあるととがわかる。ある材料の単位重量か

ら単位l時間K 発生する煙訟を「発煙速度( 記号 CS K ，単位 Cs'm
3

! mi n

x g)  J と呼ぶ乙とにすると「発煙速度 Cs KJ =  i発煙係数 J( J x  i燃

焼速度 RJ なる関係があり ，実際の燃焼時に材料から発生する煙の被害

K 対する評価には，乙の「発煙速度 CsxJ を用いるのが適当という乙と

。
。

1. 0  

0 0 0 5  

一一一軒 重量の 減少介 ( 9)

図 - 4 各積材料の重量減少にともなう煙温度の上昇( 発煙係数 K ) C2 t> 

司砂

ス

?y  

附ム!

' くん1克 ｾｃ＠ X  

ン，.....{j しど

加 然 温 度 (x IOO' C)  

宮 適 合 保 (1m? iij

IJ 5.5m.  

1. 5  

-3 

1.8叫o 1. 2  

ー 十

1. 5  300 400 500 300 400 500 

一→ 温 度 8 [ ' C )  

・:< ん炊 ，X まざ 1) ，0 : 着炎 • 
図- 7 発煙速度と加熱温度 (2口

図- 6 各種材料の燃焼速度 R と加熱温度 T

( 絶対温度) との関係 <2 1>

図- 5 各穣材料の発煙係数K と加熱温度。OC との

関係 <2 l >
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になる。 図- 7，ζ 普通合板とスチロフォ ームの場合とについて，それぞ

れの発煙速度 CS K と加熱温度 T との関係を示した。

3. 各種建材の燃焼時の有害ガスの発生

3.1 各種有害ガスの怒限量 ( 許容値)

材料が燃焼する と各種のカスが発生するが，その中でも ，必も普遍的

でしかも最も危険とされているものは「一酸化炭素J ( 以下 C Oと記す)

である。また，普通の火災でも ，有害ガスの発生とはいえないが，空気

中の酸素 ( 0 2) の減少が人聞に大きな被害を与える ζ とが判っており ，

さらに「炭酸ガス( 二酸化炭素 C 0 2) J の増加も害を与える 。そのほか

に，微量ではあるが著しい危険性を示す各種のガ・スが知られているが，

以上のような各種のガスの人間の健康に対する許容値 ( 怒| 波長) につい

ては，図- 8 ( C O)  ，表- 2 および表- 3 { 乙示す。乙れらの数値につ

いては，測定者によって多少の差が認められるほか，それそ

スの場場- 合の有害さでで匂あつて 2 つ以上のガガ‘ スが混合 した場合の誕級i合作用ま

たは相乗効果』にζ ついてはよく知られていな bい、、。また中主義E症状を呈するほ

どでなくても ，眼やC. l などに対する強い刺般によって，人間の判断を誤

らせたり ，避難行動を妨げたりすることがあると予想されるが，乙の J互

については未だ詳しく研究されていない状況である。

木材および羊毛などの天然繊維と ，各極の化学繊維やプラスチック材

料を加熱した場合に生産するガスの分析結果については， 種々の文献

(13) (22) (29) (30)  (31)  {ζ 報告がみられるが，表- 4にその一例を示す。

同表からも判るように， 乙れらを比較検討したり ， 参考とする場合 {C

は，加熱条件，

すなわち温度，

空気( 酸素) の

供給状態，試料

の形状と大さな

などの点 lζ 注意

するととが必要

である。次IC，

• 

3.2 各種材料の発生ガスの分析結果

.砂

室主主中のco，罵度

; ; ; ; ;  

o  1  2  3  4  5隙 間己中 柄 拘 甥合

。 2  3  時 間 司 労働 の場合

図 - 8 ( a )  

4・
5. 0 

4. 0  

3. 0  

2.0  ・一

空

気

中

田

駁

化

]

胆

素

濃

度

(
χ

)

3  5  10 15 20 30 60 120 min  

.. 
一一一ー 呼 吸 時 間 ( mi n)

図 - 8 ( b )  

図- 8 空気中の c o温度と人体に対する影響との

関 係 日仰 は0>

単なるヵース分析

にとどまらず，

燃焼ガスの有守

牲について動物

を用いて実験し

た例は，未だ少

いが，表- 5に

その一例を記し

た (33) 。乙れら

の 点 に 関 して

は，人間と実験

動物との差異や

実験方法などに

ついて問題がな

いわけではない

ので，結論的な

断定を下す乙と

は早過ぎると考

えられ，今後の

研究の進展が期

待されるわけで

ある。

表 - 2 空気中の炭酸ガス (c o.) 湿度の増加が人体に与える影響 山 M

空気中の C O. in皮 倒 |
症 状

0.15  公衆衛生上の許容漁度数

2.5  数時間の吸入で症状 lζ 変化なし

呼吸の深さがmす

4  
粘膜IC刺戦，頭部圧迫感，血圧上昇，耳喝

6  呼吸数が著明に増加

呼吸困難が著明

10  意i aI ' 堅失，呼吸困難

20 生 命 Ic ! l i 裂は中恨の完全麻仰( ，死亡

表- 3 突 気 中 の 酸 素 ( 0. ) 温度の欠乏が人体に与える影響 ( :} 3 )

空気中の O. の 制 ( 則 | 症
状

21  

20  

16- 12  

12- 10  

10- 6  

6 以下

正 常 ( 空気中 IC含まれている O. の正常値)

影響なし

呼吸と脈問J ? ) i Jn. 筋肉の秩序ある運動 IC支障を米す

感情の鈴，，1 . . 呼吸の乱れ，筋肉は扱 く感じ夜労が早い

稲川 ，意議不明

呼吸中止，数分後に死亡

表 Ｍ ｾ 各積材料の燃焼による発生ガス ほの》

条熱m || |  生 成 置 ( 酬 I g当りのg 数)

生 成 物 別 エ |エ チ ナ 化 |盗 化 ド リア | レ ー |羊 毛 |木 材

件 チ レ ン セ ル ロ ピ ニ リ ピ ニ ル ミ ド ヨ ン

ーズ デン

笠

炭 殴 ガ ス 2.19  2.229  1. 04  0.43  1. 22 1. 83 1. 54 1. 62 

気中

一 酸 化 炭 素 0. 17  0.44  0. 02  0.23  0.30 0.12  0.45  0. 27 

T  J レデヒ ー ド

温 ホ ス ゲ ン
- 0.00011  -

度8  
シ 7 ン 化 水 素

一 一 0. 0076 - 1  0. 007  

7 ン モ ニ ア
- 0. 032 

( )  

塩 化 水 紫
- 0. 62 0 切

炭 酸 ガ ス 1 7 0 0 20 0 1 074 

0.91 1.13  0. 65 0. 93 

酸3亡程度霊温

一 酸 化 炭 紫
0. 541  0.171  0.221  0. 08 0. 36  0. 23 0. 14 0. 37 

ア ル デ ヒ ー ド
0.00031  0. 012 一 一

0. 006 

ホ ス ゲ ン
一 一 0. 0008 ー

h吋Rの。

シ ア ン 化 水 素
一 一 一 0. 0098

- 1  0. 008  

吾

ア ン モ ニ ア
一 一 - 0. 21  

0.03  

塩 化 水 素

表 - 5 " 種類の繊維の燃焼ガスが生体に与える影響について は引

( マウスを用いた動物実験のー例)

一銭一験一一方一法一一のー概ー一要ーーーー

供 試 繊 維
品官 | 繊アタリ維Jレ I 絹

30g の繊維を l C のピ

致 死 時 間 15- 20分 8- 15分 8- 14分 14- 22分

ーカー 中広入れ 300W 加熱時のピ

酸
のm熱器で加熱[ " ，ピ

ーカー内の
500. C  170. C  150. C  140. C  

策
最高温度

の
ーカー中 ICO. l - 0.2e/

2不十分 I11111の流量で空気を送

繊維の熱分

入してくん焼状態で燃

解による減 27.0g 15. 6g 16. 4g 17.2g 

量

焼させ，その生成ガス

で
をマウスを入れた容積

マウスの臨

中グC Oヘモ

重加熱 I仰 の ビ ニ ール容器中

ロビン漫 56.5%  1. 901百 11. 79百 32.796 

IC導き ，マウスが死亡 平度均( )5 匹の

し するまで継続し た。そ

た
の後マウスを解剖して

O.  16. 1%  19. 69百 19. 79百 18. Ｒ ｾ 百

樹メロh  
関らべ，一方ガス分折

ピ各 C O.  3.39百 0.4296 0.549百 1. 5496 

ニ車E

C O  1. 296 80ppm 350 ppm 

を行なった。
| ガ

3000p p m 

，νス NO.  
。 。 。

容器中浪l庄
H C N  

20ppm 20ppm 50 p p m 

N H3  
380 ppm 3130ppm 2300p p m 

の

5 0.  
24ppm 20ppロ1

H. 5  

。 。

高さおよび直後が40co
30分以内の死亡 0 ，また 1 週間以内の

酸 のガラス容器中 1ζ ，都 致 死 時 間

業

市ガスを燃料 とするパ

死亡も Oであった。

の

供分給

ー ナーを置き . 30g の

繊維に点火し . m煙が

餓維の燃焼

29.6g 29. 5g  28. 7g 29. 8g 

発生しない程度に O. による減量t

で

ガスをパイ プで供給し

高1混
つつなるべく完全燃焼

ピ各

加熱 させ，その生成ガスを
ニ瓢 C 0 2  2.4%  1. 8%  2. ｏ ｾ 百 1. Ｗｾ 百

l プf

し 上紀と閉じく マ ウスを
Jν ス

た
入れたビニ ール容器中 容滋 N O.  

。 4.0 p p m 20 p p m 20pp m 

治メ日、
iζ 君事き . 30分後 ICマ ウ

器皮

中

スを取出して平常々懇 の 日C N
。 10 p p m 10ppm 10ppπ1 

にもどして調べた。
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図- 9 耐火遺建物の室内火災の進行扶況

*  (第 l 成長期の経過時間は，火災原因等 ICより大きく変化するので，

一定値が得られない〕

火 事 温 度 慌 i草曲線 ( 長線)

OI S - A- 1 3 0 4 )  

1，200 
0.12  

一一一 0. 08

0. 06 

，ー』ーーヱ三ヨーー一0. 04

0.03 

0. 02 

0.015 

iz 

度

A  

0 0  30 6 0  90  120 150 180 mi n  

時 間 ( mi n)

図- 10 耐火遺建物の火災時における温度一時間曲線 ( 計算例) 凶‘ 》

A  温野畿製薬研究所

B  東経大本館

C  新潟市庁舎

D  学習院大学

B  大林ピル鉄原ピル，外務省，中国電々ピル，京都貯金局

F  関電ピル，日大五号館

G  川口市庁舎 ， 日本板硝子ピ Ｉｖ ， 山 ＡＱ ｾ 県民会館 Ｎ 岩国市庁舎，

神奈川 中小企業会館，香川県庁舎，清水市庁舎

H  tt ケ関ピル

注 40H ，80H は，それぞれ火災荷量40kgj "' ，80kgj II{ の場合の霞ヶ関ピル (H)

IC対する等価加熱曲線を示す。

図- 11 耐火造建物( 実例〉の火事温度標準曲線および等価加熱曲線 0 2>
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4. 耐火造建物内の火災性状と煙および有害ガス

4. 1 火 災 の 進 行 状 況

耐火造建物内で火災が発生する と， 従来のように天井，壁 ともプラス

ター塗で可燃物が少なく ，: 容面積も小さい建物では，図- 9の点線のよ

うな経過をたどる ものと されていて， 現行の I J I S - A- 1304J  f C定め ら

れた耐火構造用の火事温度標準曲線 も大体乙の線に沿っ たものである。

ととろが最近のように，内装材料および収納品にかなりの置の可燃物が

あり ，かつ窓などの関口部の面積が大となってくる と，同図の実線で示

すような急激な経過を示して進行するととが多くなってき た。その特長

は，同図の B 点で表現されるような，いわゆる「フラ ッシュ ・オーパー

現象J ( 室内全体がいっきょに炎に包まれるような状態となる現象〉を

呈することである。乙のような場合には，もちろん人の避難は乙の時点

までに完了していなければならず，また煙や有害ガスの発生置も乙の!時

期( 図ー? の第 2 成長期) f C 急激に増大するので，出火室はもちろん，

その附近の廊下や上階節分でも ，耐火構造f C 対する信頼と安心感から ，

悠々としていると ，フラッシュ ・オーバーによってー拠lζ 地大した煙や

有害ガスが急に侵入 してきて，アッという簡に死者を出すとい う状況が

起る ζ とが予想される。

• 

4.2 室内可燃物の燃焼速度と壁面の関口および火災温度と

その継続時間

燃焼により室内にある可燃物の重量がi時間とともに減少する速度を

「燃焼速度( 記号 η 単位 k g/ m i n) J と呼ぶ乙とにすると ， 火災時に

は 1' =5. 5x A R x y百 な る関係式が成立つ乙とが知られている ω 。式

中，AR '  H はそれぞれ関口部の面積 ( m
2

) および丞直方向の高さ ( m)

である。すなわち ， I窓などが大きくて，せいが高いほ ど速く燃える」

というわけである。

一方， 室内の可燃物量を W ( k g)  ( W= ω x Ap = ( m
2

当り可燃物

以 ) x (床面積m
2

) } とすると ，図- 9の最盛期 [ζ 相当する時期の火災継

W 

統1時間 t ( mi n) は t 当づ7一 = 山A p/5. 5・A R 1/ H で求める乙とができ

る。そ乙で，壁，天井および床の熱伝導率( J . ) ，厚さ ( d ) ，空気過

剰率 ( 12) および完全燃焼率 ( α ) を仮定すれば，火災時の熱の収支計

算を行なうととにより ，最盛期における「温度一時間曲線」を求める乙

とができる (34) 。図一10は，d = 15 c m， J .= l. OK c al/ m hoc  ( コンクリ

ート 壁) ， n  = 1，α = 0 . 6  ( 0. 5 - 0. 7)  と仮定した場合の計算結果を示

した もので， 図示のよのに曲線は，AI I x ，/ 古 / A7' ( A p は床，天井を

含む室内の全表面積( m
2

) ) の値によって畿通りも描くことができる。

また，同図には現行の J I S - A - 13ω で定められた火事温度標準曲線も点

線で記入しであるが，条件次第によってはその標準曲線を大きく 上回る

場合も生ずる乙とがわかる。以上の関係、を用いて数種の建物について計

算した結果を示したのが図ー11である。同図 lζ は予想される火事温度曲

線と ，構造部材の耐火性能試験用として標準加熱曲線を用いた場合lζ 等

価と考えられる曲線( 加熱H寺間) とが示されている。

4.3 火災時の煙および有害ガスの発生状況

各磁建材からの発煙速度については前記 21C記したとおりであり ，一

方耐火造建物内における火災時の状況は前述のとおりであるから ，乙の

• 

• 

表 - 6 様型室の実験 ( 図ー13) における実測値と理蛤値との比被《引3

内装材の I線 引 税 引 脱 税 で 求 た 務 炎

左の者式で求 線験型盆の実

め た 炎 温
にお皮ける

種 類 関 口 寧 燃 焼 の 理 路 式
度。c

測定温 C '  

普通合板
%  0.0284 799 870 

%  0.0293 K 同ー 0.16x  1O-8T  + 0. 2  794 860 

5，5 mm 

%  0.0184 862 

難燃合飯
%  0.0374 638 790 

%  0.0517 K 昌一1. 6  x  10・3T + 1. 47 613  640 

5.5m m  

ちも 0.0444 618 640 

• 



• 

両者の関連がつけば，実際の火災時lζ 各種建材からどれだけの煙やガス

が発生するかが明らかとなるわけである。 ζ の点については，現在建設

省建築研究所に おいて，図- 121ζ 示すような装置を用 いた実験が行なわ

れているが，その 中で一例として普通合板 と難燃処理合板 との両者を用

いた場合につい ての実験結果と理論式による計算結果を図- 13と表- 6

1ζ 示す。 との ように前記の関係についてはほぼ明らかになったというこ

とができ るので，今後は， あらかじめ各種建材について「発煙係数f( J

の債を測定 しておくことにより ，与えられた条件の室内で火災が発生し

た場合，その内装 lζ 用いられた建材からどれくらいの煙が発生するか と

いう予想がたてられるようになると恩われる。

次には ，一つの室または区画で発生したその燦やガスの「拡がり」の

問題になるわけであるが，第 l に，比較的小 さい室( または空間) で，

拡散に要する時間が小さくて無視でき るような場合には，前記 2 で記し

た 「発煙速度 (CSK= CS・m 3/ m in. g) J から ，容積の判っている その室

内に拡散し た媛の平均濃度上昇率を計算 lとより求める乙とができる。ま

た第 2 K . 広 い空間の場合については ，昭和41年以降数次にわたって行

なわれた実大建物の火災( 煙) 実験 (14) - <19) の結果「煙の水平伝播速

度は火災の初期 においては 30- 50m/ mi n 程度， また霊直方向の伝i番速

度は水平方向のそれの 3 - 5 倍 lζ 達する J という見当がついた程度で，

それ以上詳 しい 乙とは未だ明らかになっていない。しかし乙れらの点も

今後の研究によって，いずれ明らかにされてゆくものと思われる。

5. 煙および有害ガスに対する対策

.. 
5. 1 建築構造および設計々画面の対策

( a ) 建 材 の 選 択

室内で火災が発生する最も初期の段階から順次考察してゆく乙とにす

ると ， まず第 1 1ζ は， 建材， 特に内装材料とし ては「活火しにくいこ

とJ . 着火 しでも「燃焼速度のおそいものJ を選ぶ乙と ，そして「発煙

速度の小さいもの」を使用する乙とが対策の要点である。た とえば法規

上の「不燃材料」または「準不燃材料」程度のもののみを使用すれば非

常に安全度は増大するが，実際問題としては木材その他の可燃性材料を

全然使用しない というわけにはゆかない。そ乙で 「難燃材料」か 「難燃

処理または防炎処理された可燃材料」の使用と い う乙とになるが，その

場合 lζ は難燃処理 1<::: 比べ，一般に「発煙係数」 の値が大 となる傾向があ

る。しかし大切なのは「発煙速度」の方であって，緩慢な燃焼と発煙の

聞に ，人々を避難させるための時聞を与える 乙とを最大の狙いとすべき

である。なおまた，建材の選択に関しては，室内全体の可燃物置の減少

も，火災の継続時間を少なくする点で重要であるので，天井裏や床下な

ど，あるいは壁下地K 至るまで極力可燃材料の使用を制限す る乙とが必

要である。さらに同じ見地から ，建築物 とは いえないが，室内の家具類

から書類等の収納品[ こ至るまで，できる限り可燃物を少なくするよう努

力すべきで，たとえば銅製家具の採用 ，銅製戸棚類への収納から ，書類

等の集中管理 (専用醤類庫への収納) まで徹底するととが望ま しいわけ

である。

( b ) 煙 の 拡 散 防 止

ーたん出火 して発煙が始ってから後は，火災およ び涯を，できる限り

長時間出火室または出火した区画内 (ζ 閉じ乙め ，室外への拡散を防止す

ると とK よって，他の部分にいる人々に避難の時間を与え ，避難用通路

や階段 lζ 煙が侵入して避難を妨げると とのないようにするととが要点で

ある。そのために は，

( イ) 出入口などには必ず ドアーチェックのついた自動閉鎖式の防火

戸を設け ，平常使用する出入口であっても開放し たままにせず，また障

碍物を置いて閉らないような状態にならないよう管理上も十分の注意が

必要となる。フ ューズメタノレ式の自 動閉鎖戸は，熱 lζ 関し ては有効であ

るが，それが作動する頃には煙や有害ガスはすでに多量に通過し た後と

なり，ほとんど役 lζ 立たな t、( 後記する煙感知装置 と遠野Jする方式の

ものであれば良い) また倦上式のスチ ーJ レシャ ッターは煙の通過盃が開
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図 - 12 模型火災による燃焼速度と発煙速度との測定用実駿装置 <2 _0
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図- 13 普通および雛燃合仮を内裳材料とした犠型室 ( 開 口率1/4の場合 )

における火 災 時 の 温度および煙量 Ｈ 積分値 〕 と燃焼量の関係 Ｈ ｾｬ＾

閉式のJ f l i . K 比 して大きいので 1盛; 煙の見地から は適当と はいえない現状

である は引寸19) 。

( ロ) 全 く同様のと とがA 直方向の煙の通路とな り得る部分にも当て

はまるのたとえば，階段，エレベーター ・シャフ ト， ダク トスペース，

ダスト シュ ート ，パイ プおよびダクト 類などは ，いずれも 熱せられた煙

やガ、スが好んで上昇する経路とな るも のであ る。乙れら の うち ，霊直面

の関口部 K 扉を設け得るものは( イ〉の方法によればよいが，その他の

場合は 「タンパー」を設けるのが在来からの手法であ る。ところが，そ

のダンパーも前記の防火戸と同様 K . フュ ーズメタ J レ方式では全然煙 lζ

対 し無効 lζ 等しいので，鋭敏な煙感知装置 と連動し た作動機構が必要 と

なる。また施工面では，パイプ類の貫通部におけ る 「穴埋め工事J がお

ろそかにな りやすく ，点検や発見が困難な事情 も手伝 って，乙れ らの穴

から上階へ煙が侵入 し大事に至っ たという例が多し 、。最近のガラス張り

外壁面 と床ス ラプ端部との間の隙間も ，同じ理由で設計上注怠すべき点

の一つである。ダスト シュ ート の類を設け る場合に は，燈感知装置や固

定消火装置と ともに，その頂部に適当 な断面を有す る排煙筒を設けると

とも考慮すべき事項である。

(  c  ) 排煙塔 ( スモークタワー) . 排煙口

煙が出火室から洩れだ して，次第に建物の他の部分1<::: 拡が り始めた段

階になると ，その後の対策 としては，極力重要な階段や避難用通路など

を煙から守る こと が目標となり ，そのため排煙上有効な設計計画が重要
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となる。積極的な排煙対策としては，後記する設備面の対策が主として

考え られ るが，停電その他万ーの非常時対策と しては建築面の対策もお

ろそかにできないて、あろう。 乙の穫の施設としては，従来か ら知られて

いる「特別避難階段などにおける外気K 開放された前室またはノカレ コニ

ーの類」および 「舞台上の排煙口に代表されるような屋根面附近 IC設け

る排煙口」∞のほかに， 最近特に注目されている。 rスモーク ・タワ

ー」 と呼ばれる施設などがある。乙れらの設計 lζ 当つては未だ十分解明

されたとはいえない点もあるが，いずれにしても排煙のための関口 K 対

して流入空気の取入口( 給気口) を設けて気体の流れを起させる乙とが

必要な条件である。 (18)

5.2 設 備 面 の 対 策

( a ) 早期発見と讐報伝達の徹底

設備面で，火災の初期段階で最も重要な役割を担うのは「媛の自動感

知装置」である。 乙の目的に適した「煙感知器」と しては，従来は，前

記 2 の煙の濃度測定法の所で記した図- 2 と同じ原理に基づく ものが用

いられていたが最近では「煙によ って散乱 させられた光を利用する方

法」や「物質の燃焼生成物によって，あらか じめ，イ オン化 された部分

に生ずる電気抵抗の変化を利用する方法J などが用いられるようになっ

た。特に後者は「イオン式感知器J (36) と呼ばれ， 現在乙の穫の感知器

の中では最も進歩したもののーっと考えられている。乙れは「臭いを岐

ぐ器械J !ζ 近づいたものともいわれていて，多くの革IJ 点もあるが，通風

の良すぎる場所，挨の溜 りやすい場所，常時短やヵースを発生している場

所には不適当であるなどの欠点もあるので，使用に当つてはその特性を

生か した方法によるべきである。そのほか，一般の熱式の火災感知器 lζ

は，現在国家検定が実施されているととを附言 しておく。次K . 媛感知

器が捉えた情報を消防機関へ速か IC通報すると同時に，建物内にいる人

に々もi i ' 報として伝達し ，混乱なく避難 させることが必要となる 。乙の

ためには各種の通信方法が用い られるが，重要な点は第 1 ! C，喜善幸置や避

難誘導の指示は必 らず「音声」による乙と が大切で，単なる非常ベ J レだ

けでは駄目である乙と。第 2 K . 小室 IC分れ，しかも就寝用途の室 lζ 対

しては，それらの各室内どとに澄報の伝達が徹底するような手段が必要

である乙とである。

( b ) 排煙用設備その他

動力を用いた機械換気設備を排煙用として設ける場合 lζ は， 排気型

(1J!k. 引式) と給気型( 押込式) との 2 つの型式が考えられる。前者の例

としては ， 排煙専用ではないが地下駐車場に換気用として設けた設備

を，排煙用として利用しようとする 実験 (19) が行なわれており ，後者の

例としては，昭和41年 12月lζ 東京で行なわれた火災実験の際 (16) . 一部

K 試みられて一応の成功を納めたが，未だ米解決の点もあって現在研究

中の段階にあるといえる。乙れ らの機械換気方式 !Cは非常;R寺に おける停

包対策という問題があるが，近い将来，その点も含めて，各種の自動制

御機構の進歩によって，建物内の排煙設備として十分信頼のおけるもの

となる可能性もあると思われる。

そのほか ， 直接の題対策ではないが ， 現在最も信頼度の ￯ｾｓ い固定消火

設備である「スプリン クラ ー設備」は煙の発生源を鋲圧するという点で

有効な手段であり ，また消防隊による移動用機械設備としては「高膨脹

泡の大量使用方式J (26) が最も有望な煙対策と考えられている。また人

K 対する装備の面では，空気または酸素を圧縮してボンベに充てんした

ものを マスクとともに装着携行する方式が用いられ，旧来の吸収式また

は炉過式の呼吸マスクは酸素の欠乏に対して無力であるので伎われなく

なっている。 (29)

6. お わ り に

以上， 建材の火災時に発生する煙と有害ガスについて，現在までに明

らかになった点を中心にその概要をのべたのであるが，最後にまとめ と

して，その要点を列挙すると次のとおりである。
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(  1  ) 建物内の火災時! C ，各種建材かみ発生する煙と有害ガスの状況

が，定量的にも大体予想できる段階になってきた乙と。

( 2 ) 燈と有害ガスの人聞に対する許容限度については，特 lζ 被合作用

および心理的影響などの面で不明確な点が多く 残 されており ，今後の研

究の進展が期待される とと 。

( 3 ) 建材の難燃化 と，煙および有害ガスの発生程度との関係! とは，相

反する条件もあるが，結局は，燃焼 ( 熱分解) 速度を低下させる乙 とが

発煙速度を低下させ，避難，救助および消火などを行なう時間的余裕を

与える点で有利と考えられる 乙と。

( 4  ) 建材，特にプラ スチック 系材料の選定に当っては，それらのもつ

種々の有利な特性と同時! C ，防災面をも考慮し ，総合的な判断をする必

要がある乙と。

( 5) 建物の火災時に発生する煙と有害ガ‘ スから人命を守るためには，

その主な発生源と考えられる建材について発煙性の少ない材料を選定す

べきであるととはもちろんであるが，単! と材料函ばかりでなく ，その他

の建築計画および設備の分野の対策についても同時に十分考慮し ，全体

としての安全性を高めるようにすべきであるとと。特に， 他の目的か

ら，やむを得ず比較的発煙性の大きい建材を使用する場合 lζ は，設計計

画面または設備面での対策を充実し ，終局的な安全性の確保に努めるべ

きであること。

なお，末尾! C ，関係文献をまとめて掲げ，読者の ど参考 !C供すること

にしたので詳細な点については乙れらの文献を参照されたい。
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いつまで草と石灰の話( その 1 )  虫日次村{
呂

要で，人類が火を使う乙とを知ると幾何もなく石から白い粉ができる乙

とを知った筈であるからである。彼らは山火事の後に岩が白い粉に変っ

ていたり ，にわか雨 lζ 岩から激しく i易爆の立つのに驚いて科1々の名を呼

んだ ζ ともあったろう。あるいは炉ばたの石でとの乙 とを知ったかも知

れない。 と乙ろが実際 lζ 石灰と明記している文献は少いようで，広辞苑

の「しらっち式の解をするほかないったとえば法隆寺の白壁の一部の漆

喰塗は後世の補修のものであり ，古い物は「思うに花商岩の風化粉砕され

たものに して法隆寺F付近の河底なる細砂と同一なるべし J ( 法隆寺金堂壁面

保存調査報告，大正九年〕とされ，土物壁の大先輩格でもある。 fこだ注12にされ

るのは，窃は言語窃と亜麻で穆着材は細砂と訪を水てj 豆り合わし ，さらに

鹿角菜の類のものを加え油と水で・乙ね返して塗付けたものと考えると ，

同時に報告されている乙とである。

その後奈良朝になると ，東大寺輿福寺を初め諸国の国分寺の建設とな

り，平城京では造れる人は ， i 瓦葺朱彩壁塗」の家をなる可く造れの布

令があり ，大陸風の注文とすると白壁であろう。しかし石灰は法華寺lζ

( 福山敏男 . 臼本建築史の研究) ， i 上塗1Cは石灰または白土を用いた

らしく白土三十石が佐保馬庭坂かる運ばれた石灰五石三斗二升が東大寺

から借用され同三十九石五斗八升が賞われている」とあり ， i 白土の簡

の料と して熟麻百三十二斤」が下用されている乙とが紹介されている。

乙乙で明らかに白土と石灰の区別を見るのである。 施工技術には申分の

ない貴重な資料であり ，白土や石灰の品質，土物壁の塗方など想像する

には格好の材料である。しかしその後の文献の白土とあるのは，石灰と

の区別のものではないことが多い乙とは注意を要する。

また同氏の石山寺造営の論文lζ も非常に面白い記録がある。 i 堂の装

wは中塗了りぬ， { 旦掘土障る事有る! と依り外壁は末だ塗らず」とあっ

て，土の良否が問題K なり ，また黄土，赤土が用いれ白米が白土や赤土

lζ 合する料と して，また白米が「白土に合す能理( 糊) 汁の料として下

用された乙とが記されている。勘ぐると ，黄土，赤土は場所柄大津壁の

源流のようにも恩われる。( 中村伸氏[ 立大津かベの呼称、は江戸初期に i朔

るとされている)

また注意されるのは，下塗の採土や位ね方E ! i 入などの排えまでは役夫

によって仏堂の下塗中塗などは土工( 壁塗の乙と〉が受け持ち ， 足庭

( 場) は足庭作夫が作った乙とが特記されている。土工は賎民の仕事で

ある し，それだけに足場位は自ら掛けたと思われるのに ，別扱いとなっ

ているのは職業の分化が見え ，賃銀材料の価格等次第に明細になってき

た乙と とともに牛歩ながら業界の進歩のあとが見える。以上二例では奈

良朝末の皇室は大津監塗式土物壁であったように恩える。

さて 乙のような自室の壁は漸く多くなり ，桓武天皇大同五年「園駅館

本側l 蕃客葺瓦粉壁J ( 日本後記) の記録があり ，山陽道の主要駅館や難

波等の外交公館lζ 粉墜を見るようになったらしい記録は仕上壁の利用の

地方分散や一般化lζ 影響を与えたにiさいない。割れや隙簡の修理には，

調合の工夫を教えたに違いなし時代ととも lζ 涼み透るように技術が進

歩 し，分布されたろう。

次で平安京の諸建設となり ，都会地では寝殿造に 「塗篭の間」ができ

るにいたった。壁塗の室のようだが，肯定す る材料 もないという。乙れ

は四方を壁 とし妻戸をもって出入口としたもので，委戸lζ は白土が塗っ
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「あやふ草は岸の額lζ 生ふらんもげにたのもしからず。 いつまで草は

またはかなくあはれなり。岸の額よりも ， 乙れはくづれやすからんか

し。ま乙との石灰などにはえ生ひずやあらんと忽ふぞわろき。 」枕草紙

66の「草は」の中程の文章である。能図歌枕lζ 「壁におふ るをばいつま

で主主といふなりとある J ( 岩波文庫本) 。初夏につけた土壁の乾かぬ内

の長雨 Iζ 心細げに芽をふき出した草のあわれも女性らし い観察であり ，

石灰などにはえ生ひず - 云々が面白い。( 註，彼女の生年不詳，990  

- 1020位が働き盛り〉

さてその石灰の監は何時頃からあったのだろうか。わが国で白星まらし

いも のの文献に見えるのは，紀の仁徳天皇元年春の条の内 の 「宮垣室屋

霊色J ( おおとのうわぬりせず) が初めであろう。 しか し石灰か白土か明らか

でない。壁塗と断定する資料もないし ，塗装ともいい切れぬ天皇の節約

の徳をたたえるのが目的の文である。霊は徳川幕府の御普方諸職人日帳

には「シラッチ」と し，明らかに石灰と区別しているが，白土iζ 見える

ものは種々あり ，成分となると誰もやj らぬのが本当であろう。広辞苑の

白土( しらっち) i色の白い土。はく土。陶土，しっくい。」とま乙と

に心もとない解のあるのが本当の処であろう。

それでは絡がつかめぬので，江戸時代の物識をもって自ら任 じていた

佐藤信淵の経済要録( 安政六年 1859) の巻六開物上総の石灰の製法を見

て，その方から見当をつけよう。「石灰は諸国往々此れを出す。而 して武

州秩父山及山城の鞍馬山，江州の伊吹山同国石部等古来その名高し。凡

そ石灰を焼く』とは諸石皆焼く可し。然れと、も青石を焼きたるを極上とし

灰白色淡若手白色等乙れに次ぐ。階特色紫黒石等の石を焼きたるは下品と

す。総て石灰を焼くは無造作なる者1Cて絶壁t厚風を立てたる如き岩山の

ru下より直ち IC草木の結れたるを山の如くに積累ねて，乃ち火を放ち此

を燃やし其消えたる H寺! と梯児を掛け其崖lζ 著き能く焼きたる岩を鉄鎚lζ

て打崩し ，此れを細末 lζ すれば即ち石灰なり。但し此を細末にするに水

化風化の二法あり。其打出したる焼石 lζ 清水を断ぐとき直ちに粉末とな

る。 此を水化と 名づく。文俊にして三十日許も置くときは水を断ずとも

自然lζ 粉になるものなり。

此を風化と名づく。且又其

焼石を崩したる絶墜には幾

度も以前の如く柴薪を燃し

て石灰を採る可し。 此又岩

石の多き土里にてはー簡の

産業なり」とある。見聞 し

た乙とと「天工聞物」を参考

として書いたように思われ

るが，天工関物には栃灰を

炉焼している絵があり ，

「蛎黄味極珍美」など書い

である処乙の方が上のよう

でもある。

それはとにかく信淵の原

始的な焼成法を丸山 しにし

た説明は史的には，甚だ重

• 
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• 
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てあったとあるが. 四方の墜が塗壁か板壁であったかは明らかでない( 家

屋雑考) 戸扉だけが石灰を使った塗戸であったのではないだろうか勺私

見であるが，上記の法華寺や石山寺の記録や前記の清少納言のいつまで・

草の出るよう な壁 は土壁中の水を含んだ極から芽が出てい とほしくて抜

きもならぬ大きさになるほどの時があった内風通しの慈い場所の不乾燥

壁である ζ とを考えると ，塗墜と見てもよいであろうの恐らく彼女の l時

代 lζ 物珍らしく感じられた石灰を併用し . その灰の「あく J を知ってい

たから ，i石灰などには生ひずやあらんと思うぞわろき」となったのだと

みたい。扉には厚さの関係もあり可憐な草の ｾ￶ はなかったに迷いない ｭ

彼女の物の観察は鋭いc 色彩の感覚等頭が下るものがある。物 lζ 関しで

も物珍しかったせいもあろうが. 見方は22かでむつのく紙IC言及した文

が彼女lこ56回ある。もっとら彼女のライバJ レの作. 源氏物語ICは109回も

あるという。とれは二人の性絡の途いだと寿岳氏の言である( 寿岳文章

・和紙風土記) 。恐らく石灰ち物珍しかったのだろう。

ただ石灰には色気がなく，その上そのほかの利用を知らず， しかも生

25気にも彼女等の怪蔑していた賎民の吸うもので出る幕がなかったによ

ると思う。と乙ろが彼女等の知らぬながらの話もありがたく偶々彼女等

の時代から盛んにかべぬり J 5t:工，壁塗などの職1 ' ; が多く見え初め，仁

平三年lζ 壁大工( 兵範記) の名まで出てきた。 鐙塗工の内に何段階かの

階層のできた証拠であり ， 月IJ の見方をすれば， ある程度の集団作業を

要するような壁工事があり ，また工事虫: があったことを恩わせるのであ

る。

j朔るが延喜式巻34木工寮の土工の定めの l付lζ 編段夫一人等木舞怪の1三

聞から材料の明細積算の仕方ゃ白土 ｾｴＧ｝ｩ 卜料の白米 ， 白土の簡の手間まで

規定されている乙とからみても，文献のみから見た壁塗よりかなり ，控

塗の実用化は進んでtいたとみる方が正しいようで，平安末ともなると ，

土壁塗は次第に地え，仕事の分化も進み，その統佐iのために ，壁大工の

できた乙とは当然と思う。文献不足の落し穴があるようである。

藤原定家 Ｈ ＱＱ ＶＲ ｾＱ ＲＴＱＩ の目録である明月記には ， 偶々ｍＺ塗 ｬζ 関する

記事が多く ， 乙の ｬ 時代の墜塗の文献の穴を埋めｾ塗が一般に普及してい

た乙とを怨像させるにまことにf l : ill な存在である。文暦元年八月の京の

火災の記事 [ζ 災害地の広大を伝え. i 払地焼亡，土; Q - 不知員数」とある内

ζ の場の土倉は鎌倉時代に起り室町時代に発達した金貸の土倉ともとれ

ないこともないが，土殺式の壁塗の家が多くできていたとみた方が無難

であろう。

また究喜二年 ( 1230) 六月二十四日の条に i .111柄昨日塗壁，今日塗石

灰J とあって旧暦の六月の暑さに生乾きの皮合いをみて，上空をした乙と

が ， それと後えるのは面白い‘工法からして上塗も ＷＱ Ｇ ｾ く Ｎ 鉄銀を使った

のは別図1上' 保二年 ( 1214) 東北院歌作せのかべぬりの絵

で判るし，その歌合せの歌の白土「をかさねてしろき」

は歌を離れて商売気からも物思わせられるのも古占の面

白さであるう明月記はまた「新屋之壁，雪氷之間，不塗

f専問，明日己入，用努不格得事多」と土壁' のみE結の用Z去

をみるし ， i 相国御俊敷，総司北七間新進湖宮」とあ

って，仮屋式の桃えにも壁塗かみえ詳にできないのが残

念であるが，建物内壁の塗坪か次第にi也え初める傾向を

みせているう約 8∞年を経た現在，逆 {ζ 建物の金坪の率

が次第に減少しつつあるのと思い合せて面白い移り変り

にX¥がつく。

カの増大は町家の改善とな

り，京を初め堺，博多等の

裕福な町家には壁をつけた

J苫屋や住家が目立って多く

なる。

社寺や武家等の建物の改

良も次第IC進んだ乙とは申

すまでもない。洛中洛外堺

風図等にその一斑が窺える 。

ただ乙の時代 lζ 後 lζ 京壁西

京盛などといわれる土物墜

がff; 祖たちの好みなどによ

り，たとえば千宗E の場合

のように壁土で茶人の土斎

などが見出され，好みの壁

11-、

東北院歌合せのかベぬりの絵

をあれとれ試みられ， 目覚ましい発注をみた乙とは特筆すべきであろ

つ。

しかしその道の方! とお叱りをうけるかも知れぬが，多彩な壁面の相巡

のみで，土地土地で民家IC塗られた墜が多く ，その着想の源をなしてい

る乙とは想像 {ζ 難くなし、。面白いとか， しぶいとかの砂土があれば，何

処lζ もできる性質のもので技術的には殊更に取上げることでもなさそう

である。たとえば油粕の絞り汁や苦汁で築いた築地の崩れ土を使ったり

したEまでは ，面白い lζ しでも ，偶然としかいえない効果であろうからで

ある内乙の時代で，本文として重要な ζ とは戦国 JI寺代花火薬兵器の導入

となり ，耐火的の建物の必要ーから瓦控白豆の飴，城郭の建築が幸子るしい

発注のあった乙とである。

ただ乙の時代の館や城の壁の織子が適確lζ つかめる資料がない。その

判断の資料Iζ 別図二を掲げたが，その後幾何もなく桃山時代 lζ 入るので

あるから ，石灰，白土，<lYJi灰等は僅かながら各所 lζ 産出をみるよう lζ な

っており ，使用法も小規模のものはかなりの家数に上っていたとして間

迷いなし、。戦法も大[ l I CJ記の柴飢合戦記の説話だが， i 或は鉄砲. 火矢，

投4公明を以て屋宅を焼き破り J ( 秀吉，淀川一益を攻む) とあると乙ろ

からみて ，小牧の戦IC榊原成政が「城構えもみな板塀なりしを康政岡崎

より ，白上とりょせ白くぬりあげしかばJ ' .rの粉l，?j のごとくみえたりの」

とあり ，攻め方に関係があるが，m: 塗ではなかったのかと ，後で秀吉を

ｾＺｲ ￭ かしたと東照宮街 ｬ 実記附録十八にある。乙のような乙とから岡崎城は

もちろん ， かなり小減までｾ塗 ｬζ 改造された様織が従える。尾張三河で

は蛎灰 ， 江州美濃の石灰は文献にも ｉｱｾ 出を伝えている。 ( つづーく)

その頃石灰を使った例に ，天竜寺の庭園の池の改修工

事がある。「法皇御幸f[1山殿1也tft} 除事. 行御沙汰，近年一

向水留之間猶深掲云々。如墜可塗由敏fQJ 下J ( 舵元六年

二月三日実可ｾ卿記 ＨＱ ＲＴ ＳＩ とあって ， 三和土で他の底の

防水工事か行なわれた模織が滋える。三和l土の初は一喜子

古そうだが，それに当る文献を知らない。十四位紀の終

りになり室町幕府の勢威が衰え初めた頃，京? TSI こは金融

業者たる土; u が何百軒もでき ，酒屋と称した金貸も泊加

して町方 lζ 土蔵造りの構えを持つ家が増加し II JTff<. の経済

畏篠合戦図 〈成瀬氏蔵) 千世乃松 根 下 松 平太郎左衛門邸

民恨材料がまちまちである乙と ，大型と其壁のある乙 庖線は: t ，t u: で壁が大壁であるの IC意味がありそうであ

となど注意したい。 る。
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出席者( 順不同)

工学僧士 若 林
実 氏 ( 京 都 大 学 教 授)

木 田 幸 夫 氏 ( 大林組 設 計 部)

宮 川 達 郎 氏 (泉 設 計 事 務 所)

長 田 正 雄 氏 ( 大阪建築事務所)

若 林 嘉 津雄 氏 ( 日 建 設 計 工 務)

倉 石 秀 夫 氏 ( 竹中工務応設計部〕

宮川 私たち，協会で「鉄骨のデザイン」とい う本の編集をやりながら ，

新しい規準案について勉強する機会を得ましたが，その際 IL ，京大の若

林先生lζ もいろいろど指導いただきました。幸いに して若林先生は新し

い規準の作成κ たずさわ られて，その内容についても詳 しくど存知なの

で，先生をお囲みして，私たちが今までいろいろと討議して来たととを

一度整理しておこうという意味も含めてその規準案について座談会をす

る計画を立てた次第です。) 1 鼠序だてて話を進めるととはできないかも知

れませんが，まず若林先生 1[ ，新しい規準作成のねらいや経過などにつ

いてお話をお伺いしたいと思います。

若林( 笑) 現行の鋼構造計算規準は，昭和凶年頃， ドイ ツのD I N を手

本にして作られて，その後，いろいろ手直しされて来ましたが，最近，

高張力鋼のようなずf建材がでてくるにつれて，たとえば許容座屈応力度

などで具合の悪い点がでてきました。乙れが大改訂のきっかけではない

でしょうか。またアメリカの規準などでは，どんどん新 しい研究成果を

取り入れてたびたび改訂されていますが，現行の鋼構造規準は，括主接lζ

関する事項など途中で追加された部分もありますが，改訂された箇所は

きわめて部分的であり ，新しい研究成果を積極的 [ζ 取り入れるととがあ

りませんで した。したがって，乙の際思いきって大改訂を行ない，新し

い研究成果を大いに取り入れようと したわけでしょう。また従来の鉄骨

格造は山形鋼などを使った工場建築などが多く ，規準も乙のようなもの

を対象 Ir . してできていましたが，最近はH形鋼などを使用した事務所建

築などが多くなったので，規準の内容も変更あるいは追加する必要を生

じたわけです。

新規準の内容として， 許容曲げ応力度 lζ 横座屈の考えを入れた乙と

や，幅厚比の制限をはっきり示したこ となど，従来のものより厳しくな

った点ですが新しい研究の成果を取り入れたものといえましょう。また

規準の構成が従来のものと大きく変りましたので，なれるまではわかり

にくい感じをもたれると思いますが，従来のものより合理的な構成にな

っているので，なれれば問題はないと思われます。そのほか規準木文lr.

図がないと とや，解説は規準の運用の方法だけを最小限述べる ζ とにし

たので，乙れも一寸とっつ きにくい感じを与えるようです。

宮川 今度は ， 使う方の ｾＡｉ ｪ から ， 新しい規準 家をどう 考えているか ， お

話 ししていただきたいと思います。

従来は，曲げに対してすっ きり していま せんで したが新しい規準で

は，横座屈を考えた許容曲げ応力度が定められています。局部座屈 lr.対

しては ｲ� 厚比の規定が 示されている こと や ， 許容圧縮応力度が ｾｉ￴ｾ 性範

閣内では従来より多少低めになっており ，また，ボルト ，リベット ，溶接

の許容耐力も多少変っているなどありますが，内容的 Ir . は従来のものと

全く変ってしまったというわけで・はないと思います。ただ，規準を作る

際lζ ，鋼管構造薄板鋼構造などほかの規準との関連をはっきりさせてほ

しかったですね。また ，最低線をおさえた建築基準法との関連をどうす

るかが今後残された問題であると思います。われわれ使う側としては，

それをどのように使い乙なすかが大切なととであるわけですが，新しい

規準を使うと ，鋼材が多くなるとか，少なくて済むとかいった経済的な

問題は別にして，どういう風にそれを使っていくかを取り上げて話を進

めて行きたいと思います。新しい規準を使って，どういう点がよくなっ

たとか，また困るかというようなことがあると恩うのですが，いかがで

しょうか。

長田 新しい規準では，許容曲げ応力度のところがわかりにくかった。

具体的には曲げ応力度の分布によってどのように扱えばよいのか疑問が

あります。良くなった点はω法がなくなったことだと思います。従来，

座屈の性状は，断面形状できまらず，応力皮 Ir . よってきまるというよう

に誤解されやすかったのがなくなった乙とでしょう。今後，研究が進む

と思いますが，弾塑性の取扱いをもう少し取り入れられればよかったと

，思います

木田 新しい規準で問題と恩われる点は，ラチス柱の場合は，それをラ

チス材として解くか， トラ ス材として解くかで結果が違ってく る場合が

あります。だから ，どちらで取り扱ったらよいか，その限界があると思

うのですが，その限界をはっきりさせてほしかった乙とです。

宮川 設計者としては，曲げ材の算定の点、に理解しにくい点がいろいろ

ある と思うのですが，その点をもう少し話してほしいと恩います。は じ

め私は，座屈長をどうとるか，つまり横座屈防止材閣の距離なのか，支

点間距離でとるのかで思い違いなどがあって修正係数の考え方で多少混

乱を覚えました。曲げ応力分布が梁中央と端部で迷うような場合の座屈

とか，端部拘束の取り扱いについては，今後残された研究課題である と

思います。長回さんはそれについてど意見をもっておられたよ うで した

がいかがですか。

長田 問迷っているか も知れませんが，特 I[ 短期の場合梁の端部で局部

的IL大きな曲げ応力が生じると きは，その部分での存在応力度で C heck

すればよ いのであって，局部的な座屈応力度の超過は，梁全体の横座屈

にはほとんど影響をおよぼさないと考えられるので，梁全体の曲げ座屈

は考慮しなくてよいと思っているのですがっ
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木回 日本の場合は，地震カの影響が大きいので，4寺lζ 住と梁は完全に

Fi x され る。そ の場合，往梁接合部で梁の上フランジと下フランジ は柱

{ζ 拘束された状態に なっています。そういう点が，アメリカの慣用的な

梁の取り付け方と 拘束状態が違うので，梁の局部的な座屈は，柱 lζ 拘束

されて，梁全体にあまり影響をおよぼさないのではないでしょうか。長

岡さん，乙ういう乙とでしょう。

長回 そうて・すわ

木田 特 lζ 裂の 巾より ，柱のけI の方が大きい場合が多いし ，その場合梁

の両端部でカバープレ ー 卜をつ ける のでさ らに端部で拘束され，その部

分では横ゆれしなし、。

若林( 実) 動かないばかりでな く，回転もしないて-すね《

長田 そういうととで私は ，梁の端部で局部的 lζ 座屈を起乙しでも ，構

造物全体としてはたいした影響はないと患ったのです。

若林( 実) という乙とは ，端部でやられるときは ，横座屈が起きても大

勢 lζ 影響ないという乙とのよ うですが，乙れはちょっと問題があります

ね。端部の拘束によって横座屈耐力があがる乙とは確かですが

若林( 孫〉 新しい規準案で，画期的なものの一つは . 認の横座屈の考え

方を導入した算定式を提示している ことです。 しかし ，実際 lζ 設計Iζ 適

用しようとすると ，とういう数値を使ったらよいのか判断rc迷ってしま

います。ラーメン梁の湯合は，一般に梁の上フランジは全長にわたって

コンクリ ー トスラプで拘束さ れている し，端部は上下フランジとも住で

拘束されているので横座屈に対しては随分有利になる筈です。したがっ

て，lj b がある限度以下であり ， 巾厚比の制限を満足しておれば，横座

屈の考慮は必要ないのじゃないですか。規準案の (5. 7) 式 ， (5. 8) 式

!こかかわらず， ある限度内は実用的にん =んでよい範囲があると思う

のです。

若林( 実) 下側のフランジですかっ

若林( 嘉) 下側も上側も ，たとえば ，断面一段な架で，さきほどいった拘

束が充分な場合では . I j b か25程度以内ならば& も応力の大きい部分，た

とえば端部で，ん= んとして Chec k しておいて充分でtはないですか。

木田 実際は ，梁端部からはなれるにしたがって，柱の拘束はだんだん

減ってきます。また，そのような個所の応力は，端書官! こ比べれば小さく

なりますっといってらかなりめりますが，そのへんのかねあいをどうす

るのかが問題だと思います『ハンチがある場合，どうなるかはまた問題

になりますね。丞直ハンチを設Jf してはいけないということもない沢で

すね。そういうときの考え方はなお難かしい。

宮川 結局，曲げに対して新しい規準ｾを条文通り伎うのであればいい

のですが，使い乙なすとなると . 相当経験とか判断がいると思います。

単純梁に適用する場合 lζ は，新し L、規準でそう解釈に差のでる ζ ともな

いが，日本では ，ラーメン構造物としての梁が多いので，そういう裂の

検座屈についての詳しい解説があれば，もっと使い乙なせるようになっ

て行くのではないでしょうかさそういった所 lζ ，アメリカとは巡って，

日本の特殊性というものを綴り込んでいったら ，もっと進歩的な物にな

ると思いますが。

若林( 実) モ ー メントの分布の状態や ｊ ｾ 端部の支持条件ーなど ， アメリ

カの設計も日本のとほぼ似ていると思いますが，アメ リカの規準でもき

め ζ まかく指示していませんねヲ弾性設計の場合は，とにかく予想した

座屈耐力が発搾できればよいということで，秘方向の者li 問11材の間隔や附!

性 ・耐力などを決めればよいわ けですが，現在のと乙ろ資料が足りませ

ん。塑性設計の場合は，考え方が迷い ，裂の耐力を発婦できるよう ，ま

た塑性ヒンジの回転能力が充分であるようにという観点、から補剛材の間

隔や耐力を決めます。 ζ の点に関しては ，最近アメリカで研究が行なわ

れつつあり ，また設計 方法の系奈のようなものも発表されています。

新規ifl1策で，現実に則 した横座屈の取扱いについてあまり密かれてい

ないのは ，資料がないためです。主要メンバーなどで横座屈の取抜い方

によって設計が大きく変るので，大変重要な 問題だと思うのですが，今

後の研究rc待つほかないと思います。

長田 実際に設計する立場としては，その点をはっきりとしていただき
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たいので・すが。

木田 特 ( c コンクリ ート スラフ' がついた場合，上フ ランジの座屈は止め

られている。と乙ろが，デッキプレー トが熔接されている場合はどうか

というと ，乙れもまた問題で，デッキプレー トの場合，梁 lζ ベタ !と溶接

しなければならないのか，セン溶接でよいのか，その辺の技術判断は定

説がないので，適当! とやっているというのが現状なのですが，それに対

する技術的な判断の資料が錠供されればよいのですが。

若林GiD 中央部モーメントが，雫端モーメントより大きい場令 C = l

として設計するというのがありましたが，あれをそのまま適用して，コ

ンクリ ート スラブと上フランジが12紡されている乙とを無視して裂を設

計すれば，今迄設計して米たものより ，かなり断而の大きなものになる

と思うので、すが。

木田 下側フランジでi ) とまってくるから ，上側フランジがとまっていて

も関係ないという乙とですか。

若林0;，，;) 梁の横座屈からくるf " の問題です内そういう風 lζ 考えれ

ば，今迄設計してきたものはかなり Out ( となるものがありますね。

宮川 従来は ，形鋼で bj l < lh5 であれば，横座屈は考えなくてもよい

という乙とでした。現在 市販されている H 形鋼について，規準策の (5. 8)

式で ん より大きくなる範聞を調べてみたと乙ろ ，大体Yzo{立になるので

す。 それが (5.8) 式できまって，ft 以上となる限界，つまり横座屈を

考慮しなくてもよい目やすとしては ，フランジ rlJ がスパンの大体%。と

考えてよいといえますn だけれど. ラーメンで， 地位力が主になる湯

合，下フランジの座屈というものは，巧ーえ方 lζ よってはいろいろな設計

の仕方が出てくると思いますねm

長固 また ，地震力の場合 ，Ｑ［ｾ ｩｊｩＺがｴＧｩ ￮Ｇ が ｊ にかからずに ， 変動しでかかる

場合 ，!{{は Compr ess ion になって，住居する、j前 lζ T e nsi on r乙変

るというような場合も考えられそのへんはどうなっているかという研究

は， アメリカではどうでしょうかe

若林( 笑) 最近始めたようですけれと内

長田 実際アメリカの設計では ，Jtbだに小架が y絞って，その上にデッキ

プレ ート が載せてあるのだから下側フランジにはあまり拘束がないよう

な気がするのですが

若林( お) ー; 様な曲げ応力を受けている裂とか，あるいは ，三角分街と

か，放物線分布とかの場合がJt，. えられますが，一様分布のときを規準 ( c

して，中央モ ーメン卜が端部より大きい場合は C = l とする考え方は，

三角分布放物線分布の場合は安全側 lζ すさると思います。たとえば若林

先生が苫いておられる トラスの座屈長さの五号え方のrl J rζ ，曲げモーメン

トの分布によって んを修正する式が与えられていま したね。あの厳令と

同じような乙とが ，ｆｵ ｬｬ Ｍｷ･｢ のＡＢＱｾについても考えられると思います。

F ull -web  については (5. 7 ) 式， (5. 8) 式というものがあり ，ラチス

梁については，lk を修正するという考え方では曲けモーメ ン ト分布の形

によっては ，F ull - w巴b で設計した方が不利で，ラ チスで設計した方が

• 
ｾ＠

.. 

• 

• 



• 
司仇

• 

• 

• 

若休 実 氏 倉 石 禿 夫 氏 宮 川 逮 郎 氏

有利になるという矛前が出て来そうです、

宮川 それから繊座屈の所でもうひとつやや乙しいのは ， Li ght  Gage 

の場合だと思うのです。 Li ght Gage については従来の規準 lζ 横座屈

の検定式がありま したが，今度は (5. 7) ， (5.  8) 式で統一するわけで・

す。そうなると ，Li ght  Gage の場合，大抵 ( 5. 7) 式の方できまりま

す。ねじり抵抗が少ないので，(5.8) 式ではきまらない と患い ます。そ

うすると ，h/6 の部分についてで= すが， リップのある場合，面倒!な乙と

が起る乙とがある。たとえば，Cー 1∞X 50X20 の場合は，あれの h/6

となると ， リップの部分で有効でない部分ができる。リ ップの部分は全

部を計ｴ［ｊ ｾｋ 入れてよいのかどう か ， 乙ういう場合はとう扱ってよいのか

未だに解らないのです。 L ight Gage については元の規準の方が扱いや

すかった。 Li ght Gag巴を使う場合は，横座屈を考慮しないで。よ い box

形を使うのが良いのだろうと考えています。 Li ght Gage  KI刻しては

別規準でもよいと思うのですが ，無理に新しい規準 lζ 含めなくても・

若林( 実) アメリカの場合は Li ght Gage の研究と規準作成はコーネ

ル大学が主になり ，重量形鋼はリーハイ大学が主になる といった ととも

あって，両者の方式が違うわけですね。だからその点、の矛盾はあまりな

いのですが，元の) ¥! j ' 板構造規準にでている横座屈の式はそりの抵抗で，

弾性の式だったものが，新規準では非現ii 性のそりの式ですので，，償座屈

から決まる許容曲げ応力度については元の方が有利なわけです。

若林0'*) 鋼管- 鱗造については，今度の規準案で充分設計できます。

木田 諮はかわりますが，鉄骨鉄筋コンクリートというものが日本には

あります。今までは，応力式であったので鉄筋とうまく組合せができた

のですが， 乙のように l より小さくなるという Check  になってくる

と，鉄骨・鉄筋コンクリ ー トの方もそれに合わせて変えて行くかどうか，

また鉄骨鉄筋コンクリー卜は，鉄骨の規準 K 含まないのかとい った問題

もあ るわけです。式の表現としては，どちらを取るべきか，現実にはそ

ういった問題も当然出て来ると予想されます。鉄骨を鉄筋コンクリー卜

の鉄筋のかわりと考えれば，それはそれで良いが，現在のまま では，鉄

骨は乙の規準で設計し ，コンクリ ー トは，R C 規準 R:よるとい う乙とで

は，二つが結びつかない と思 うのです。

若林(笑〉 鉄骨鉄筋 コンクリ ー トの小委員会は鍋構造分科会 lζ 属するの

で鋼構造を主に考える乙 とになる でしょうが ， ｾ加式という乙とですか

ら両規準の表現の相巽をどう調整して累加するかは問題のあ ると乙ろで

しょ う。

宮川 曲げと軸力を受けている組合せ応力の場合ですが，日本の場合は

割合 fC簡単な表現になっていますが，アメリカの規準のように，修正係

数を入れた式を使う方が，計算はやや乙しくなりますが，もっとスッキ

リした分りやすいものになるのではないで しょうか。

木田 今度の* ( 鉄骨のデザイン) では，その点をカバーするような解

説が告いであるのですね。

宮川 A IS C では乙うなっていると解説にー占いておいたのですがね。

ちょっと式が複雑ですが，修正係数の扱い方がわかりやすいし ，誤解も

少いと恩います。やはり今度の規準では横座屈のと乙ろに ，一務問題が

多いと思います。次にボルトとリベットの方ではどうでしょうか。

倉石 大体，今までボ J レトはウイット ICよって来たのですが，今度の規

準案ではメート J レ系だけになっていますっすでにボルトの J IS がメ ー ト

J レ法 lζ 改正されているためでしょうが・・ボルトメ ーカーからもいつから

メート ル法に切 り変わるのかというようなことをよく聞かれます。メ ー

カーの方ではすでにその用意はできているとの乙とで・す。何を契機にし

てそれを切り変えるかはわれわれにはよくわからないのですが，私自身

としては外に余程の理由でもなければ，今度の規準案の「案」がとれて

正式に発足しだしたとき K 切り変るのではないかと考えています

木田 その ζ とですが，乙の前，住金の鋼管工場 iC行ったとき ，パイプ

の径は ，インチサイズの方が世界での共通性が多いという乙とで，パイ

プをメート J レ系に変える乙と lζ 対しては批判的でしたね。そのような ζ

とが，ボルトの方にもいえるのではないで・すか。

倉石 ボJ レトの輸出品がどの程度あるのか詳しい乙とは知りませんが，

あのような強い印象は受けないですよ。

木田 この前，メーカーの人と誌をしたのですが，ボルトなんかは一番

変えやすいそうですね。まあ ，そういったところから ，順次手をつけよ

うという乙とだと思いますが， しかし世界の Wei ght がアメリカ iC相

当かかっているという乙とで， アメリカがインチサイズを変えない| 浪

り，今メ ー トJ レ系K 切り変えることがとれだけ得になるか， JI S を作成

する人が，どのような考えでやっているのかちょっと疑問に感じられる

と乙ろもありますね。

宮川 リベット ，ボJ レトでは縁端距離なども大分変わりましたし ， フィ

ラーの扱い も変わって来ました。そうなると鉄骨を加工する方でも今ま

での習慣を大分切り変えてもらわないとならないでしょう。

木田 頭を切り変えるだけではなしに ，ボルトメ ーカーそのものは ，余

り問題はないといっても ， 今度は F abri cator の方ではボルトの穴lζ

合わして治具を全部変えないといけなくなり ，国家的 lζ 見たら大きな損

失だと思います。われわれが設計する場合，別1 c 不便をかんじていない

のに，単 lζ 気分的 ICスッキリしたいというだけで，相当な混視を起乙 し

てまでやる必要があるのかどうか，アメリカは依然 として インチである

のに，どうしてその点にとだわるのか疑問1 c 思うのです。

倉石 ただとり係数を0.451ζ 統ーしたというのは，気持がよろしいです

ね。それ以外は越本的に変わっていないと思うのですが，ああそれから

引張緩合を正式に取り上げていますね。

木田 それと ， いわゆる Fri ct i on ということをおもてに出さずに ，

今度の規準では勅径で決めているわけですね。あれも最終耐力というも

のは，やはり軸径できまるので，Fr icti on が消えて，とり出しでもそ

の次1 C 9 ! 1 断でもつのですね。その場合，F ri ct ion でもつ場合よりも ，

! i ' J 断でもっている方がはるかに大きく ，倍以上もつわけですね。私の想

像ですが，表面的には弾性設計であるけれど，終局強度というものを頭

lζ 置いた考え方をしているのではないかという函がうかがえます。若林

先生，ハイテ ンポ J レトに ついていかがでしょうか。

若林( 実) 私は単に表現を簡単にするため K 乙のような形にしたという

風に考えています。ただいわゆ。る短期のような場合は，すべる荷重では

なくボルトが破域する荷重を基準にして設計してよいのではないかとい

う怒見もありました。

木田 現実には，ハイテンボルトでは短期の場合，とっても問題になら

ないのではないでしょうか。長期では図りますが，大きな地径を受けた

場合，建物が倒れるか倒れないかといった問題で・は ，とべる乙とはまず

問題にならないと恩いま す。

長田 皆様が問題にならないとおっしゃるのは ，やはり松終耐力 という

ものが頭にあるからだと思いますが。

木田 やはり最終耐力に対して，どれだ‘ け安全率があるかということに

なりますね。

若林(嘉) やはり必終耐力というものは大切だと思うのです。今度の基
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準法の改正案を見ても ，いわゆる趨高層といわれる柔構造に対しても適

用できるよう な案になっていますね。そういうものを対象に しますと ，

当然建物全体の最終耐力 とい うものを考えて ζ ない といけないわけで

す。基準法 とも関連がありますが，ζ の鋼構造設計規準案そのものも ，

最終耐力 Ir.関する部分を解説にでも取り入れてもらった方が，よかった

と思い ますね。

木田 しかし ，理論的lζ 長終耐力で統一しようとする と塑性設計という

問題がからんで来て，非常 lζ 難解なものとなってくる。まあそういうと

とで，一応，弾性設計の考え方で整理しておいて，局部的なと ζ ろにそ

のような考え方が幾分か織り込まれているというような感じは受けたの

ですが 一。

若林0'*) たとえば，巾厚比のところで，原案によると . m性域も考え

た巾厚比の制限という乙とも出ていたわけですね。それが成案ではなく

な っている。今でているのは部性域における 111厚比の制限でしょう。原

案では塑性域に入っても局部座屈を生じないためには . rt 厚比をとれ位

におさえるといった値が述べてありました。

宮川 だけど，本来は憐i性設計ではこの規準( r . よれ とい うと とで. m性

設計 lζ よる場合は . Jj IJ なものによるという ζ とで，それをー諸に してし

まうと ，適用の限界というものがあるのに ， それがチャンポンになっ

て，設計上lζ 不都合なことが起こり得るから ，本来は 2 つにわけで二l冊

の本 ILすべきなのでしょう。その前半だけが出たという乙 とで，今もっ

とその上の ζ とをいっているのですけれどー。

若林( 実) さき程の組合せ応力の式なとは ，塑性設計ーに移行するときに

適用できるような式にしておきたいためにあのような形に してありま

す。学会の鋼構造の委員会では近く塑性設計の規準の準備を始める様子

です。溶接協会で作 った塑性設計の案が近く発表されるそうですが，多

分乙れが素案になって検討が加えられるのではないで しょうか。また建

築基準法は来年一ぱいで改正になるが，大体新規準はカバーできるよう

なものになるという乙とですっしかし ，普通ボル トの使用範囲の件，溶接

の許容応力皮をすべて母材と閉じにすること ，それから許容応力度を F

を規準( r . して示す ζ とについては，益準法では総理のようです。

木田 とζ ろが新規準でいぎやろ うとすれば表現形式が乙れまでのもの

と異なるのでかなりとまどいを生じると思います。たとえば，座屈の問

題は従来の ω 法とｾって ， いちいち計釘 ａ すれば非常に面倒になる。そ

のため，われわれは市販の H 形鋼および従来から伎われている アングノレ

を組み合せたもの ，チャンネノレを組合せたものを含めて ，乙ういうもの

の座屈を簡単にチェックできるような数表，図表を作った。やや P Rめ

きますが，附録として，曲げ材の場合 IC: . たわみの値も簡単にでてくるよ

うになっており ，実際使っていただくと使利な乙とが実によくわかると

思いますっまた実際，こういう数表がある程度，監督官庁で承認され，

オーソライズされれば非常に実際の設計者にとって，便利になると考え

ます。

( 次いで，新A l ! f I ' l l l > l C そくして作占れた上遂の図表，数' u についての作成上の考え方について

の鋭明が本回 . 1宮川両氏によって行伝われる。その主旨は一応 ，新規司自案にのっとったもので

あるが. : t E 来の考え方で役計したものとそれほど喰い溶い力性じないように密かれている。 r<ii

E 分布などで簡略化したものに ついては ，質問された j晶合，それ紹当な解答ができるように腕

単擦を解釈して行っているなどである。また実際に ζ の続増築を絞って段針 してみて，今まで

の組問自にでもあった己とではあるが，いろいろと生じてきた問題点に関して，かなり細かい点

についても意見の交換があった。その主なものは ，組立伎のさい，それをトラス とし て扱うか，

ラチスと して倣う かで，ぷHJ i : のとり方，許容応1JN:. についての迎いがあり ，どちらで股計する

のが得はのか，また トラスとラチス の限界はど乙にあるのか。克服材の場合 . i< i i 極分布の取り

方，特 IC} j 宝物線分布のとき，わかりにくい点がある。また随屈をとめている二次部材の設計が

従来のも のと 比べてかはり重要度を地してきて，二次郎材の鋼材置が案外ばかにできないなど

である 。〉

宮川 それから溶接について何かあると思いますが ? たとえば，溶接

部が母材と同じ強度をもっとしている点など。

若林 ＨｾＩ 溶接について変わったのは部分溶け込み溶接を認めた乙とで

す。しかし部分溶け込み熔接は ，使用制限が当然考えられるべきだと思

います。それと ，溶接部の強度を母材と同程度にとるという乙とについ

ては，私は乙れで・良いと考えます。健全な溶接をするという乙とを前提
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としてのとと ですが 。

木田 私も同感です。というの は，乙うゅう乙 とは現在の監督官庁の自

分たちが安心できない乙と は認め ないという考え方に問題があ ると思う

のです。もっと建築家を信用すべきである と思います。したがって，溶

接のように ，理論的にもつものであれば，その管理の函を云々 し，認め

ない乙とは間違いだと思います。

宮川 最近技術も進んできたこ とだし ，もっと 技術を信頼し て，安全側

にすぎるものについては，経済的な方向lζ も規準を向け よ うと い うとと

ですね。

木田 余り法lζ 縛られすぎるので，建築設計者の方 も十分に設計手腕を

発障できない し，施工能力 も品質的な評価が社会的になさ れないようで

す。法をゆ るめれば，当然，施工能力 といったものも社会的に評価され

るようになってくると思います。役所を通れば良い という考え方では，

建築家の良心は無くなってしまうといった根本的な問題になると思いま

すね。

大体乙のへんにしておいて，まとめとして，ζ れは規準案ですから ，

今度 ζ れが成案となるときに ，益本的なものは変わらない とし ても ，ま

あいろいろと改良される点もあるか と思いますが，その ときに ，とうい

う形で直してほ しいというような乙とについて，要望という形で，ひと

つど意見をお聞きして，終りたいと思います。

若林( 嘉) 今，申しましたように ，横座屈長というものの考え方につい

て，わかっている範囲で，もう少し詳しく解説していただきたいと思い

ます。ほかの点は多少前よりも ，計算はやや ζ しくなりま したけれど，

数表， 図表などを使うことにより ， 随分簡略化 できるのでよいで しょ

う。全体をずーと見て，条文の崎成そのものが，かえって解り にくくな

ったと い う意見もあるのですが，慣れてしまえば，ζ の方がすっきりと

していると思います。

木田 この方が理論的ですね。

若林( お) 前の規準だと ，溶接なら ，溶接のところだけひろげれば全部

111ていたのが， 今度は， あち乙ち見ないといけないという意見がある

のですが，慣れてしまえばそのような乙ともないと思います。それから

51 ページの解説は 理解しにくいので， もう少し考えてほしいと思いま

す。

長田 今，若林さんがおっしゃった ，梁の曲げ座屈 ，そのへんをはっき

りしていただきたいと思います。もっと大きく いいますと . m性設21と

いうんですか，終局耐力で設; t I するという方向 lζ ，はっきり割り切って

続準をill いていただかないと ，何時までも困難が残ると思います。それ

と木旧きんが先lζ いわれた，建築協会の会長名で建設省などに依頼状を

山していただければ良いのですがね。

宮川 ほかにいかがですか。

倉石 今皆さんのおっしゃったことにつきますね。

若林( 嘉) それから ，まだ研究が進んでいない分野で，解説にも書きに

くい点があれば，以前 {ζ 出た「鉄筋コンクリ ー卜 の諸問題」と い ったよ

うな本の形式ででも出していただいて，われわれの判断のよりど乙ろに

なれば非常に結構と思います。

宮川 私も 曲げの設計が， スッキリするという期待を持っていただけ

に. { 前座屈の取扱いに関するもっと規切な ものが欲しいですね。解説が

もっと多くてもよいと思います。

木田 解説( r . 載せないのであれば，建築学会誌などに ，その説明を載せ

てもらいたいですね。それから ，建築経済といった立場から考えると ，

乙のような規準ができると今まで Check しなかったととを Check し

て設計がより安全になる。そのことは結構ですが，使用鋼材がふえる傾

向になってくる。その反対に，今まで研究不十分のため余分に鋼材を使

っていたと乙ろが，学問の進歩とともに少くてよいというととろがもっ

とあってよいのではないでしょうか。

宮川 大分話も長引きましたので，乙のあたりで終りたいと思います。

どうもありがとうとさ. いまし fニ。
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日本建築協会

月間の動き

口昭和42年12月分 口

理 事

. A.  

=  

6 日 4 時- 51時半於会館集会室

出 席 者 東 畑，塚本正副会長ほか 9 理事

五十嵐監事

殺事(1)名誉正会員推挙の件

(2) 定款一部改正の件

(3) 就業規則一部改正の件

(4) 1月定例理事会開催日の件

(5) i建築と社会」青年建築家特集の件

(6)事務局職員の下期貸与支給の件

(7) 入退会者承認の件

(8)報告事項

主計理事会

11 日 3 1侍- 4 1時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 梶 本 主 幹，中原，出中，伴各理事

議事 事務局職員下期11・与査定

編 集 委 員 会

50周年記念事業記録号用座談会

6 日 2 時- 411寺於会館集会室

出席者松村雄吉氏ほか 8 名

司 会 佐 野 正 一 氏

「協会の発展について」座談した

委 員 会

8 日 4 時- 6時 於 会 館 集 会 室

出席者多胡委員ほか 5 名

議事(1)2月号= 都市のい乙いの場特集報告

(2)3 月号= 50周年記念事業記録号報告

(3) 4 月号= 幼児施設特集幹事会案をもと

lζ 企画

(4)5 月号= 教育施設特集幹事会の件

(5)そのほか

作品作風小委員会

8日 6 時- 81時 於 会 館 集 会 室

出席者出江委員ほか 2 名

議事 2 月号および 3 月号の作品決定

50周年記念事業記録号用座談会 (若い会員)

22日 61侍- 9 時 於 会 館 集 会 室

出席者能勢次郎氏ほか 5 名

猪沢編集委員

協会のピジョンについて座談した

教 育 委 員 会

正副委員長，幹事会

7 日 正午- 1 時半於会宣彰長会室

出席者橋本委員長ほか 5 名

議事(1)鉄骨構造講習会の企画について

(2)43年度事業企画について

事 業 委 員 会

忘年惣親会委員会

8 日 6 時- 8 時半於太| 翻園

出席者 山本小委員長ほか 13名

議事(1)忘年懇規会実施計画全般について

(2) そのほか

委 員 会

14日 4 時半- 5時 於 太 閤 園

出席者政岡委員長ほか 15委員

議事 43年度の事業企画について

| 建 築 デ ー タ シ ー ト 編 集 委 員 会 |

幹 事 会

111寺- 41時半於会館集会室9 日

出席者 中原 ，松村正副委員長ほか 5 幹事

木村武委員

議事(1) 各工事別による掲載依頼会社の決定につ

いて( 塗装工事，機械設備)

(2) 掲載依頼会社の依頼先住所他不明分の処

浬依額状の発送について

(3) 掲載依頼会社への説明会について

(4) そのほか

編集 E グループ打合会

16日 31埼- 41時半於会館 3 階小会議室

出席者宮武幹事ほか 4 委員

議事機械設備に関する掲載依頼会社の決定K

ついて

委 員 会

21 日 3時- 6時 於 会 館 集 会 室

出席者 中原 ，松村正副委員長ほか 6 幹事

13委員

議事(1)第 l 巨lよりの出版実施にともなう作業内

容と日程について

(2)データシー ト掲1依申込会社の現況と今後

の勧誘方法について

幹 事 会

27日 511寺半- 7 時 於 会 館 集 会 室

出席者 中原，松村正副委員長ほか 5 幹事

中村委員

議題(1) 第一回よりの出版実施に伴う内容と日程

について

(2) データシート掲 l l i Q申込会社の現況と今後

の勧誘方法について

編集デザイン分科会

28日 正午~午後 31時 於 会 館 集 会 室

出席者池田幹事ほか 3 委員

議題(1滴品名( 工法名) の見出について

(2) データシート編集委員会編集の活字掲載

について

(3)会社名 ，所在地，電話の表示について

(4) そのほかシート編集の統一事項について

(5) 第一回シ ー ト編集と作業分担について

住 宅 委 員 会 |

見学と懇親会

12日 2 1時- 8時

出席者岡橋委員長ほか 13委員

永和工業，日本ドアーチェック工場見学後天

山閣において懇談会を開催

出 版 委 員 会

鉄骨デザイン幹事会

6 日 6 時- 9 時 於 会 館 集 会 室

15日 61侍- 9 時 於 会 館 集 会 室

出席者木田，宮川幹事

議 事 校 正 作 業，座談会企画そのほか

鉄骨デザイン編集小委員会

19 日 午前 101待~午後 5 時

於近畿電気奈良保養所

出 席 者 木 回 ，宮川斡事ほか'.3 委員

議事最終校を作業，そのほか

錫権造設計規準2障をめぐる諸問題について座

談会

19 日 午後 5 時半- 91時半

於近畿電気工事健康保険組合奈良保養所

出席者若林実氏ほか 5 名

会 勢 委 員 会

委 員 会

7 日 51時半- 81時於会館集会室

出席者 鷲尾委員長ほか 14委員

議事(1).uリ立50周年記念出版の建築データシー 卜

無料配布と会員倍加について

(2) そのほか

会勢小委員会

19 日 51時半- 711寺 於会館集会室

出席者岩崎副委員長ほか 4 名

議事(1) 会の魅力 ，ビジョンについて

(2)そのほか

50周 年 記 念 事 業 総務 委 員 会

記念事業写真グループ打合会

23日 正午- 61時 於 会 館 集 会室

出 席 者 原 氏 ほ か 3 名

「建築と社会」記念事業記録号の編集につい

て打合せ

会 員 忘 年 懇 親 会 |  

14日 61侍- 8時 於 太 閤 園

恒例により会員有志より多大の賛助後援を受

けて盛大に開催，寄贈景品も多数に上り ，余

興も盛りたくさんで盛会を極めた。

当日の出席者4∞名

6団 体 事 務 局 長 会 議 1  

7 日 10時~正午於大阪建設会館

出席者 10名

新年交礼会，建築 6 団体共催による仮称「万国

博に協力する建設資材展」等について打合せ

|  竺 の 入 会 者 〔敬称略) I  

〔団体会員 2 社〕

大 光m機隊式会社 九州m気工事株式会社大阪営業所

〔個人会員 56名〕

浅 井 晃 一

戊 井 洋 司

井上 勝

v ' 賀肱俊

岩 水 秀 夫

岩 本 芳 夫

魚 住 附 彦

内海 保

水 業 正 孝

小 川 克 彦

小 野 徹 郎

金 谷 新 次

川 見 沌 夫

木IB 陽実

木 村 締 久

北川進次郎

経 悶 文 雄

芝 悶 知 彊

須 山 孝 平

〔准会員 7 名〕

杉本 jlJ:郎

凶 村 秀 司

多胡 進

以己 l]j 

反 己 主幹一

谷本 Ji) 

谷 本 正 敏

谷 林 和 好

) f ，水百合子

土 出 光 夫

中 江 久 留

中 河 克111J

中 姻 和 英

中 道 正 己

中 村 災

西 岡 隆 弘

西 村 玄 通

沼J) ， 日Z之

締 本 勝 之

( 氏名省略)

花 悶 ラ62昭

林 享

説 村 保 夫

藤 本 公三

本 悶 寿 { 吉

見鍋 捻

松 岡 紀

松 谷 郷 雄

総本 俄

宮崎淳之介

村 上 祐 嗣

矢 倉 沼 省

八木悠久夫

山 上 英 見

吉悶 tl 省

李 i宜 件

若 槻 健 一

若山 ftl 生
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創立50周年記念出版

鉄骨のデザイン

[ 体裁] B  5  !j!I J  ( 182X 257mm)  8 ポイゴト活字一段椴組約 400頁

( 設計図面88枚) 図版多数挿入

本文・特別上質紙、表紙 ・特クロース上製本 ・特製函入

( 実例と考え方)

【価格】 定価 2，500円 送 料 250円

[ 発干IJ] 昭和43年 l 月

. 編集のねらい

1.  学会新規準案による断面算定表を， J I S 規格鋼材のほとんどを網羅して，

60余頁に集録した。独自の工夫により作られたこの算定表を利用すれば，

新規準案、による断面設計はきわめて容易である 。

2.  実例に従い，鉄骨設計の急所を，施工土の注意すべき点もあわせてわかり

ヤすく詳細に解説した。

3. 設 計 例 はすべて，新規準案により計算 し，部分的に現行規準と対照できる

ように編集した。

4. 実例にはいろいろな骨組形式と鋼材を使用しており，それらについての懇

切な解説から実際の設計に当り数々のヒントが得られるであろう 。

5. 巻末の豊富な資料は ，常に設計者の座右にかかすことができないものであ

る。

【総目次】

欽'f'] .miii の) 5えブJ

尖 秒IJ 平家ｾの［ￎｬ ｽＧ￞Ｇ ・ 総接構造の給仙

所 ・鋸屋根のある工場 ・クレー

ンのついた :0."hlt . 2階建の工場

内食堂 ・3階建の事務所 ・鋼竹

構造の工場 ・屋上独立欽地 ・il 墜

E: 形鋼による工場

ｾＳ 定欽什の溶接設，ｩＡ

fi'l ll 信託!.r，q占について

設，ij 資 料 ・鋼精進設計規準案 lとよる断面t ) :

定表

l 個の山形鋼 ・2 個の山形鋼 ・4 個の山

Ｍ 山 形鋼の引 ｾｒ 耐力 ・ ラチスの圧縮耐カ

採準形鋼規絡 ・各種断面lζ 対す

る最小二次半径近値表 ・アンカ

ーボノレ 卜計. t ; [ 図表 ・電動クレー

ンの主要寸法表 ・山形ラーメン

の公式表

特別資料 ・各極鉄骨材料一覧表とその解説

編集牢発行

鉄骨のデザイン (実例と考え方) 編集委員会

委よi 長 総 尼 俗三 ・大阪大学工学部

幹 事 木 田 幸 夫 ・大林組設計郎

幹 事 宮 川 達 郎 ・泉設計事務所

委 日 乾 克三 ・今宮工業高校

北 村 俊 夫 . mA<建設設計郎

"  
; I l 石秀夫 ・竹'rlJ 工務底設計部

佐 藤 哲 夫 ・竹 lt 工務居設計部

"  
長国 AUt ・大| 妓. u 築事務所

西川幸之柄Ii . 大阪市建築局

liiJ 川 陽一 ・村野森建築事務所

"  
森田 Eu次 ・川鉄総材工業

"  
桃 井 元i沼・大林組設計部

吉イ中 市 ・大阪府建築郎

"  
力 武 利 夫 ・清水建設設計部

"  
若林嘉詩 Ａｕｴ Ｎ 日ｾ設計工務

事量
電話 (231) ， 9648 ・9649 ・9640番

目 本 建 築 協 会 大限市東区北浜 3丁 目 捌 振替口座 大阪 3 9  9  7  5 番

• 
'‘  

.. 

ー'

• 

• 
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内 装 資 材 専 門l吉

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 NI Ji  di' I:.1Il 1烹北長狭通 4 - 1  O UI l ビル )

llI.il1i屯，i円 相1
1戸 ( 33) 0881- 3  
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般 設 備 ・ 暖 房 ・ 冷 房 ・ 換 気 ・ 給 水 ・ 給 湯 ・ 衛 生

ボ イ ラ ー ・ エ ン ジ ン ・ エ レ ベ ー タ ー ・ 冷 凍 機 ・ 電 気 ・ 電 話

• 
技術者・有資格者の派遣・常駐

一一 御一報次第係員参上一 一

ビル汽機管理株式会社|

大阪市旭区今市町 Ｑ 丁目ｾ番地 目

l mJ ) tl:flt . 1・

電話 目

夜間 (951) 0244 

特 許 岩 元 式 ベ ン チ レ ー タ ー l
( 電動式並園定型各種) 目

岩 元 式 ベ ン チ レ ー タ - A 型・ B 型・固定型

岩元式連塔換気装置

新 型 換 気 塔 N S ライン ( 強 制 換 気 扇 付 )

/特殊装置による風量増幅1

新型 換 気 塔 S Fスーパー { 換気扇の能力を倍増する j

最新型 採光排気塔( 風光) スーパーライン特殊増幅装置付

スカイライト工事・通風ルーパー

スチール及アルミサッシュドアー・各種シャッター製作施工

其 の 他 曲 加 工 一 式

• 
岩 元 工 業 株 式 会 社

大阪市東成区東今里四丁目 40番地

電 話 ( 981  )  0  6  16  - 0  6  1  8  
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C eneral  E lecl ri c  ( G.  E ) 社翌日

冷 1I1J A機 「ゾ ン ナ)vl ウ ェ ザ ー ト ロ スj その 他 れ 種 冷 暖 房 機

ｾｬ ｬＱ ｾ ｊ ｋ ボイラ ー ｲ ｬ 、ィテンプ ｊ Ｈ ＱＧＴＱｾｾ ｗｅｂ ｓ ｔｏ 村 校体 ｉ 悦 以 Ｉ

西日本総販売元

岩 佐 物 産 株 式 会 社

大阪ｉＯ ｩＮＱ じ ｉ Ｉ Ｈｾ 松 ｉｉ ｬ ｦ ＳＭＵＶＨ 附 λ Ｚ 尚 ピ ル Ｉ 正，，，ｲ， (364 ) 2238( fl: 必)

ｾ ｩ＠ J;( I' m ql 央 I;{ Ｇ＾ｬ Ｇ， ｬ ｬ ［ ｾ＠ ，:，';  )  - 1  0  Ｂ 正Ｑｉ Ｑ ｾ ( 551)  l079 ・1617

r， ，'， );{ di  ，Ii 1>1: 大 6融 jlJj 2 ー 7 '，[L"，r， (82 1)  3  5  5  8  

八 $1唱 ｩｊｾ＠ I/ i  大 }，I.¥ 111 [  3  Ｑ ， ｬｬＮ ｉｉｉｾ 八 中市 ｩ ｊｾ 514・1 4  

本 社

東 京

名古屋

四 国

，、

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備

設 計施 工

。
晃 商 会

大 阪 市 北 区 日 朗 自T 16 帯 地 1(1結 ( 364 ) 代袋7031

東京都千代凹 区神凹小川町2丁目l 帯地 m筒 ( 292) 代 表7751

広 島 市 紙 屋 町 l 丁 目 2 1昏22号 電荷( 47 ) 代表4535

福 岡 市 大 名 l T 口 8 番 12 号 1lt 筋( 76 ) 代表3795

名 古 屋 ・富 山 ・金 沢 ・郁，J J : 京 郎 松 江

設 ，11胞工1

i

 

ぺ
J

F

メ

ノド f:i i  

J1} . 換

14ド

冷

給

n浸

株 式 会 社

社

日F‘

本

文

創 業 暖 冷 房 換 気 ・温 湿 度 空 気 調 和 設 計

大 正 二 年 病 院 諸 設 備 -給 排 水 衛 生 水 族 館 設 備 施 工

22 斎 藤 省 三 商 庖

東 京 唐 東 京 都 千 代 田区丸の内 2 の 2 :h ピル 6 7  6 号

旬結 212(代 )3751

大 向ピル 6 1  6 号

需 給 443代 3361  

札 幌 庖 札帆市北十条西 1 8 丁目 3 6 需 1也 市開 61(代 )4371

名 古 屋 唐 名古屋市中区栄 3 の5 帯 2 9 号 千 代 田 ピル 5 1  4 号

司1ft舌 261(代 ;0641

京 都 庖 京郎市南区西九条容日町 4 8 帯 地 電結 68(代 ) 1781

研 究 所

取 締役社 長 城 II 庸 平

大 阪 市 北 区，:百 垣 間f _ .  '，'U，l，f ; 大阪371J 司7151 ( 代表)

Jl-/ij l r打点山 区 大 和大路 正Ifo I二Jレ '，'U，lわ; ¥" r. 1156J ，;)4 945  (代ぷ )

ｾｉＧ ，＠ ; 市 ' 主川区下山下通六ノ ー ・1也，1，f; ｾｉＧ Ｑ＠ ' 34 ｊｾ Ｉ＠ 5  8  9  2  

大 阪 城

株 ェ1

会 社

出張所

• 社
A  

z ミ

、

Z
業 株工賀須

衛 生 設 備

'，'U，ti ;  441- 5171 

屯 気 ・空 調 ・給 排 水 ・衛 生設 やm・設 計 施 工

気 暖 房 株 式

取 締 役社 長 官 谷 知 己

大 阪 市 西 区江戸槻 1 - 6  0  mil ，1i ( 441)  8231 大代

東 京 ・ 1 ' ，町 民 ・ 稲 岡

北海道( 札帆) 東北 ( fll l fi ) ・北|埼( 金沢 ) .  '1寸!fi l ( I.i: J;，' ;)

J;¥ .f，JI. 神 戸 ・阿 山・ 向 絵 ・熊 本 縦 浜

新 潟 ・i:i 山 . ti ，¥ )j: ・i 11  

会 社大 阪 電

「阿1 4  

空 気 調 和

大 阪 市 西 区 |二位 柄 通 l

本 l苫

文 l;t'i

'託業所

.' B  Ｑｬ ｾ 所
!万 一 - * J;¥ . 大 阪 ・名占住1.  J;¥ hl l ・神 戸 ・制 |日l支

'p;; 住所 一 広 J;h

冷 房 ・暖 房 ・温 湿 度 調 整 装 置

換 気 ・給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 ，1Iー 』 包 工

第 一 企 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 北 1，; 1 心 開T 1  r 口 5 7  

;'U: ，!1; ( 351)  ( 代 必) 2  8  0  8  

東 京 古11 X. 京 区 本 郷 l f l d l 2 - 5

i' tt 訴 (8 11 ) ({ ¥: Jf<) 6  2  9  4  

支 庖 出張 所 名 古 凶 . ｾ， ｩ＠ IMI  . 札 帆 ・仙 台 ・ 高 位 ・広 品

件%s f，f( n ・ 空 気 胸 和設 備 ・ 給 排 水 衛 生 設 備 ・ 塗 装設 備

・蒸 気 噴 射 式 冷 凍機 / 払 ，1・. 製 作 . }j 血1二

- 三 重 量 正 富 田i 日の

［，ニ，ｾザＧ

• ヰ土本

ネ土

-1，.; '1.  .  !t t  J; ':  ]i J.l j• ｾ ｫ＠ J;(  1m 11. 火 lえ劃1'1; 内6 ｾＨｊＩ ＨＵＷＲＩ ＷＴ Ｑｉ ｦｾ＠

人 目 ｾｾｉ ， ｬ ｩ 大阪市北 ｬ ベ ＧＱＧ 之 Ｑ［Ｚ ， 2  22 ⑪ ( 203)3721  ｦ ｾ＠

1' .  .I i  k! Ji l.lj r， Ili  h{ 山 中 1><: 叫 2 2  13 ⑪ (211)  1535  ｦｾ＠

:B'j l<' 叶 札 帆 fJl， 台 北 lみ 炉l' い ・仏};，'J 松 山 九 州

キオ建株 式会社

! K / ¥ 

i Z I  

¥! S/  
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空 調 設 備 の 頁

給 -排 水 ・衛 生 ・消火 ・|暖冷房設備

西原衛生工業所大阪庖

電話 大 阪 ( 458) 3151 番

百11 ・ 制 |司

大|仮 di 大ii 訂正 'I'Ht件I泊4l i l l l

U¥ ｾ Ｑ ｾ＠ JI) j- =  ;;C 

温湿度調整装置、暖房

冷房、水道、 搬送機設備

ti生，i I - 並ニI ! t ! i [  

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 底

叫 : (361)  5  1  7  7  ( 代 )

大 阪 市 北 区 沼 IU 11f T  3  0  "な .11; I  (364) O  9  7  7  ( 代)

本 社 点 ，jr /ij S千代 田 区九 ノ内 3 - 2  ( 新東京 ピル)

η!  ，1，号 (211) 8  5  1  1  .  8  5  6  1  (( I: )  

f山 f，d i f l i f丘 15 開T 6  0  

，'IJ: ，1/;  (21)  4  4  9  1  

名 内 川 市 東 区 点 I"J liir 町 3 - 6  

?日 J占 (971) 3  6  2  1  

株 式

審 社

仙 台 支 1，1，

給 水 衛生 空 気調 和 設 愉

設 計 施 工

:y，占I-f!. 支 出

日差 ・冷房 ・空気温温度調整装置

設 計 施 工

• 
回

“  

社

地2 丁 目

(443) 代 0 3 3 1  

番

A

Q

冨

2  

平

式

」

口

小

株

II I  

姻

'fZ-

大 阪 市 西 区 江 F '

1昔 話 大 阪 (44 1) 代 1 9 9 4  

業

取 締 役 社 長

工山平
: ": ¥ 

一←

大 阪 市 北 区 傍 回 8 番地( 新阪急 ビJ レ8 階)

電 話 大 阪 ( 312) 4  5  2  1  (代表)

来 京 都 千 代 田 区 神間 駿 河 台 4 丁目 2 番 地

妻子1
fi!!! 高

大阪支庖

4  

生・消火設備

工

暖冷房・給排水・衛

設 計 施

ネ土

Ci，uO診 空気調 和 装 置 各 種 冷 凍 機

設 計 ・製 作 ・胞 工

東 洋 キ ャ リ ア 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖

本

森 野 工 務 庖
株式会社

大阪市北 区ＢＺｴ ， Ｈ Ｚｊ ｩｊ ｾｪｦｦｩ 1 - 2 5  (新大 ピル)

n! ， ｬ ｾ 大阪 Ｈ ＳＴＴ Ｉ 1  5  1  2  (大 代 )

本 社 東 京 郎 中 央 区 日本締本石岡J 4 ー 2 (三-}I' 第二別館 )

支 崎 東 京 名 古 展 ， ' J 1 . ) 長 所 九 州

工 場 崎 玉 県 北 足 立 部 ・ * ; . 戸却1 足 IL 区

.. 
';rr J，f; (361) 附 6571

ｾｉｬ話 Ｈ ＲＶＹ Ｉ ＲＸＳＳ Ｍ Ｔ

大 阪 市 北 区 佐原田r 7  5  

* 京郎新街区新小川町 3 - 32 

本社

支庖

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 水 道

衛 生 ・ 理 境 衛 生 施 設

設 計 施 工

く m哩AI Itコ 空 気 調 和 設 備

宅計施工

換気 ・除塵設備悶

社

大阪 1市1; 丙 I医耳京 聞町町(町I 胤 l 丁 n 6  2  ;u:芯"れ4判43幻) 代J点屯必8剖16引1- 9

才名'1 1
1

山i/;以{，市1打; 'サ中|レ1村 F灰z 水 主町町fl の I  2  Ｇ ， ＱＱ ＱｬＱ ｾ Ｈ Ｕ別 Ｔ Ｑリ Ｉ ＰＹＶωＶ ＨωＵＵ 引 Ｑ Ｉ Ｑ同 ＶＵ 臼 5  

鼎4京Cr./I北医 1: 1卜a 条 1T II Ｙ Ｑ併性 ＲＲ 日 ［屯Ｑｬ Ｑ ［Ｑ ｾ Ｈω ＹＰ ∞ Ｐ Ｉ 5  1  4  1  

担判神|ド3り3戸守 l市1;'宇'1' 川! 医互北段4侠先i通凪 7 T III の1 '，(L"，f; (34)  1778 .  4386 

広 山 市 袋 町 6 lfi 4 号 m，活 (-17 ) 7575 ・7588

A

Q

一

A
式ネ来業エ田山

本 社

主 JJ:  

ｈ ｾ＠ ';1之所

東 洋 梨 工 業 織 式 会 祉 大 阪 安 倍

T  E  L  (443)  8  0  7  1  

T  E  L  (562)  1  3  5  1  

大 阪 市 西 区 京 町 場 4 丁 目

本 社 東京都中央区京締 2 丁目 9

支 I吉 名 古 屋 ・ 福 岡
咽k

温湿度 調 整装 置 ・冷暖房 ・倹気装置

フ ァ ン ・ ヒ ー タ ー ・ ク ー ラ ー

ス チ ー ル ・ア ル ミ ・ サ ッ シ ・ド ア ・シ ャ ッ タ ー

設 計 ・製 作 ・施 工

鋼 機 株 式 会 社

大阪市東区高艇締 5 - 4  5  (興 銀 ピ J レ別館 )

電 大 阪 代 ( 202) 7  7  4  5 番

東 京 都 北 区 神 谷 3 の 1 0 の 8

m 東 京 代 ( 901) 3  1  9  1 恭

点点打11)住区内 麻 布 4 - 15- 23( 第 5 興手II ピル)

m 東 京 代 (409) 0  1  5  1 番

屋 ・仙 台 連 絡 所 福 岡

理 研

大 阪 支 庖

本社 ・工 場

会 社

温湿度調整・暖冷房・ 換気給排水・ 衛生設備

設 計 並 施 工

日 本 管 工 業 株 式

代表取締役 市 川 繁 雄

ヰ土 京 郎市南 区 西九条 ｾ ｲ ｬｬ 町 Ｒ 0 醤 地の i

'41，11i (68)  5101 - 5  ・似 InJ と早川 (69)  1045  

大阪市北区天満 締筋 1 - 37 ( 大:1，白紙-1t.!1i )  

Y白川 ( 352) 3501 - 3  

四日市市浜 町 西末広 PIJ ＧｯＧ ｬＱ， Ａ ￭ｩ ｾ Ｗ ＴＳ Ｑ Ｍ 3  

Ilt 市 栄 町 2 ー 1 1  1  '，'11 ，!，l;- @ 3  6  1  0  

⑨ 

本

• 

大 阪 営 業 所

空調事業部

四日 市 営 業 所

津 営 業 所 古名日E支
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長 尾 正 大

本社 大 阪 市大淀区天神 橋筋六 (天 六阪 急 ビル ) ( 35 1) 4927代

4540 

大 阪 営 業所 ( 351)  4927代 サ ービス 事業 所 ( 328)  0364代

東 京 営 業所 ( 822) 0995代 エ 湯 ( 328) 0363代

エレベータ ・リフト ・カーリフト

製 作
L

E

I
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電 気 設 備 ⑤ 設 計 施 工

気 株

代表取締役 山 本 ↑ 奪 三

大 阪 市 北 区 中 之 島 3 の 3 初日ピルデイング

T E L 代 表 (448) 1  3  6  1  

大 阪 市 西 区 土 佐 娼 通 り 4

代 表 (448) 1  3  6  1  

京 都 市 中 京 区 西 ノ 京 中 合 mJ 2  0 の 1 1  

T E L 代 表 (81 )  9  2  9  6  

電 気 設備 の頁

社
〈
云式電陽

ヰ土

営 業 所

朝

本

社

トt

Ｊ ｾ ［ Ｈ＠ ｾピト ｴ

.{< 

営 業 所

'，Ii 

y!o. /;!i' 

よ〈

• 
，. 

会 社

a除

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

支社長 姉 川 正 男

大阪市東区，: : ，00陥五「日二八待J血 Ｇ心，ＡｾＮ大阪 ＨＲＰＲＩ 0325- 9 得

本 社 東 京 郎 千 代 田 区 内 神 111 1 丁日 4 { 書地

主 社 札 似 1111 台 . ) L ノ l刈・ 1'， 占 111 ・ti ，1 1:1.) 

a' . 1長 所 地 111 ・ (1 ［ ｮｊ ・ 隙ＨＡ ｾ .  ｉｾ 予防 Ｑ ・ ｾｉ Ｚｾ［山

電 気 工 事 設 計 施 工

ネ土
ふ
一

A
式キ来

担

一

川電藤工

市

大阪市北区野崎町六 Ｉｌ 屯 ＱｾＱￎ ・ 大阪 ＨＳ Ｑ ＳＩ 代表 ＳＴＵＶ

東京支出 来 ぶ 邸 中 央 区 西 八 丁 嘱 二 丁 目 卜 二

'd.i. 話 ( 553)  0  0  1  1 代 表

名 ｲ Ｏ ￯｢ｾ ・神 戸 ・ｼ 河 ＱＱＱ ・ 念敷 ・ 広 ＱＺ ，Ｉ . 北 ) L州

凶 村 庄取 締 役 社 長

営 業 所

設計・ 施 工

司'

電 気 工 事電 気 工 事 ・計 装 工 事

設 計 施 工

.. 

社

取締役社長 中 本 正 明

社 大 阪 市 J/ j( *  Ｑ メｾＨＧ ; J 点之 IlI f ーベ r 11 - li. 

?立，t，rj 大 阪 ( 931) Ｈｾｎ＠ 7  3  4  1  - 5  

0 3 8 8 ' 2 1 9 3  

大阪 ､ｪｊｉ ｉｩ ＪｉＢＺｾｦＧ ｩ｛ Ｊ 之 ｾ Ｏｦ :. Ji  1  .  .  Ｇ， ｬｬ ， ｊ ，ｲ［大阪 ＨＹＺ Ｑｉ ＩＷ ＨｘｾＱ

が良 ｴｬ［ｾ ｦ 卸， ￎ ，庁 ､ 日卸｛主 ｉｪ ＡＮＡｩり ＺＱＶＰ '，ll “M卸J苛 2  2607 ・12!i!)

A

Q

一

A
式ネ来

と
一
刈

E E .  

弔本中

本

社

大 阪 市 北 区 向 上 ! l IWf 1 6 番 地 ( 来 阪 急 ビ ル )

屯 話 大 阪 ( 313) 1  1  0  1  ( 大代)

支 庖 点京 ・ ｾ ， ｲＧ￮ ｬ Ｍ￞Ｎ .  t)[: 的 ・広 向 ・) L州・や11) i  

A

Q

E

 

式

ザ

..111.  

株

j京

業

ｾ＠

エ

取 締 役 社 長

原栗6詮

資 材 倉 庫

奈良営業所

各種電気工事設計施工・制御盤製作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 池 内 文 夫

大 阪 市 西 淀 川 区 柏 墨 町 1 丁目 1 1  0 番 地

' I l t 館大阪 ( 472) 代 淡 1 1  0  1  - 7  

東京都品川区西五反田 6丁目 25帯 11号( 稲山ビル )

司Z 骨舌 東 京 (491 ) 1746 (492)0182 ・ 0350

北 九 州 市 小 倉 区 鋳 物 師 町 2 3 帯 地

胃E 曹舌 小 倉 ( 56) 5  6  6  5 ・5 8  1  8  

Ｎｉ｝ｾ ・千葉・和歌山・名古昆

社

営 業 所

1;5 

本

支

電 気 工 事 設 計 施 工

血i
，、、

( にぷ取締役 林 敏 夫

大| 阪市北| 孟判定問T 5  0  ( 笠ピル 7 階)

屯 Bitt 妙 3 6  7  1  ( 代)

点点自 Ｑ Ｄ ＱＱＧ 央区 ｦｬ 本儲符崎 ｾｉｊ 3  r  11 2 待I也

'o'li: ，l.f; Ji; l  1  4  7  8  ( (に)

川 崎 ・ m 悦 'fri '  ･ｹ ・ ｾＧ ， ｜ lli 

社株 式 会 社

ヰ土

!i5 

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

浅 海 電 気 株 式 会

取締役社長 浅 海 正 雄

大 阪 市 北 区 ζ; .f' i; ｾｉｔ＠ I  r  1  1  2  2  

7也 J吊 大 I以 ( 362) 8  7  l) 1  

点 以 伺1 iJJ 1孟 亦 I反 1 r  11 5  If干 7

'，U: ，J，f: ( 481)  8  6  2  1  (¥: 1< 

れ Ili hA ・ .f L lt J.t /，'，¥ 1品l

lω 川 悦 浜 ・浜 松 ・縦 断 ・仙 訟

本

支

"  
群t士s 民戸斤出 張 所

電 機 株 式 会

取締役社長 嘉 納 伝 三

大 阪 市 北 区 制1 笠 町 五 O ( 堂 ピ J レ三 階)

'IU ，1i: ( 364)  1  4  7  1  ( 代)

J，I( );r til 5中 央 区 明 石 IIIJ 6 - 2 3 ( 辻 孝 ピ Jレ)

Ｇｾｬｴ＠ ｾ［ｲ ｩ＠ (日2) 5  6  4  1  

名 古 屋 市 北 区 城 見 通 二 丁 目 二 O 番 地

111 3i; ( 991)  5  1  3  1  - 3  

戸 市 ，ey r行・，. 百槻市 ・姫 路

• 電 気 工 事 設 計 施 工

副長富士電業株式会社

社

気 - 吸 冷 房 - 空 間 工 事 設 計 施 工

F 晶 『

孟

ゐ

ハ

λ

大 |仮 di 同区 北幼'1¥i  L  1'，辿 1 J 'I I  6  5  

電 話 大 阪 (541 ) 0564- 7 ・ 7148- 9

51ミ ボ ・ 名 占 hl ・! ム 向 ・制 問

111 11

'  

取締役社長

H  イi

十i

社

イ=

支

'i コ; 業所

営 業 所

市や1

'

出5長Fofr

寄 種 電 気 工 事 設 計 施 工

株式会社 ヤ マ ト 電 気 商

山 本 永 造

阪 市 北 区 西 掘 川 町 1 5  fl I:地

10: d古 大 阪 ( 364) 代 3 0  5  6  

東京( ，j l 港区新橋 5 - 3 4 - 6  相馬ピル 5 階

ｲｾ ｴｲ＠ ｉｾ 舌東京 ＨＴＳＴＩ 3848 ， (431)  8435 

阪南 ・北海 道 名 古 屋 四 日 市 ・福山- 福 附

A

S

A

 

社
〈
云

電 気 工 事 ・富十 装 工 事 ・ 設 計 施 工

気 工 業 株 式

今 村 騰

電中 央

ーー

取締役社長

社 大

J反京営業所

本

取締役社長

大 阪 市 北 区 梅 ケ 枝 町 5 6 番 地

電 話 大 阪 大代表 ( 312 ) 8  8  8  1  

* 京 ・ 名 古 屋 ・凶 日 市 ・神 戸 ・和 歌 山

松 山 ・京 都 ・ 草 津 ・ 静 岡 ・水 島 ・福岡

社本

所張出

支 応

首 業 所
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窓掛、椴帳、日際、 壁紙 室 内 装 飾 紋焼、舗床材一般

東洋リノリュームの東リ' 1 1 - ぺ . Vト発売元

!  奉 仕 感 謝 の 庄 |  庖の

タ イ ル 工 事 施 工 社

A

Q

一

A

大阪市東区南久宝寺町四丁目 ( 心斎橋筋)

電話 大 阪 (251)1353 ( 代) - 6 ・9996

式株井亀

ト弓 1 ・ヒューム事

べじ手しーチ- ミ/Ik-;.レ

株 式 会 社

主 宰 商 曾

大阪市北区与力町一ノーO 、ι

電話 大阪 (358) 4  0  3  1  

⑩ 

特 許 申 請 中 ・ 完 全 滑 止 タ イ ル

タイル新発売

サ ン 工 ス

5 5 5  • 
-内

( カタ ログ進呈)

⑪Ｚｾ＠ 11} 淳 窯 業 高 磨

oj  

. 内 念 志 向 ゴー レ ッ ク ス 防 水

・ 化 粧壁 材 ソ リ ジッ トスタイン吹付

. 樹 指 砂 壁 工 パ ー サ ン ド 吹 付

. 樹 指 蛭 石 工 パ テ ッ ク ス 吹 付

Board &Sl ate Standard 

.. 

z p三丁住 需問 61- 2  

本社営業所、改革直市東住吉区駒川町 3 ー 54 電 話 (702)代7814- 6  

特約代理底・ 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 金 沢・ 広 島・ 今 治 ・ 福 岡

-ー ・・..・・⑧. .&.。 量

E ・-.. _  ... 喧・・'、....' .. 
= 手/ ，; 量4a- . a』 量 虐. .  r. " ，，， 、，.，・

表はナイロン 100% の拙毛ですから叫力性に富み riu，j" 久力 に優れています 。

施 工 用 … …… … ，2-D.コおーべ・3 ト 例 仙寺の 品質を 特別 な裏ゴム 加工を

施 して工事用に合理的な 価格で作 り上 げました 。

デラックス ・・・・・ ・スベリ止め加工 、重量感のある豪華さ 。

スタンダード ー… 裏は板ゴムで特 に工事向の価 格。

Ｇ［ｾｾｦ，＠ ( 0ル

1‘  

• 
大阪 rli 京区一安よ凹f l 丁目 23( 新船場 ビJ レ)ぬ 大 誠 化 工 株 式 会 社 本社

ｅ 姐 ｚ 孟 Ｎｾ＿～Ｇ￱ 置 ｅ ヨ
《特 長》

1  ) 防 水 性 が 優 秀

2)接 着 力 が 強 大

3 ) 火 気 を 要 し な い

4)耐 摩 耗 性

5 ) 物 理 的 強 度 優 秀

保護モルタル

プルーフテックス 4回

プJ レーフテックス 3回

ビニロンク ロース

カレーフテックス 2回

ブルーフテックス 1回

ブ ル ー 7 テ y ク ス l坊 水 工 事 は ゴ ム 質 エ マ ル ジ ョ ン に ポ

ル ト ラ ン ド セ メ ン ト を 浪 人 し 糊 状 と な し こ れ に 強 制

な合成繊骨 Ｑ ｾ の網状 ｊ レー Ｗ イングを数 ｬ 習 張り合わせ

防 水 J習 を 形 成 す る も の て' 低 め て 合 理 的 に も っ と

も簡 易 に 防 水 工 Ij: l ' > ' J < 出来る方法であります。

大阪市北区高垣町80番地

電話大阪 (06) 361 ・0178代

71  

下 地 モ ル タ ル

耐酸化学工業株式会社耐酸工事・防水工事専門庖
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72 

• 

陸屋根防水には 奥 山 式 特許 絶縁工 法 を

前回 ＷＱ ，Ｍ 悶ｾ帯
マーフ エク トな冷工法 苧 ヲ q イト

奥山化工業株式舎社
東 京 都 中 央 区 銀 座 西 8 - 3  1'II n舌(571 ) 2703 - 4 . 2370 ・4064 ・0264

大 阪 出 張 所 大 阪 市者111; 1，区都仏中通 ワ 5 - 4 電 話 ( 921) 2497 

名古屋 ｩｬｩｾ 琵所名古屋市南区若草 町 Ｓ 3  1'II l!i舌 ( 811) 3660 

* 左 官 工 事 の ス ピ ー ド 化 * ① 塗 り 易 い

@ 寄りれ な い

仕 上 が 自 在 ・ 日 本壁 に も 、 洋 室 に も、 *  5 大 特 長 ③ ア ク が 出 な い

④ 早 い 仕 上 り

( 一週間 で 立派 な 和 洋 壁仕 上が 出 来 ま す )

⑤ 好 み の 仕 上

Y Nヌ ヲ 叉 タ ー

吉野后賓株式会対

• • • 
特 許 ニ ッ ポ ン 防 水 液

ー ッ ポ ン 防 水 液 B 号

ー ッ ポ ン 急 結 液 壱 号

ッ ポ ン 耐 寒 剤

一 ッ ポ ン 防 水 目 地 材

ビ J レ コ ト

標準包〆ント防水剤

• • 
本 社 東京都刊tm区:l V I .何3丁目 2番地( 新東京ピル6階) 東京 (216)0951(大代表)

大阪支術大阪市北区立 ｽｾ ｉ ｪ 浜ｪｻｦｪ ｬ の ＲＵ Ｈ 新大ピノレ Ｉ 大阪 Ｈ ＳＴＴ ＩＶ Ｖ Ｙ Ｑ Ｈ 代 Ｉ

製 造 発 売 冗 ・ 責 任 施 工 • 
色震メ111ニ4，FtFbhe窓b Tのf<. 

認 黒 川 化 学 工 業 所

本庖工場 神戸市東灘区住吉町反高林 T E L 自由 2723

. 法 定 不 燃 材 の 屋 根 長 尺 現 地 成 型

ガス l二も/ 熱 jごち

西念・薬品 l三毛J

大丈夫で‘ オ

キ寺 雲午 ・ 耐 酸 ・ 耐 ア ル カ リ ひふ く 鉄 板

ｊｴ ｉｊ 工ミ ｊ 弓 ｊｾ 二，Ｎ Ｙｊ ｉｴ
- 永 久建 材 の 超 ひ ふ く 鉄 板

スー ｊｴ ・ｊｴ ＧｊＱν ，Ｉ ｊｾ 克明ル Ｈ ｓｐｍ Ｉ

"弓田スーJt- Jt 'JIν ' J J.A夢" にS PM)

. 責 任 施 工 ・ 型 鋸 送 呈
. 新 時 代 に マ ッ チ し た 各 種 のカ ラ ー 製 品 が あ り ま す

7I
I
J  I ! J ヲ帰京ヲル製造株式会祉

本 祉 工 場 尼 崎 市 大 物 北 口 電話大阪(481) 8085- 9

大 匝 宣 車 尼崎市北新町 4 - 41(古川 ピル) 電話 大阪 (481) 8085- 9

東京支庖量工場 埼玉 県融市車町 2 - 2 0 - 4 電 話 膿(32) 3 11 5- 7  

宣唐・出彊所 郡山 八幡名古屋・川崎岩国・宇部睡岡敦賀 三原・徳島植山

• 
，、

ｾ＠

.. 

'厄

• 

ーー



• 
e‘  

司

ｾ＠

咽

• 

• 

建 材 の 頁

n社長叉ベコ手レー想ーl
屋上自然換気装置はこれでいこう

建物の外観をグット引立てる

全くすばらしいデザインです

ある人が云いました… … 新幹線列車を想わせる… … と そして効率は抜群です

ただしそれをマネたのではありません

当社はそれ以前、既に開発して居ります

近代建築の要求する

言ｾ 言十

製

米 特 許

イ乍

施 工

。

ス チ ー ル

J 7 } レミ

ス テ ン レ ス

サ ッ コノ • ド ア ー

カ ー テ ン ウ オ ー ル

シャッター

• ド ア ー ハ ン ガ ー

べ｜，Ｍ ｾ｜Ｉｅ ｍ ＮＴ ｾ 句 ﾭ

F 可

套22 三 高 製 作 所

11¥ 1実 武

ステンレス・アルミニウム

防 火 シ ャ"，q -

11¥俣シャ11/9- 工業株式会社大阪支庖

N. G. C. 式

内外ｾ業株式会結
工場 大 阪 市 東 住 吉 区 桑 津 町 3 丁目 16番地

73 
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74 

石膏壁は

s s s プラスター c (セメントモルタル下地用 )

s s s プラスター p (ペイ ン ト下地用・金銭仕上 )

. 建 築 用 ・ 美術工芸用 ・ 各種焼石膏・

サンエス石膏株式会社

本 社 工 場 ・姫 路 市 神 屋 町 4 - 7  7  

T E L  姫路 (22) 3  8  3  7  (代表)

東京営業所 ・東京都新宿区東大久保 1 丁目 3 3 1 番地

T E L (351)  0 3 9 6 . (351)  6 9 6 2  

中部営業所 ・瀬戸工場 ・瀬 戸 市 首 場 町 1 1 3

T E L  瀬戸 ( 82) 9  1  8  5  - 6  

大阪営業所 - 大阪市西区江戸堀 1 - 24(三興ビル 2 階)

T E L  (441)  0  0  9  4 ・5 3 7 5  

福岡営業所 ・福 岡 市 七 附 2 8  2  - 3  

T  E  L  (  82  )  9  4  1  9  

⑧ 
.  .・

/  

• 
⑨ お 部 屋 の ム ー ド は 壁 材 の 美 し い 調 和 で ・・

建 設 省 建 築 研 究 所 試 験 合 格 品

(  .  f・R 繊 制1: Ｂ，ｾ村 Ｉ - チェ リーコート - マ マ ウ オ ー ル - ほ た る かべ - 欝 香

- い す
ｾ＠ ‘F  

か ベ
・ノ、。

ビ ロ ン • .i 、 〈 よ か べ ・3一育 流 - 金 蘭

- カセロ ン ウ オ ー ル - パ ー マ エ ー ス - 者3 あ け - 錦 上 壁 K (  '. H l 繊制1 : Ｂ ， ｾ材 Ｉ

- ス - / .: ー ウ オ ー ル • 1甫 雲 コ 一 コ - 蛍 光 壁 - 龍 鳳

一

- セ ン カ ウ オ ー ル ( て 州 織 井11 町 村 ) - 明 光 壁 - 日 本 壁 - 金 龍

- あ tt lま σコ - 錦 上 壁 - 日召 手口 壁 - す ず ら ん ( 特 手'1<

- 新 興 壁 - 大 E反 壁 - 新 日 本 壁 - 桃 山 - 大 手口 壁

( |りi 火 繊 維 峨 材 と し て ご使 川 の 釘l は 上 山 間 lfJt に シ ン ケ ン 防 火 剤 を 出 入 の こ と )

. シ ン ケ ン | 切火剤l ・11)] ｾ￭Ａｬ 斉 ｉｊ エパコン ・ilu't混丹IJ オ ー ト ン ・化'γ :約l ス ー パ ー シ ン ケ ン 約IJ ( 全国有名建材 料 に 有 )

株 式 会 社 新 興 建 材 工 業 所

人; 阪i I i IIG区I!_LIツ柿 T  E  L ( 538) 29511¥: ( 541 ) 5757代

' 以 来 的 ? 点 以 ・大 阪 ・明 石 広 Jゐ 福 岡

• 
，. 

.. 

• 

Ir 

• 

• 



• 
A  

吋

• 

司血

• 

• 

言- ! t . イココロ・' : J ! J ⑧

ヌヲυーココ. ロック

キューピー3 クコーロ・: J ! ] ⑩

全 国 各 地 区 各 市 ( 全関東除く ) の生産実施工場を

紹介させて頂きます 。

ま た 、 全 国 有力 ブ ロ ック メ ー カ ー あ る い は 東北 、 東 海 、 北 陸、近 畿、 中 国

四 園、 九 州 の喬 コ ンク リ ー ト ブ ロ ッ ク 工業 組 合へ 直 接お 問 い 合 せ く だ さ っ

て も結 構 です 。

営 業 所= 仙 台 ・東 京

京 都 ・福 知 山 ・大 阪

米 子 熊 本

/ = 叫tl !l ¥日 発 実 業 株 式 会 社 主主謀言語mr r ; い12 ぷレ

ウヅラ印

柏 原 涯 青 株 式 会 社

本 社 工 場 大 阪 市 西 淀川 区 御 幣 島 東 2 ノ 5 電 話 大 阪 ( 471) 1493- 4 ・8267

第 二 工場 大 阪 市 西 淀川 区 御 幣 島 西 3 ノ 99 電 話 大 阪 ( 471) 0  4  2  6  
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建築と社会
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まτZ 腕建設工業k k . .. … … … - 回

.. .75 日発実業k k

第 4 9 集

業 種 別

.... .74 水 奥山化工業k k
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.... 68  

kk大阪城 口研究所

大阪電気暖房kk
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弓
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柏原漉青k k

k k久保商庖

広告目次 • 
.. …… 一.68k k建材社

( 有) 黒川化学工業所・. ... . ... ..・ ・・・72
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弔
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1

1

1

i
伊

-・ ・・槌斎久工業k k

71 合同特許建材工業kk
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三塁 ベル 卜k k … …… 一… 一・表2

高砂熱学工業k k … … … … -一… 69
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セ メ ン ト 増 強 防 水 剤

• 1'¥リ除I1 

JWI 

-
‘1¥ 

-' i7t-q.イトB号

棟式会社日本セメント防水剤製造所

本 社

辺1 ** r.斤

出 日長 戸斤

ウ才ータイト JO¥:IWJ/<

工 事 代 行 庖

大 阪 市 東 区 船越 町 2 - 3  1  ( 船 越 ピ ル ) 氾 J 舌 ( 941) 乙6 2 6 ・ 2628

宝 啄 市 河 台 上 の 池 沼 訴 宝 塚 ( 36) 2153 

也 前 東 京 ( 431 ) 8648・名 古 屋 ( 321 ) 1331・(111 台 @0 7 21 ・札悦 @l l l l

flt 話 大三 工 業 向 松 ( 2) 0016 安 藤 工 ・I玉 福 岡 ( 28) 5  2  0  7  

f 2 永沼リオ広 ぬ ( 61 ) 6  3  7  1  

モ ル タ ル ・ コ ン ク リ ー 卜用

剤

一
剤

水

一
結

防

一
急ョ ｾｉ ・ Ｑ Ｑ，

- 防 水 工 事 責 任 施 工

製 品 A  

Eコ

τ ヲ

• 

- セメ ン トt昆手口斉リσコトッフへ .. . .

剤

一
剤

着

一
離

接

一
剥

ご一 報 次 第 カ タ ロ グ 進 呈 し ま す

- 吃-、司・
M ・1I_!l tI¥

ｅ 司匂団恒函直己・ｾ

- ・・・・正、‘ . . . . . . ..... ・

株 式 会 社 3由周旨. f l : 工本土

本 社 東京都品川区大弁 l ニ1 5 電 話 (774 )‘ 4111 (代表 )

大阪営損所 大 阪市東成区西今皇 2 - 48 電話 (971) 4765 ・∞63

. 基 礎 施 工 の 悪 候 件 を 克 服 す る

言葉置式 自 信 三 踊 杭

特 許 ・ 第 2 3 3 7 4 4 号

特 許 . 第 2 5 0 1 0 8 号

実 用 新 案 . 第 2 5 - 1 0 9 4 2 号

実 用 新 案 ・ 第 3 7 - 3 6 1 0 6 号

本 社 大 阪 市 東区 高麗 橋 2 - 2 0  (百五 麗 新 ピ J レ)

T E L 大 阪 ( 202) 3233 ( 代) ・7501( 代 )

名 古 屋 営 業 所 名 古 屋市 中 村区船 入 町 1 ー 12( 服 部 ピル )

T E L 名 古 屋 ( 582) 3  0  3  6  ( 代 )

株式会社 説 智 工 務 所

大 阪 工 場 大 阪 市 住 吉 区 北方JI 賀 屋 町 5 - 2  7  

T E L 大 阪 ( 672) 3  2  2  3 ・3 2  2  4  

名 古 屋 工 喝 愛 知 県 海 部 邸 弥 怠 町 佐 古 木

T E L 除 宮 (  7 )  1  1  9  1 ・1 1  9  2  

U 日 本 建 鉄 の

PS型レディメードサッシ

• 
ァIL言 サ叱ぞJi で式会社

本 社 東 京 都 千 代 田 区 大 手 町 2 - 8 T E L 東 京 ( 270) 6511 ( 大 代 )

大 阪 支 明 大 阪 市北 区 梅 田 町 4 7  ( 新 阪神 ピノレ) T E  L 大 阪 ( 361 ) 6 758 (代 )
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枝術の目立

ビルの上から一下まで、

あ らゆ る場所で働 〈目立

の建築設備 。 バ ランスの

とれた総合設備は、ビル

の機能を高め、働 きや す

し、環境 をつく ります 。

・ 昇 降 設 備

・ 冷 暖 房 換 気 設 備

・電 気設 備

・給 排 水設 備

・ 通 信 設 備

・照明設 備

・消火設 備

・そσ〉イ也

• 

J

A

 

今

、

れ

勺

し

た

ビ

ル

を

ハ

リ

ー

⑤ 

日宜建築設備
• 

- お問い、合わせは大阪営業所へ 大阪市北区権問 2 j性I也

目 立 製 f丘病 ( 第一生命ヒソレ) 也 苅 ・大阪 ( 361) 1  3  0  1  <大代〉

女 特 長 女

U R  
1.  1  m

2

当 り1 0 Okg  /  hも蒸 気 を発 生

2.  50% も 多 く 蒸 気 が 出 る の で、 数 多

く の ボ イ ラ が 不 要

3 .  3  T パ ー ナ の 組 合 せ で 、 燃 焼負 荷

20% か ら100% まで、何れの 負 荷 で

も 、 ボ イ ラ 効率 は 、 い つ で も 87%

以 上

4. ウ ー タ ー ノξ ッ ク で す か ら、 ボイ ラ

背 面 か らの 熱 の 放 散や 後 部 鏡 板の

過 熱 は な い 。 従 っ て 断 熱 材 の 脱 落

もなく 、 補 修 費 も 節 約 で き る

〈新開発〉

圃 M P ボ イ ラ U R型
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f9tl え l ;f
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